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[image: １．約束と裏切り]

　あまり日の入らない薄うす暗ぐらい部屋で、ミリセントは寝しん台だいに体を起こした。

　見慣れない天てん井じようが目に入り、慌あわててあたりをみまわす。そしてここが、自分の屋や敷しきでも王都のディンセル侯こう爵しやく邸ていでもないことを思い出した。

　いつのまに眠ねむってしまったのだろう。

「アル……？　いないの？」

　昨夜は遅おそくまでアンセルが同じ部屋にいたはずだと、ミリセントは呼びかけた。

　だが返事はなく、殺風景な壁かべから低い天井、そして石壁を切り取ったような窓にある鉄てつ格ごう子しだけが目に入る。やはり自分は閉じ込められたままのようだ。

　王都での大きな祝祭、『薔ば薇らの大祭』が終わった直後、ミリセントは街中でアンセルをみつけて後を追った。

　そしてとある展示に迷い込んだ先で、クレメンスと名乗る薄うす気き味み悪わるい人物にここまで連れ去られてしまったのだ。

　──そうよ。それで昨夜、ここにアルがあらわれて……ペンダントと『薔薇封じ』の話をしてて……

　ドレスを着たままだった自分の姿を見下ろし、ミリセントは、はっとして胸むなもとに手をやった。

「どうして……」

　昨夜まで身につけていた、母の形見であるペンダントが消えている。

　そして確かめるまでもなく、腰こしに巻いていた飾り鎖シヤトレーヌも持ち去られていた。

『薔薇封ふうじ』と名づけられた飾り鎖は、ミリセントの暮らすローズグレイブホールの当主の証あかしとして、代々ファネル家に受け継つがれてきたものだ。

　これまでずっと、そのふたつを秘密結社である〈大暗室〉に奪うばわれぬようにしてきた。

　だが昨夜、アンセルは『薔薇封じ』とペンダントの両方を渡わたすよう口にしたのだ。

　ミリセントはぎゅっと唇くちびるを噛かむと、壁の上部にある鉄格子付きの窓を見た。

　そこから視線をおろしても、部屋に唯ゆい一いつある扉とびらの幅はばの狭せまい差し入れ口があるだけで、外のようすはうかがえない。

　ミリセントは部屋の中央に置かれていたテーブルを引きずって、窓の下へと移動させた。

　いまはやれることをなんでも試ためしてみるつもりだった。

「うーん、思ったより格子の間かん隔かくが狭いわね。ここから出るのは無理……っ、わっ！　ひやぁっ!?」

　やや脚あしのがたついたテーブルは、ミリセントがよじ登るとぐらついた。

　倒たおれたテーブルごと床ゆかに投げ出されたミリセントは、膝ひざを打った痛みを息を詰つめてやりすごす。

「うぅぅ……駄だ目めだわ。逃にげ出す前にケガしてる場合じゃないのに」

　ため息をついていると、背後の扉がガタッと音を立てた。

　振ふり向くと、扉の下に設けられた幅の狭い差し入れ口から、盆ぼんが入れられたようだ。

「なに？　誰だれかいるの？」

　ミリセントが扉に近づくと、床に置かれた盆にかけられている布がふわっと動いた。

　どうやら載のせられているのは、朝食用のチーズやパンらしい。

　そのパンの隣となりにすくっと立っているのは、人形を模かたどったジンジャークッキーのティーハニーだ。

　ミリセントがいた屋敷は、たくさんの幽ゆう霊れいがさまよう特とく殊しゆな場所で、これまではティーハニーもそうした存在のひとりだと思っていた。

　窓の下にある倒れたテーブルとミリセントの顔をみて、状じよう況きようをすぐに察したのだろう。かん高い声が勢いよく叩たたきつけられた。

「ちょっと、本気であそこから出られるなんて思ったわけ!?　あんたって、ほんっと鈍どんくさいわよね！　どっかぶつけて、それ以上馬ば鹿かになったらどうするつもりなのよ」

「ごめんなさい。だって外が見えるのってそこしかないから。……でも、もうここへはきてくれないかと思ってた」

　愛らしい姿にほっとして口にすると、ティーハニーは裏返ってしまいそうな勢いでそっぽを向く。

「べっつにあんたのためなんかじゃないわよ。これっぽっちもね！　それに……」

　クッキーはかたりと回転し、ミリセントに向き直る。

「昨晩はちゃんと話せなかったけど……あんたは私のこと、どこまで知ってるの？」

　それはティーハニーには珍めずらしく、とまどいと警けい戒かいのにじむ声こわ音ねだった。

「どこまでっていうか……あの、あなたがユスカリス王家の王女だったってことと、石の塔とうでお兄さんを待ってて……それで──」

「そんなことまで」

　小さくもれた声には、ひそかな怒いかりが潜ひそんでいるような気がして、ミリセントも気まずくなる。

「私、あなたが描えがかれた肖しよう像ぞう画がを鑑かん定ていしたの。ほら、ラズウィックでグレンの義あ兄にのジーンさんのお屋敷にお邪じや魔ましたでしょう？　近くにあった石の塔で、古い肖像画が発見されたのよ。肖像画自体は王室で管理することになったけど、王女様が描かれてるっていうから、私も見せてもらったの」

　ミリセントが口にする『鑑定』は、通常の鑑定士と違ちがい、過去視の能力が関かかわるものだとティーハニーも知っている。

　もちろん、肖像画を鑑定したときには、ミリセントも衝しよう撃げきを受けた。

　よく知っているつもりだった幽ゆう霊れい憑つきのクッキーが、ユスカリス王室の王女だったなどという事実は、想像したこともなかったからだ。

「そう……あの絵をみたのね」

　静かに返された言葉に、ミリセントも思わずうなだれる。

「じゃあ、だいたいのことはわかってるわね。それで、どうするつもりなの？　ここから逃げたい？　本当のことがわかったのなら、あの薔薇屋敷を出て戻もどらなければいいじゃない」

　言い放たれる言葉に、ミリセントは強く首を振った。

　目の前のクッキーに両手で掴つかみかからんばかりに迫せまる。

「そういうつもりでここから逃げたいんじゃないの。お願い！　なにか知ってるなら教えて。ペンダントや『薔薇封じ』をアルはどうするつもりなの!?　こんなこと、アルがほんとに望んでるなんて思えない」

　ミリセントの声に気おされたのか、ティーハニーが盆の上で後ずさる。

「……私にだって、確信はないわ。お兄様は詳くわしく話してくださらないもの……でも、〈大暗室〉の考えならわかってる。お兄様がそのふたつをあんたから奪ったのなら、結社の考えに従ったってことになるわ」

　ひどく落ち込んだようすのティーハニーに、ミリセントも不安になる。

　──『薔薇封じ』はともかく、ペンダントのことなら想像がつく……

「ペンダントのことは、グレンにも少し聞いてるの。『還かん命めいの書』っていうらしくて、魂たましいの甦よみがえりができるとか、そんな話みたい」

　その言葉に、ティーハニーのなかでもなにかがつながったらしい。

「だとすれば、間ま違ちがいないわね。結社の目的は決まってるわ、ユスカリスの血の再興よ。お兄様を再び玉座につけて、現王室への復ふく讐しゆうを果たすつもりなのよ。そのペンダントの話が本当なら、結社はそれを実現するつもりで動いてる」

　確信したようなティーハニーの声に、ミリセントの胸にも「やはり」という思いがわきあがる。

　──本当に、アルを甦らせるつもりなの？　そんなことができるなんて、まだ信じられないけど……でも、アルも体を取り戻したいんだって昨晩は口にしてた。

　それを望むのは、ミリセントを抱だきしめるための腕うでが欲しいからだという、アンセルの言葉が脳のう裏りをよぎる。

　そのあと口づけられたことまで思い出し、ミリセントは慌ててそれを脳裏から打ち消した。

　──ち、違う。あれは私が泣いてて冷静じゃなかったから、勢いみたいなものだったのよ！　それに、アルはすごく思いつめた瞳ひとみをしてた。まだなにか知ってて隠かくしてるのかもしれない。

　考え込むミリセントの前で、ティーハニーがぽつりともらす。

「それと、これは盗ぬすみ聞いたことだからはっきりしないけど、〈大暗室〉はまだなにか探してるみたい。それを手に入れるためにも、『薔ば薇ら封じ』が必要なんだと思うのよ」

「『薔薇封じ』が？　だとしたら、それってローズグレイブホールに関係してるってこと？」

　ミリセントの質問に、ティーハニーは落ち着かなげに動き回った。

「たぶんそのはずよ。あの屋や敷しきにクレメンスがきたときには、手に入れられなかったみたいだから。お兄様が『薔薇封じ』を手にしないと意味がないのかもしれない。そのために『薔薇封じ』をあんたから取り上げたんだとしたら、なにかよくない予感がする」

　ティーハニーの不安そうに揺ゆれる声に、ミリセントは手のひらほどのクッキーにつめよった。

「お願い、ティーハニー。アルのことを助けたいの。もちろんあなたのこともよ。まだ、なにができるかはわからないけど、結社に利用されるなんてアルが望んでるとは思えない」

　ミリセントの言葉にしばらく沈ちん黙もくしていたクッキーは、硬かたい声で返した。

「でも、あんた。ここがどこだかわかってるの？」

「えっと……昨日ラズウィックだっていってたでしょう」

　以前、グレンと休きゆう暇か旅行できたことがあった場所だとミリセントは考えていたが、ティーハニーは怒おこったようにぴょんと跳はねた。

「あのねぇ、湖水地帯っていってもいくつも湖があるし、森は広いのよ。しかもいまは冬なの！　ここから出て行って、あんたの足でなにができるっていうのよ」

　もっともなその指し摘てきに、ミリセントも少し弱気になって問い返す。

「そういえば、ここって誰のお屋敷なの？　昨夜アルに聞いたけど答えてくれなかったし、あのクレメンスって医者の別べつ荘そう？」

　ミリセントは半ばそう確信していたのだが、ティーハニーのようすからしてそれも違うらしい。

「黙だまってるってことは、ティーハニーは知ってるのね？」

「……せかさないで。そうよ、あんたはのんきに考えてるだろうけど、ここは結社の支部の一つよ。それもかなり大きい。屋敷の持ち主はリンウッドテラス卿きようよ」

　聞かされたその名前に、ミリセントは記き憶おくをさぐる。

「確か……リンウッドテラス卿って、マジシャンのギンシェルに美術品の密輸をさせてたっていう人よね」

　資産家らしいその人物の名は、過去の鑑定で関わったことがあり、〈大暗室〉へとつながるものでもあった。

「じゃあ、ここってその……結社の人間がたくさんいるの？」

　そうなれば自分がこの屋敷から逃げ出すことは容易ではない。

　さらにミリセントに追い討うちをかけるようにティーハニーは告げた。

「仮に出られても、あんたが知ってる道を見つけられるかが問題よ。この屋敷は、ラズウィックの中でも相当奥まった森のなかにあるんだから」

　ミリセントは窓をちらりと見た。

　鉄てつ格ごう子しをすり抜ぬけて吹ふき込む風の冷たさを思うと、体の芯しんまで凍こごえるのが想像できる。

　それでもいま目の前にいるクッキーの本来の姿や、昨夜見つめていたアンセルのつむじを思い出せば、ミリセントの気持ちは変わらなかった。

「それでも、ここから出たいの。絶対に、なにか方法をみつけるから」

　力強いミリセントの言葉に、ジンジャークッキーはつかの間言葉をなくしていたが、決心がついたのかくるっと回ってみせた。

「……わかったわよ！　あんたは馬ば鹿かだけど嘘うそつきじゃないもの」

「ティーハニー……」

　右に左にとゆらゆら揺れていたティーハニーは、考えがまとまったのかぴたりと止まる。

「いい？　あんたはこれから病気のフリでもしなさい。私がいまから通路に出て騒さわいであげる。扉とびらを出たら、左に曲がって通路の突つき当たりまで走るのよ。そこにある階段を上ったら外に出られるわ。いまは扉の見張りもひとりのはずだから、そのあとは自分でなんとかするのね」

「ありがとう、信じてくれて」

「だから、もう一度いっておくけど、あんたのためなんかじゃないから！　逃にげ出せばすぐに追っ手もかかるし、森の中でつかまれば終わりよ、結社は必要なものを手にいれたんだもの。あんたはもう用済みなのよ！　殺されたって不思議じゃないんだから……」

　落ち着きなくカタカタと揺れながらそう告げるティーハニーに、ミリセントは思わず笑いかけた。

「わかった、気をつける。もうアルにも貴女あなたにも、苦しんでほしくないの。結社がアルを利用して王家への復讐をさせるつもりなら、絶対に止めてみせる。約束するわ」

「まずは、死なないって約束にしときなさい」

　ティーハニーはそういい残して扉に近づく。

　ミリセントが扉の下部にある差し入れ口を開いてやると、そのままひょいと滑すべり出た。

　それからやや間があったかと思うと、思わず耳をふさぎたくなる高い声があがった。

「っちょっとぉ──！　大変よ！　人ひと質じちが倒たおれてるみたい!!　薬のせいかしら？　食事のせいかしら!?　中毒だったら管理不行き届きで大問題よねぇぇ──」

「……ティ、ティーハニーったら……ずいぶん張り切って、っといけない！」

　突とつ然ぜんのかん高い声に扉前にいる見張りも慌あわてたのか、石床ゆかのうえを重たい足音が駆かけてくる。

　ミリセントは差し入れ口からのぞきこめるあたりで、慌ててうずくまった。

「おい、なんだ！　どうした──」

　見張りの男が慌てて錠じよう前まえをはずし、扉をガタつかせて開いたその瞬しゆん間かんだった。

　ミリセントは低い姿勢のまま、思いきり男の右ひざめがけて突とつ進しんする。

　そのまま手にした盆ぼんを水平に持つと、「ごめんなさい！」と叫さけびながらスコーン!!　と思いきり男の脛すねに打ちつけた。

「おおぉうっ!?」

　思わぬ攻こう撃げきに大おお柄がらな男は体勢をくずし、そのまま床に転がる。

「待て、この……!!」

　しかし男の脇わきをすり抜け廊ろう下かに出たミリセントは、一目散に左に曲がり突き当たりをめざして走りだした。

　薄うす暗ぐらい冷たい通路を走る間も、吐はく息で目の前が白くなる。

「あった、階段！」

　ミリセントはドレスのすそを両手でがっしり掴つかむと、勢いよく階段を駆けのぼった。

　──うぅ、こんなときにアメリア様に贈おくっていただいたドレスを着てるなんて……でも、足もとは革靴ブーツでよかったかも。

　森を歩くにはとても向かない衣装のうえ、髪かみにはグレンが選んでくれた薔薇の髪かみ飾かざりがあったが、それはいまのミリセントにとってお守りのように心強かった。

　とにかく少しでも早くと、焦あせる気持ちで階段をのぼりきる。

　外へつながる扉は施せ錠じようされてはいない。先ほど盆で殴なぐりつけてしまった男は、慌てるあまり扉を閉めずに駆けつけたのだろう。ミリセントは思い切り扉を押し開いた。

　身を切るような冷気に全身がひんやりとさらされる。

　どうやらここは、屋敷の裏手にある一画のようだ。

　冬の日差しはすでに高くなっているようで、雲がまだらに広がった灰色の空はうっすらと明るい。

　ミリセントは周囲を見回すと、使用人や業者が出入りするための通用口を見つけた。

　古びた鉄てつ柵さく門の閂かんぬきを横へと押し上げ、重たい門もん扉ぴを外へ向かって押す。

　そのまま駆け出すと、目の前に森へとつづく馬車道がみえたが、ミリセントはあえて道をはずれて茂しげみのなかへ分け入った。

　──馬車道に沿って逃げても絶対に追いつかれる。追っ手の数を確かめてから動いたほうが、まだ可能性はあるわ。

　冬の乾かん燥そうした空気のなか大樹の表皮が深く割れている。その幹の反対側にまわると、根の辺りに削けずりとられたようなくぼみがあった。

　ミリセントは身を寄せるように隠かくれたが、息を殺そうとしても、細く白いものが立ちのぼってしまうほどの寒さだった。

　この時季のラズウィックは、湖が凍いてついてしまうこともあるのだ。

　歯の根から震ふるえるような寒さに手をこすりあわせ、ミリセントはあまり長い時間迷ってはいられないのだと唇くちびるをかみ締しめた。
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　一方、ミリセントが眠ねむっているうちに、ペンダントと『薔ば薇ら封ふうじ』を持ち去ったアンセルは、低く広がる重たげな空を目にしながら、屋や敷しきの廊下を歩いていた。

　窓の外に見える古風な庭園は、まるで時の流れを止めているようでどこか現実味がない。

　正門にある門扉に彫ほり込まれた白しら百合ゆりの紋もん章しようも蔦つた草に覆おおわれて、まるで人目をしのぶように放置されていた。

　貴族が休きゆう暇かや保養地として屋敷を構えることも多いこの場所に、古めかしい屋敷はひっそりと存在してきたのだろう。

　さすがに屋敷の内部は手入れがされていたが、全体的に重苦しい雰ふん囲い気きの調度品で飾かざられている。

　それはここの主である、リンウッドテラス卿を名乗る少女の印象とも重なった。

　──この屋敷も、その主である彼女も、ずっと時間を止めてしまっているみたいだ。だからこそ、確かめなければ。結社の真意を……

　頭の片かた隅すみに、〈大暗室〉の幹部である赤い瞳ひとみの少女の面おも影かげがよぎる。

　自分が過去の記き憶おくを取り戻もどした以上、〈大暗室〉の目的も具体的になってくるだろう。

　それを知るためにも、まずは自分が結社の内部に入りこむのが早いはずだった。

　アンセルは結社からの信しん頼らいを得るため、ミリセントから『薔薇封じ』とペンダントを奪うばった。

　なによりそのふたつからミリセントを遠ざけることで、彼女と結社の関係を断たち切りたい思いもある。

　──ミリセント様はもう自由になるべきだ。私にかまっていては、いつまでも亡ぼう霊れいと生きることになる。

　それでも、ミリセントが目覚めて味わうだろう失望を考えると体が重たくなる。

　のろのろと歩いていたアンセルは、廊下の中ほどにある両開きの扉の前で足をとめた。

　そこに立つ従僕らしき男は、アンセルの姿を認めると無言で扉を開いた。

　広々とした部屋の中央には毛皮が敷しき詰つめられ、磨みがき抜かれたテーブルや革かわ張ばりのソファが置かれている。

　そこには屋敷の主である、シャロウトゥリル・リンウッドテラス卿きようが大きな椅子いすに腰こし掛かけていた。

　陶とう器きのような白い肌はだの少女が無表情に座るさまは、等身大の人形が置かれているようで奇き異いな眺ながめだ。

　莫ばく大だいな資産家として知られるリンウッドテラス卿は、外見だけならまだ幼い少女だ。

　切りっぱなしにされた不ふ揃ぞろいの黒くろ髪かみと縁ふち取どられた白い面おもてに、浅い赤の瞳が印象的でもある。

　彼女がこのリンウッドテラス家の当主だと言われて、すぐに信じられる人間はまずいないだろう。

　だが、アンセルの目の前に座っている少女こそ、〈大暗室〉の幹部であり、教会や結社の力をふるい世間を騒さわがせてきたのだ。

　少女の前にあるテーブルに、アンセルは黙だまって飾り鎖シヤトレーヌとペンダントを置いた。

「ほぅ、これが『薔薇封じ』か……」

　リンウッドテラス卿が手にした飾り鎖は、薔薇を模かたどった胡桃くるみほどの大きさの留め具がついたものだ。繊せん細さいな細工のそれは、女性の装身具のひとつでもあり、屋敷の女主人が身につけることが多い。

　ファネル家の当主に代々引き継つがれてきた飾り鎖には、特別な意味と力がある。

　リンウッドテラス卿は、鎖くさりにぶら下がったモチーフを見せつけるように、じゃらりとアンセルに向けた。

「わかるか？　これがあれば、ローズグレイブホールに仕し掛かけられた封ふう印いんも無効となる。ようやく我々の手に『滅ほろび歌』の円えん盤ばんが戻ってくるというわけだ」

　少女が口にした『円盤』という言葉に、アンセルは若じやつ干かん眉まゆをひそめた。

　記憶にあるのは、ミリセントの休暇旅行に同行した際、聖王廟びようから盗ぬすまれたと聞いた自動演奏楽器の音源である円盤のことだ。

「円盤……というのは、以前ラズウィックの聖王廟から盗みだされたもののことですか？　それなら、あなたがたはもう手にいれたのでしょう？」

　いぶかしむようなアンセルに向かって、リンウッドテラス卿はゆっくりと首をふり、口をひらく。

「そなたがいっているのは、聖王廟から持ち出した『眠り歌』のことじゃ。なるほど……まだ、そなたは思い出せないのか？　円盤がふたつ存在し、それぞれが意味と役割を持つことを」

　リンウッドテラス卿は、静かでいながらどこかアンセルを思いやるような視線で、『薔薇封じ』をテーブルに置いた。

　じっとのぞきこんでくる赤い瞳は決して冷たいものではなく、どこか懸け念ねんするような色が揺ゆれている。

「アルフリート王子……」

　そう呼びかける声には、これまでの彼女にはない感情らしきものがにじむ。

　その声のひびきに、アンセルはぐらりと足もとが傾かしぐような感覚に陥おちいった。

　──まだ、私の記憶は戻りきっていないということなのか？

　アンセルにある過去の記憶は、生前の内乱を逃にげ延のびて、追っ手をかけられた夜までのことだ。

　ユスカリス王家の終しゆう焉えんから新王室へと国が移り変わった時間のことは、〈大暗室〉にいたリンウッドテラス卿のほうが把は握あくしているはずだった。

「そなたには、まだ話さねばならぬことが多くあるようだ……」

　リンウッドテラス卿は、リュイシャム王国の始祖である聖ユスカリスと円盤の関係について語りだした。

　かつて彷徨さまよい人たちを導き、荒あれ地ちにたどり着いた聖ユスカリスは、その聖なる力を以もつて土地に緑と幸いをもたらした。

　災わざわいは退けられ、その地に与あたえられた祝福によって、乾かわいた荒地は薔薇の花が咲さくほど肥ひ沃よくな土地になったのだという。

　だが急速な変化は、世界にひずみやゆがみを生じさせてしまう。

　だからこそ、聖ユスカリスによってもたらされた『幸い』と退けられた『災い』は、当時の大司祭と王である聖ユスカリス当人によって、二枚の円盤にこめられ封じられた。

「そうして生み出されたのが、魔まと災さい厄やくがこめられた『滅び歌』と、それを鎮しずめるために奏かなでられる『眠り歌』だ」

　リンウッドテラス卿の言葉が教えるのは、語り継がれた出来事というよりも、それを知りえる当人だからこその響ひびきがある。

　なおもつづける少女の声は、徐じよ々じよに重たげなものになった。

「結局、内乱ののちその恩おん恵けいを我が物とし、聖なる王の魂たましいを恐おそれた反逆者エスクウィンによって、『眠り歌』は聖王廟に安置された。我々は同じ場所に『滅び歌』もあるのではないかと思っていたのだがな……」

　アンセルは以前ミリセントが依頼された鑑かん定ていを思い出し、眉をひそめた。

「ではやはり、リーアン王子に呪のろいの姿見を贈おくりつけたのは、聖王廟を開かせるためだったというわけですか」

　その事件にもまた〈大暗室〉の影かげがあり、呪われた宝石も過去の王室に関かかわるものだったのだ。

　リンウッドテラス卿はさらに言葉を継いだ。

「『滅び歌』は長年行方ゆくえがしれないままだ。我々も現王室が関わる場所を徹てつ底ていして洗った。ただ、どうしても手が及およばなかったのが、ファネルの人間が住むあの屋敷だ。いまならそなた自身も確証があるのだろう？　忌いま々いましいファネルの人間がしたことについて……。もはや『滅び歌』が隠かくされているのは、ユスカリス王家の魂を縛しばりつづける、『薔薇のローズグレイ墓標ブホール』でしかありえない」

　浅い赤の瞳にゆらめく憎にくしみに、アンセルはそっとまぶたを閉とざした。

　そしてここへくる前に、自分がローズグレイブホールのあかずの間の前で耳にした旋せん律りつを思い出す。それは以前、ラズウィックに休きゆう暇か旅行で訪おとずれたときに耳にした音とは、また違ちがったものだった。

　──どちらも、目の前で奏でられるものじゃない、直接頭に響いてくるような旋律だった。湖で聞こえたのは安らぎを誘さそうような音色だったが、あかずの間のものは……

　ある種の確信を覚えながらも、答えはのみこんだまま、アンセルは別の質問を投げる。

「もしローズグレイブホールに『滅び歌』があったとして、あなた方の狙ねらいはなんです？」

　問いかけに答える、リンウッドテラス卿の声には迷いがない。

「知れたことだ。そなたを本来の玉座に戻す前に、この穢けがれた地を清める必要がある。そのためにも、かつて聖ユスカリスが祝福を与えたときとおなじく、災厄に満ちた荒地に生まれなおす必要があるのだ。いまこそ、『滅び歌』を使って災いを解放せねばならない」

　どこまでも現王室の痕こん跡せきを憎む少女の言葉に、アンセルは声を失った。

　目の前の少女は、内乱当時のまま時間を止めてしまっているのだ。

　過去に囚とらわれている少女を前に、自分もまたその過去の一部なのだとアンセルの胸を重たいものがふさぐ。そして、昨夜のミリセントの悲しげな顔をふいに思いだした。

　これまでのしがらみや、ファネルの一族とユスカリス王家との関わりを一いつ切さいしらなかったミリセントにとって、この事実はただ残ざん酷こくなだけだろう。

　──ミリセント様は、ご自身の祖先がしたことでも悲しまれる。おやさしい人だから……

　遠い過去の出来事で、心に責め苦を負わないで欲しいと思う。

　だというのに、昨夜自分が彼女にした行いも、いまこうして結社に近づいていることも、よりミリセントを追い詰つめるものだ。わかっているだけにその矛む盾じゆんが苦かった。

　そしてリンウッドテラス卿きようを名乗る少女に、アンセルのなかに再び疑問が浮うかび上がる。

　──いったい、この少女は何者なんだ？

　失われた王家と、新たな王家が歩んできた時間をすべてを知っているとすれば、もはやただ人ではありえない。

　だが少女の赤い瞳ひとみは、そうした疑問をすべて拒こばむように冷たく透すきとおっている。

　──この人もまた、ひとり長い時間をみつめてきたのだろうか。

　アンセルはその思考を慌あわてて脳のう裏りから振ふり払はらう。

　いま、目の前の少女の気持ちに同調してしまえば、妄もう執しゆうのような過去の時間にとりつかれてしまいそうだった。

「ともかく、私は『薔ば薇ら封ふうじ』とペンダントを手に入れました。これで、ミリセント様にももう用はないはずです。彼女を解放してください」

　だがそんなアンセルの考えも、リンウッドテラス卿はお見通しのようだった。

「無論、あの小こ娘むすめに用はない。だが、しばらくはここでおとなしくしていてもらうつもりだ。ファネルの女はやっかいだとわかっているからな。我々の計画はこれからだ。なによりもいまは、そなたの魂だけでなく肉体も取り戻もどす必要がある」

　そう口にして椅子いすから立ち上がると、少女は突とつ然ぜんアンセルの前に恭うやうやしく膝ひざをついた。

　細く冷たい少女の指がアンセルの手に触ふれる。

「やはり、そなたは覚えてはおらぬのだな。遠い昔にも、一度だけこうしてアルフリート王子とまみえたことがある」

　そう告げたリンウッドテラス卿の瞳をみて、アンセルの脳裏にかすかな記き憶おくがちらついた。

　冷たい石造りの城の中。謁えつ見けんの間にいるのは、父であるラーデュロス王と当時教会とも繋つながりが深かった臣下の男の姿。

　次期宰さい相しようの座を約束された壮そう年ねんの男は、まだ幼い娘むすめを連れてきていた。

　──そうだ、確かあのとき一度だけ。まだ自分も、その幼い少女も十を越こえたばかりの年の頃ころだったが……

「婚こん約やく者……父上が約束を──」

　思わずこぼれた言葉に、目の前の少女はほんの少しだけ困ったように視線をそらすと、ふいっと再びアンセルから離はなれた。

「私の望みはただひとつ。『滅ほろび歌』による国の浄じよう化か。そしてリュイシャム王国がそなたという新たなる薔薇を戴いただく地として、生まれなおすことだけだ」

　背中を向けて、凜りんとした口調で言い放つリンウッドテラス卿の肩かたは細い。

　だが、その少女の声に宿る決意と信念は、みじんもゆらぎはしなかった。

「さぁ、そなたはペンダントを持ち地下へ向かわれよ。あの男が支し度たくを調ととのえているはずだ」

　その言葉に、自分が実体を持つことが結社にとってなにより必要なのだと、アンセルは思い知らされる。

　わずかに躊ちゆう躇ちよしたとき、部屋の扉とびらが慌ただしく叩たたかれた。

「誰だれじゃ」

　少女の鋭するどい声に扉が開かれると、冷たい外気をまといつかせて従僕がすべりこんできた。

　リンウッドテラス卿の椅子の前にひざまずくと、低くぼそぼそとした声でなにやら話しかける。

　途と端たんに少女の眉まゆがつりあがり、いらだたしげに手がはらわれた。

「下がれ！　見つけ次し第だいすぐに捕つかまえよ。今度は暖だん炉ろの火を抜ぬいて石室にほうりこんで置くんだな。寒さで逃にげる気もなくすはずじゃ。それより、ここを出たらクレメンスを呼んでまいれ。待ちかねた時がきたとな……」

　話の端はし々ばしから、アンセルにもミリセントがこの屋や敷しきから逃げ出したのだと察することができた。気がかりで仕方がなかったが、自分が後を追えるわけもない。

　追い払われるように部屋を出て行く従僕の背を見ていると、リンウッドテラス卿から冷ややかな声をかけられる。

「小娘がここから逃げても無む駄だなこと。わからぬか、ここはラズウィックのなかでも深い森の奥だ。他ほかの屋敷とも距きよ離りがある。女の足でどこまで逃げおおせるものか、もちろん日が沈しずめば朝を迎むかえられぬ寒さになることは知っていような？」

　意地悪い響ひびきの言葉に、アンセルはリンウッドテラス卿をにらみつけ、すぐに窓へと視線を転じた。

　遠くシルエットになっている山の稜りよう線せんは白いもので蓋おおわれ、朝には一帯に霜しもが降りる。

　もし夜になってもミリセントが森を抜けられなければ、そのまま朝を迎えるのは厳しいはずだ。

　だがミリセントの身を案じている間もなく、広間の扉が叩かれたかと思うと、聞き覚えのある声が響く。
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「クレメンスです。お召めしとうかがい参上いたしました」

「入れ」

　あらわれた男は、ローズグレイブホールで見たときとは違い、乾かわいた風合いの金の髪かみを乱雑になでつけ、着き崩くずれたシャツの上に白衣をはおった姿だ。

　しかもその白衣には、なにやら怪あやしげな色の染しみや汚よごれがあちこちついている。

　どうやら最初に目にした紳しん士しらしい装いは、取り繕つくろった表の顔なのだろう。

「お前が待ちかねていた時がきた。このペンダントを手にしたとなれば、あとはお前の腕うでをみせてみよ」

　テーブルに置かれたペンダントを少女が視線で示すと、クレメンスは舐なめるような視線で見つめた。

「大任をゆだねていただき、このうえない光栄です。では、貴方あなたは私と一いつ緒しよにきていただけますね？」

　ペンダントを手にしたクレメンスは、アンセルをみつめるとどこかおぞましいようなゆがんだ笑えみを浮かべてみせた。

　その瞳を覆おおう眼鏡めがねの硝子ガラスについた埃ほこりが見える距離にまで近づいたクレメンスに、アンセルは思わず足を後ろに引く。

　ここで逆らっても仕方がないとわかっているのに、自分に実体を与あたえようとする〈大暗室〉の目的に受け入れがたい感情が生まれる。

「すみませんね、私もそう体力がありあまってるわけではありませんので」

　さらっとそう口にするクレメンスの右手には、白い布切れがあった。

　それがミリセントをさらったときと同じく、薬をしみこませたものだとわかったときには、すでにアンセルの視界はぷつりと途と切ぎれていた。
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　王都でも貴族のタウンハウスばかりが建ち並ぶ、ミラルパーク側の一画。

　美術品がずらりと並べられた客間に、ふたつの人ひと影かげがあった。

「キャトリーさん、ローズグレイブホールへきた男たちは、〈大暗室〉の人間だったということですよね」

　ダークブロンドの髪の下、琥こ珀はくと冬空のような色の異なる双そう眸ぼうを鋭くしてグレンは尋たずねた。

　目の前にいるのは、ミリセントの暮らすローズグレイブホールでメイドを勤めていた使用人、セラフィナ・キャトリーだ。

『薔薇の大祭』の当夜に、ミリセントが屋敷に戻ってこないというディンセル侯こう爵しやくの報を受けて、昨夜グレンは侯爵の屋敷へと駆かけつけた。

　そこにはセラフィナの姿があり、屋敷に怪しげな男たちが乗りこんできたと告げたのだ。

　必死に屋敷から逃げてきたその姿に、事態の深刻さを感じたグレンは、警けい邏らへ通報を入れたうえで、ミリセントの捜そう索さくにあたることにした。

　協力を申し出てくれたセラフィナと共に、いまはマクミラン家の一室でそれぞれ事実確かく認にんをしながら、手がかりを探している。

「えぇ、彼らの会話を盗ぬすみ聞くことができましたから。侵しん入にゆう者が結社の人間なのは間ま違ちがいありません。ただ、ミリセント様の行方ゆくえとなると……」

　セラフィナにしてみれば、屋敷の異常事態を主に伝えなければと必死に王都へかけつけてみれば、今度はその主が行方不明だというのだから驚おどろかされただろう。

　だがセラフィナは取り乱したようすも見せず、ただ主を心配しているのか張りつめた表情を浮うかべていた。

「……屋敷に結社の人間があらわれたことを思えば、ミリセント様の行方にも彼らが関係しているんでしょうか」

「それは間ま違ちがいなさそうだな。ミリセントも王都へくる前から〈大暗室〉には用心していたし、『薔ば薇ら封ふうじ』も肌はだ身み離はなさず持ち歩いていた。それに屋敷からアンセルもいなくなってるんだろう？　幽ゆう霊れいをさらうなんて可能なのか？」

「さらわれたかどうかはわかりません。ですが、アンセルの姿が屋敷から消えたのも、彼らがきてからです」

　こうした状じよう況きようを前に、グレンは表情を厳しくした。『薔薇封じ』だけでなく屋敷の住人まで狙ねらわれだしたというのだろうか。

　ミリセントが姿を消す理由ならいくらでも思いつけるだけに、あとは〈大暗室〉の周囲を調べるしかなさそうだった。

　そんなグレンの気持ちを察したように、セラフィナが控ひかえめな口調で申し出る。

「あの……私がこれからすることを、黙だまって見ていてくださいますか？」

　どこかグレンの顔色をうかがうように告げたセラフィナは、屋敷から逃げ出すのに持ち出したらしい鞄かばんから、黒い布ぬの袋ぶくろを取り出す。

「なにをしようっていうんだ？」

　袋から取り出されたのは、厚い革かわを貼はったゲーム盤ばんのように見えた。

　テーブルの上に置かれたそれは、文字や記号めいたものがいくつも並んで表記されている。

　だがその色合いや描えがかれているものの風合いは、とても遊びに使う楽しげなものではない。

　どこか妖あやしげな異国の呪じゆ文もんのようにも見えた。

「これは降こう霊れい盤ばんですわ。すみませんが、お水をグラスに一いつ杯ぱいいただけますか？」

　いかにも使い込まれた感のある盤ばん面めんに、セラフィナは平たいハート型の輝き石せきを置く。

「なるほど、貴女あなたはそういったものをお使いですか」

　いかにも幽ゆう霊れい屋や敷しきの使用人にふさわしいとグレンは苦く笑しようする。

　ミリセントと出会うまでは、こういった霊れい媒ばい師しの使う類たぐいのものや、降霊などと騒さわぐ世間を冷めた目で見ていたところもあったが、今回ばかりはそういってもいられなかった。

　なにしろ行方不明になっているのは、幽霊屋敷の主であり、さらにはその屋敷の幽ゆう霊れい執しつ事じまで行方がしれない状況なのだ。

　グレンは水差しとグラスを運ぶよう従僕に命じると、部屋のカーテンを下ろさせ燭しよく台だいを運ばせた。

　それを見ていたセラフィナが不思議そうに言葉をもらす。

「ずいぶんお詳くわしいんですね。マクミラン様は、なんとなくこういった行いを嫌きらっておいでだと思っておりました」

「いや、じつは個人的には信じていないんだ。ただ、神秘的なものは貴族の間でも人気がありますからね。降こう霊れい術じゆつを行える霊媒師をパーティに呼ぶことも多い。実際こうした盤面の高価な取引もされていますよ」

　美術商の仕事をするグレンにとって、こうした風潮を世間が求めている以上、避さけて通るわけにもいかなかった。

　やがて準備が整うと、セラフィナは盤の前に腰こしを下ろす。

　目の前にいる女性が、怪しげな呪文でも口にしたらどうしようかとひそかに恐おそれていたグレンは、さらに唖あ然ぜんとするものを目にすることになった。

　セラフィナはしずかに息を吐はき、さらにもうひとつ吐いてとめると、盤ばん上じようの石に触ふれることもなく、それを無言で動かしてみせたのだ。

　音も立てずなめらかに滑すべっていく黒い石は、方角を示しているらしい記号の上で止まった。

「北東の湖に……白しら百合ゆり。古いにしえの統治者……それと、探求者の求める……秘法？」

　ささやくセラフィナの灰色の瞳ひとみは、まさに霧きりがかった景色をさまようように、ゆるゆると動いている。

　その集中を乱してはいけないとわかっていながら、グレンは思わず口をひらいていた。

「まさか……場所はラズウィックなのか？」

　確かにあそこには、前王室ゆかりの聖王廟びようがある。

　さらにそこにあるラニラ坑こう道どうに、かつて〈大暗室〉の人間が出入りしていたともわかっていた。

「ラズウィック。ミリセント様が休きゆう暇か旅行に向かわれた場所ですね」

　つぶやきを落としてセラフィナが顔をあげると、盤の前に置かれたコップのなかの水がちゃぷんと揺ゆれた。

「白百合なんて、この時季のラズウィックにはないはずだ……」

　グレンはセラフィナのつぶやきの意味を必死にさぐろうとしたが、脳のう裏りに浮かんだのは聖王廟で目についた薔薇の彫ちよう刻こくだった。

「そうだ、薔薇はユスカリス王家の紋もん章しようだが、じゃあ白百合は……」

　グレンは自分の思いつきを確かめるため、急ぎ馬車の支し度たくをさせると、王都ベルフィールドにある騎き士し団の支部へと向かうことにした。




『薔薇の大祭』が終わったばかりの王都では、祝祭の日を終えた街のあちこちで、普ふ段だんの生活に帰ろうとする市民が忙いそがしげに行きかっている。

　そんななか、警邏から知らせは受けていたのだろう。スターナイツの騎士団支部では、厳しい表情のイニアスとシルヴィアが迎むかえてくれた。

「ミリセント様のことお聞きしましたわ。いったい、どうなっていますの!?」

　このところミリセントと手紙のやりとりもあったという、女騎士シルヴィアはじっとしていられないとでもいうように、グレンにつめよった。

「待て、シルヴィア。それがわかればグレンだってこんな顔色しちゃいない」

　騎士団を取りまとめるだけあり、赤毛の青年イニアスは落ち着いたようすで、グレンとセラフィナを応接室へ通した。

「いや、俺も警邏へ届けがあったって聞いて、いまからお前の屋や敷しきに使いをやろうかと思ってたところなんだ。ファネル嬢じようが誘ゆう拐かいされたとすれば営利目的か、それとも……」

　イニアスの表情が硬かたいのは、これまでにもミリセントが、王室や結社にからむ鑑かん定ていに関かかわってきたことを知っているからだろう。

　グレンもその言葉にうなずくと、うしろを歩くセラフィナをふり返る。

「今回の一件は、単純な誘拐じゃないと俺も思ってる。今日一いつ緒しよに来てもらったのはセラフィナ・キャトリーさん。もともとミリセントが暮らしてるローズグレイブホールでメイドとして働いてる」

　思わぬ場所へと連れてこられたセラフィナは、そっとふたりに会え釈しやくした。

「どうやらローズグレイブホールには、結社の人間が乗り込んできたらしい。彼女も軟なん禁きんされていたところを、なんとか逃にげて知らせにきてくれたんだ。いまでは屋敷の執しつ事じも行方不明になってるそうだ」

　グレンの言葉に、シルヴィアの表情がいっそう悲ひ壮そうなものになる。

「となれば、相手は明らかだな。こうなると捜そう索さくは少しでも早いほうがいい。それに、昨日の『薔薇の大祭』でも教会側で怪あやしげな動きがあったばかりだ。このことはリーアン様にもご報告しておいたほうがいい」

　すぐにでも捜索隊に加わるつもりらしいイニアスに、もはや個人的な働きかけでは間に合わないのだと思い知らされたようで、グレンの危機感もつのる。

「そうだな。すまないが、リーアン様への報告を頼たのめるか？　それと、聞きたいことがあるんだが、ラズウィック近辺で白百合の紋章に心当たりはないか？　手がかりになるかもしれないんだ」

　そう尋たずねたグレンにイニアスは意表を突つかれたのか、不思議そうに眉まゆをあげて視線をめぐらせた。

「ラズウィック近きん郊こうで……うーん、白百合の紋章か。組み合わせならともかく、いま白百合を単体で使用してる家ってのは……」

　しかしイニアスが記き憶おくをひねっている間にも、シルヴィアが部屋を出て行ったかと思うと、別室から重たそうな年ねん鑑かんを手に戻もどってきた。

「それがリュイシャムの貴族の紋章なら、この年鑑に記録があるはずですわ」

　シルヴィアが人を殴なぐり殺せそうな厚さの年鑑をドン！　とテーブルに置くと、その場の全員が開かれた本に顔を寄せた。

　しばらく息のつまるような空気が流れていたが、年鑑の最後についている、現在では称しよう号ごうが返上され断絶された家いえ柄がらを記したページをシルヴィアがめくったときだった。

「あったぞ……」

　グレンが指し示した部分には、かつての内乱で名をなくしたと思われる家ばかりが連ねられている。

「ここに記録があるってことは、家柄自体とうに途と絶だえてるな」

「でもこの記録だと、内乱当時前王家の中ちゆう枢すうに近い位にある。ここにある領地の記録からもラズウィックにいたんだな。馬車を出そう、俺もすぐに捜索隊の編成許可をリーアン様に申し上げてからそっちへ向かう」

　力強いイニアスの言葉に、グレンはセラフィナと共に馬車に乗りこんだ。

　ふたりを乗せた馬車は、午後に差しかかったベルフィールドの街を駆かけ抜ぬけ、一路北東へと向かった。
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　アンセルがうっすらと目を開いたのは、自分の体が不自然に揺れているのがわかったからだ。

　目に入るのは、寒々しい石造りの天てん井じようだった。

　ガタガタという音とともに天井が流れていくように見えるのは、自分が仰あお向むけに担送車に乗せられているからだと気づく。

　まさに医師が患かん者じやを運ぶ要領で、クレメンスは自分を地下へとつれてきたようだ。

　独特の湿しめり気と冷気。

　ところどころに灯ともされた頼たよりない蝋ろう燭そくしか明かりはなく、もちろん窓はひとつも見当たらない。

　かがされた薬のせいか、どこか意識のはっきりとしないなか、それでもアンセルは周囲を観察していた。

　まるで地下墓地を思わせる屋敷の地下は、いくつもの室に分かれているようだ。

　その石室のひとつには、年月を感じさせる布地にくるまれた人体らしきものが見える。

　かとおもえば、作りつけの棚たなが壁かべ一面にぎっしり並べられた石室もあり、そこには硝子ガラス瓶びん入りの正体不明の物体が並んでいるようだ。

　明らかに実験用と思わしき設備を見れば、ここが医師を名乗るクレメンスの薄うす気き味み悪わるい研究室であろうことは想像がついた。

　やがて担送車が大きく揺れると、ガタンと音を立てて左に曲がり、石室のひとつに入って行く。台座の車輪が止まると、「ふぅ」とクレメンスが息をついたのがわかった。

　アンセルが視線を上に向けると、燭しよく台だいの明かりにクレメンスのようすが照らし出される。

　どうやら白衣のポケットにいれてきたらしい、薔ば薇らの細密画ミニアチユールに彩いろどられたペンダントの鎖くさりを手にすると、顔を近づけうっとりと見つめはじめた。

「おぉぉ、ぉ……。これが、このなかに秘術の奇き跡せきが……王のための宝が……」

　冷たい床ゆか石いしのうえに膝ひざをついたかと思うと、ひとり悶もだえだしたクレメンスの不気味さに、アンセルは顔をそむけるようにして室のなかを眺ながめる。

　そこには自分の乗せられた担送車と並ぶようにして、大理石で作られた長方形の台座がある。

　その上には古めかしい革かわ表紙の書物や巻紙がいくつも散乱している。

　クレメンスは、もどかしげにそれらを机の端はしに押しやると、まさに至宝を手にしたように、そうっとペンダントを台の上に載のせた。

　まるで魅み入いられたように、薔薇の細密画をのぞきこむクレメンスの目には、異常な執しゆう着ちやくと狂きよう気きにも似た喜びが浮うかんでみえる。

「さぁ、いよいよだ。私こそが王の秘ひ蹟せきを実じつ践せんできる……かの地の大神官でさえ成しえなかった秘術をこの手で繙ひもとくのだ」

　そのあまりの陶とう酔すいと興奮ぶりに、アンセルは嫌いや々いやながら声をかけた。

「取り込み中でしょうが、お尋ねします。そのペンダントを、〈大暗室〉もあなたもずいぶん探してたようですが、『還かん命めいの書』というのはなんです？」

　もとはミリセントの母であるトリシアが身につけていたこのペンダントには、褐かつ色しよくの肌はだを持つアスワドと名乗る少年の幽ゆう霊れいが宿っており、これまで持ち主を助けてきた。

　〈大暗室〉がそのペンダントを狙ねらっていると知れば、なにかいわくがあるのだとはわかる。

　そんなアンセルの疑問ももっともだと気づいたのか、クレメンスはひょいと眉をあげた。

「なるほど、ご説明さしあげましょう。この『還命の書』はかつてマジュール島と呼ばれた南の地で生み出され、隠かくされてきた王のための秘術。かつてどんな覇は者しやや賢けん者じやも求めたといわれる、不死の魔ま法ほう。正確にはめぐり還かえる命を手にできる、甦よみがえりの秘術なのです。いまではマジュール島を求めて船を出す人々がいても、誰だれひとりたどり着けないともいわれる、じつに謎なぞめいた秘密に満ちた地で生み出されたのですよ」

　陶とう然ぜんとしたようすのクレメンスに嫌けん悪お感かんを覚えながらも、その答えにアンセルはどこか腑ふに落ちた気持ちになった。

　──なるほど、不死の魔法か。愚おろかしい統治者の欲よく望ぼうそのものですね。単純で妄もう執しゆう的だ……

　そんなアンセルの気もちを察するはずもなく、クレメンスは踊おどるような足取りで、各所に蝋燭を灯し、怪しげな粉を炎ほのおにふりかけた。

　青い火花が散るのを満足げに見届けると、手にした筆を赤い液体に浸ひたし、床の上になにやら模様を描えがきはじめる。

　その呪まじないめいた行いに、アンセルは眉をひそめつつ疑問を抱いだいた。

　──こんなまやかしみたいな行こう為いで、本当に魂たましいが肉体を取り戻すなんてことは信じがたいですが……

　だが複雑な床の模様が石室の全体にいきとどき、蝋燭の明かりに照らしだされると、アンセルは平へい衡こう感かん覚かくを失いめまいに襲おそわれた。

　風が吹ふくはずもない地下だというのに、蝋燭の火が不規則にゆらめく。

　急速に空気が変化する。

　その場に満ちていくなにかの気配。

　目には見えない存在がここにいて、こちらをうかがっているような奇き妙みような感覚があった。

　異様な臭においが立ちこめるなか、意識をはっきりさせたくてゆるく首をふってみたが、クレメンスの手が肩かたと腰こしに触ふれたかと思うと、いつのまにかアンセルの体は隣となりの大理石の台座に移されていた。

「さぁ、ゆったりと力を抜いて。はじめましょう」

　そう口にしたクレメンスの手には、乾かん燥そうさせた草木が編みこまれたものがあり、細い指でそれをちぎってはアンセルの体に無造作においていく。

　薄気味悪さに身じろいだものの、やはり体の自由は利きかないままだ。

　医師の診しん察さつだと思えばいいのだとアンセルは自分に言い聞かせたが、クレメンスのひとことに動きが止まった。

「そういえば、ここではよくヨナスの手入れもしたものです。あれにはもっと特別な材料や道具が必要でしたが。まぁ、かなりもったほうですかね……」

　結社のなかでも、王都を騒さわがせる猟りよう奇き的な犯罪に関かかわっていたのは、死し霊りよう使いと呼ばれる人間たちの存在だ。

　ヨナスと呼ばれていた男も、怪あやしげな振ふる舞まいで死者を操あやつったりしていたが、彼自身も甦りによる存在だった。

　ミリセントを付けねらう結社の一員であったヨナスを、アンセルもうとましくは思っていたが、その最さい期ごを聞いたときには憐あわれみに似た気持ちにもさせられた。

　そうしたゆがんだ存在を嬉き々きとして作り出す目の前の男こそ、忌いまわしい悪あく魔まのような存在なのだ。

「クレメンス医師、あなたもヨナスと変わらない。死体を弄もてあそび死者を冒ぼう涜とくするのがお好きなようだ」

　軽けい蔑べつのにじむアンセルの言葉に、クレメンスはこたえたようすもなく軽くうなずく。

「もちろん、死体は好きですよ。ですが、私は死者を死者のままにしておくのに飽あきた。なにより、この『還命の書』の存在を知ってからは特にです。昔から覇者の夢でもある『不死』、もしくは取り戻もどせる命について興味が尽つきることはない。いいですか、私自身が『不死』を欲ほつしてるわけではなく、ただそれを知りたいのです。学術を愛するのに必要なものを、私は備えて生まれてきた。それがなにかご存じですか？」

　問いかけながらも、アンセルの答えなど聞く気はないのか、クレメンスは滑なめらかに口を動かしつづける。

「それは好こう奇き心しんです。あくなき探究心、決意や執しゆう念ねんともいうべき信念が必要だ」

　アンセルは床の赤黒い模様を見下ろして、なかばあきれつつつぶやく。

「あなたのように医術を心得た人間が、こんな怪しげな呪じゆ術じゆつなどを信じていることが私には不思議に思えますね」

「それこそ逆の原理でしょう。医術を極きわめようとすればするほど、人の体は物質めいてくる。魂の在り処かは誰にもわからない。どこからきて、どこへ向かうのか。それでも過去、ヨナスの肉体を繋つなぎとめたのは私の探究心だ。ただ、魂を繋ぐ道筋を見つけだせたのは、〈大暗室〉が持つ秘術によるものです。その元となっているのがこの『還命の書』というわけなんです」

　アンセルはふと気になっていることを口にした。

「では……彼女もそうした結社の力で？」

　誰と具体的に尋たずねたわけでもなかったが、察したようにクレメンスはうなずき返す。

「調べたところによると、内乱の当時リンウッドテラス卿きようと王子である貴方あなたは、婚こん約やくを交かわした間あいだ柄がらだったとか？」

　その言葉にアンセルが顔をしかめると、クレメンスは誤解するなとばかりに手をあげてみせた。

「いや、私にとってあなた方の関係はさして興味のあるところではない」

　その言葉に、アンセルの脳のう裏りには、もろく腐くさりかけていたヨナスの肉体が思い出された。

「それでは……彼女も、ヨナスと同じように肉体を保っていると？」

「同じようでいて違ちがいます。彼女……リンウッドテラス卿の場合は、現世に留とどめた魂を生きた器うつわに移し変えつづけているといったところですね。無論通常の肉体とも違うからそうはもたないですがね」

　その点にはさして興味はなさそうに、クレメンスは淡たん々たんと告げる。

「まさか、死体を手に入れて器のようにしているのか？」

「そうですね、ほとんどは生きた子供の体を手に入れています。彼女の場合はヨナスと違って本人の肉体はとうに消しよう滅めつしたあとだった。だからこそ魂の保管にはことのほか生気が必要なんです。教会で保護される子供の数が年間どのぐらいの人数かご存じですか？」

　答えるクレメンスの声にもちろん同情や後こう悔かいなどない。市場で肉を手に入れるのとなんら変わりない口調だった。

　だがどうしてもアンセルには納なつ得とくできないことがあった。

「もともと『還かん命めいの書』は結社にあったものですね。どうして、彼女はそれを自分に使わなかったんです？」

　浅はかな生徒の質問に答えるようすで、クレメンスは片目をすがめてため息をつく。

「簡単なことです。『還命の書』は手にした誰でもが使えるわけではない。そうですね、説明いたしましょう。『還命の書』は、作法と手順にのっとれば秘ひ蹟せき自体は誰でも行える。だが、実際に還命の効果を受ける側には、その当人に資格が必要なんです」

「資格……？」

　眉まゆをひそめたアンセルに、クレメンスは唇くちびるを笑えみの形にしてうなずいてみせる。

「そうですとも。王もしくは王の血を受け継つぐ魂だけが『還命の書』に認められ、その命を還される。多くの民たみ、熱ねつ烈れつな信しん仰こうの対象、国を統すべる可能性がある血を持つ者だけが、この秘術に選ばれるのです」

　自分の言葉に納得するようにクレメンスはうなずきながら、硝子ガラス容器についだ透とう明めいな液体に『還命の書』となるペンダントをとぷんと漬つけた。

　その瞬しゆん間かんに、ズン！　と地鳴りのような響ひびきがおき、建物全体がたわんで揺ゆれ、震しん動どうに襲われた。

　足もとをよろめかせたクレメンスは、慌あわてて硝子容器を手で押さえ、天てん井じようが崩くずれないのを確かめてから息をつく。

「ふぅ……。思ったより影えい響きようがあるな」

「いったい、なにを──」

　クレメンスは緑の瞳ひとみを容器のなかに向けていたが、表情をやわらげた。

「番人ですよ。過去にはこの秘術を王から盗ぬすみ出した一派がありましてね。彼らのひとりが『還命の書』として記された石せき碑ひに、そのまま取り込まれて番人とされたらしいのです」

　見れば、クレメンスの手にした容器の液体には、うっすらと帯のように色が流れ出している。

　ペンダントの表面に描えがかれていたはずの、薔ば薇らの細密画ミニアチユールが溶とけ出して薄うすれていく。

「アスワド……」

　まだ少年の面おも影かげを残す彼は、自身のことをほとんど話すこともなかった。

　それでも、ファネル家の人間と時間を共有してきたアスワドとは、どこか不思議な連帯感のようなものがある。

　目の前で無残に姿を変えていくペンダントに胸を痛めながら、アンセルは重たい口をひらく。

「番人と呼ばれる者の魂は……どうなるんです」

「さぁ？　ただこれまでの調べによれば、番人に気づかず還命の秘術を行おうとすれば、そこには死が口をあけていると記されているんです。私はそれを取り除く方法を知っているだけですから、番人がその後どうなるかまでは……ね」

　クレメンスは澄すました顔で告げて、真っ白く変色したペンダントを容器から引き上げる。

　それを台の上におくと、右手に目打ちを握にぎり、ペンダントの石と留め金の間にまっすぐ打ち込んだ。

　思わず息をのみ、まぶたを閉とざしたアンセルの耳に、ガツッと硬かたい音が聞こえ、ペンダントはあっというまに形を崩した。

　それを身につけていた主の姿を思いだせば、悲しむ顔が脳裏に浮うかぶ。

　──駄だ目めだ。ミリセント様を解放するためにも、ここで引き下がることはできない。

　〈大暗室〉の、リンウッドテラス卿の真意を知った以上、もはや自分に逃にげ道はないのだとわかっている。

　ようやく準備を終えたらしいクレメンスは、アンセルにまっすぐ横たわっているように告げると、その両手の甲こうに金貨を載のせた。

　ひやりとした感かん触しよくにアンセルは目を見ひらいたが、蝋ろう燭そくの数が減らされたのか、あたりは暗くら闇やみに包まれさきほどの気配はいっそう密度を増していく。

　その暗がりのなか、聞いたことのない言葉をクレメンスが口ずさむ。

　アンセルの手に生暖かさのある液体が落とされ、金貨を伝って手を流れはじめる。

　かすかに香こう草そうの匂においがして、それが香こう油ゆなのだと気づいた。

　さらになにか焚たいているのか、視界のなかをよぎる細いもやのようなものが、意思をもちまといついてくるようで、アンセルは気分が悪くなる。

　──おかしい、なにか……私の鼻は、いままでこんなふうに香かおりを感じてたのか？　体が重い。まるで、このまま頭から台座にのみこまれていくみたいだ……

　香油でぬめる手が気持ち悪い。

　指先から体がじょじょに粘ねん土どに変わっていくような、鈍にぶく重たい不快感にアンセルは苦しい息を吐はいた。

　ひどく喉のどが渇かわく。

　ひりつくような違い和わ感かんは瞳にも及およんだ。

　あたりに光はほとんどないのに、まぶしくて目をあけていられない。

　だがまぶたをこじあけようにも、手に載せられた金貨が体を縛しばるように支配し、指一本動かせないままだった。

　しかしそんな状態も想定のうちなのか、クレメンスの冷静な声が左右から不安定に耳に流れこんでくる。

「さぁ、ここからはしばし時を遡さかのぼる旅路へ出ていただきます。貴方はかつて与あたえられた、息をしている頃ころの肉体を取り戻もどす……」

　そうクレメンスが口にして、アンセルはあることに気づいた。

　もしそれが事実なら、すぐに儀ぎ式しきを中断させなければ取り返しがつかなくなるとわかる。

　体の自由が利きかないなか、必死に右手を台から落とすと金貨が床ゆかにぶつかる音がした。

　すると、縛いましめから逃のがれるようにふっと体が軽くなる。

「儀式を……とめてください。このままでは、あなた方にも甚じん大だいな損失になります……」

「おや、起き上がられては困りますが」

　アンセルは服の袖そでで手の香油をぬぐい、涙なみだがあふれつづける目もとを手のひらで覆おおった。

　わずかな燭しよく台だいの明かりですら、いまの自分にはまぶしい。

「さっきの言葉の意味は……時を遡るというのは、私の記き憶おくが死んだときにまで戻るという意味なんですね？」

　その質問に、クレメンスはなにをいまさらというように首を傾かしげる。

「当たり前のことですが、貴方あなたの魂たましいは失われたところまでしか生きていなかったわけです。この秘蹟のとおりに行えば、取り戻せるのはそこまでの肉体と記憶になるでしょう」

　返された答えに、アンセルはのろりと上半身を起こして疲ひ労ろうのにじむ声で教えた。

「でしたら、なおのこと儀式は中止です。その秘術を実行してしまえば、リンウッドテラス卿の目的も果たせなくなります」

「それは、どういう意味です？」

　ようやく、喉の渇きや目を刺さすようなまぶしさが和やわらぎ、アンセルは目の前の男を強くにらみつけた。

「簡単なことです。円えん盤ばんの在り処かを知っているのは死んだあとの私なんです。もしいまの記憶を失えば、『滅ほろび歌』に関する記憶も失われますよ」

　冷静なアンセルの言葉に、クレメンスもようやく事態をのみこんだらしい。

「そんなぁ……ここまできて、秘術を行えないなんて。私の長年の夢と希望は……それにいまのままだと、貴方の肉体はとても中ちゆう途と半はん端ぱな状態です。幽体でもなければ、生きた人間の体でもない。そんな状態がつづけば、いずれはヨナスのようにさまよえる肉体と成り果てるかもしれない」

　だがその言葉のどれも、アンセルの心を変えることはなかった。

　目の前の異常な研究者よりもひややかに、いまの自分が笑みを浮かべているだろうとわかる。

「あなたのくだらない実験や趣しゆ味みにつきあう義理はありませんね。いまはリンウッドテラス卿きようをはじめ、〈大暗室〉の目的は『滅び歌』の入手のはずです。それには、ローズグレイブホールで過ごした私の記憶が必要なのです」

　きっぱりとそう告げて、アンセルは祭さい壇だんがわりにされた台からおりる。

　床に描かれた複雑な文様を踏ふみしだくと、地下の研究室をあとにした。
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「うぅ。さ、寒すぎる。日が落ちるのも早すぎない？」

　リンウッドテラス卿の屋や敷しきから逃げ出したミリセントは、なんとか追っ手をやり過ごしたものの、まったく安心できない状じよう況きように変わりはなかった。

　馬車道に沿って進み、木々の深い森のなかを歩いているものの、足もとは凍こおった木の根が岩のようにごつごつして、非常に歩きづらい。

　はじめは弱いながらも日差しが感じられていたのだが、いまや木の下には光がほとんどとどかず、周囲の空気が冷えていくのがわかる。

　指先はかじかみ、靴くつのなかのつま先はとっくに感覚がなかった。

　山から吹ふき降ろされる風が森のなかにも入りこむのか、髪かみの先まで氷水に浸ひたされているような気分にさせられる。

「あと、どれぐらいあるんだろ。せめて、ラズウィックの湖が見えてくれたら……」

　湖水地方へくるのは初めてではないが、ミリセントにとってはあまり土と地ち勘かんのない場所だ。

　それでもここで一番大きなラズウィック湖さえみつかれば目印になる。

　岸辺に沿って歩けば、グレンの義あ兄にであるジーン・マクミランの屋敷にたどりつけるはずだという希望があった。

　──休きゆう暇かであそこへいったときには、アルが幽ゆう霊れいだってジーンさんにみやぶられたうえに、すごくアルのこと雇やといたそうにしてて困ってたっけ。

　アンセルの正体に気づいてなお、好意的に接してくれたジーンはやはり変わり者には違ちがいなかったが、アンセル当人には居い心ごこ地ちのいい時間だったのかもしれない。

　そんなふうに過ぎ去った時間を思い返せばきりがなく、失ってしまいたくないという気持ちばかりが強くなる。

　だがこのまま日が沈しずんでしまえば、寒さのなか火も焚かず朝を迎むかえるのは不可能だと思われた。

「朝までには……私が安らかになっちゃうわよね」

　外がい套とうもなく、首もとに吹きつける寒風と己おのれの想像に身を震ふるわせて、ミリセントはさらに大きく足を踏み出す。

　──どうしよう。ラズウィックにいるって、なんとかグレンに知らせることができたら……

　そのときミリセントの視界の隅すみを、白い影かげがふわっと横切った。驚おどろいて足もとが思わずふらつく。

「ふわっ!!　っと、とと」

　そのまま反対側にあるやや窪くぼんだ斜しや面めんを転がり落ちそうになり、必死に目の前にある木の幹にしがみついた。

　なんとか持ちこたえてほっとして顔をあげると、ミリセントは思わず声をあげた。

「え、あれっ!?　どうしてこんなとこに……ハンカチとナプキンよね？」

　薄うす暗ぐらい森のなか、ミリセントの頭上に真っ白な布がひるがえる。

　呼びかけた名前の宙を舞まう二枚の布切れは、ミリセントが暮らすローズグレイブホールの住人（？）ともいえる存在だ。

　彼らは言葉を話せるわけではないが、いまではミリセントの気分や意志が伝わるのか、つらいときには慰なぐさめてくれたりもする。

　いまも二枚の布はミリセントの首や手を温めようというのか、ふわりと巻きつくとはげますようにきゅっと覆った。

　突とつ然ぜんあらわれたなつかしい存在に、ミリセントは凍こごえかけていた体の力を少しだけぬいた。

「すごい、どうしてここだってわかったの？　でも……まずいわ、このままじゃもう日が暮れちゃう」

　凍える足でかなり歩いたこともあり、もはや逃にげてきた屋敷へ引き返すことも容易ではない。

　疲労と寒さが重なって、一度は足を止めてしまったが、それをこらえきってしまうとだんだん空腹の感覚さえ薄うすれてきた。

　──失敗だったわ。せめて差し入れられたパンとか、持ち出してくればよかった。

　暗くなってきた空を見上げた途と端たん、血の気が下がるのを感じて、ミリセントはその場に座りこんでしまった。

　ドレスの布越ごしに感じる地面にももはや寒さを感じない。歩みを止めてしまったことで、足がひどく痛むのがわかる。

　全身が疲ひ労ろう感かんにつつまれて、とても立ち上がれそうになかった。

　木の幹にもたれかかると、かじかんだ手を包んでくれていたハンカチがふわりと舞い上がる。

　ミリセントの重たくなるまぶたを邪じや魔ましようと、顔の前でさかんにひるがえった。

「いいの、少し休むだけよ。大だい丈じよう夫ぶ眠ねむったりなんかしない……」

　まだ大丈夫だと意識を保っているつもりでいながら、ミリセントは自分がなにを探してどこへ向かうつもりだったのかもわからず朦もう朧ろうとしてくる。

　──アルのことをグレンにも話さないと……、ティーハニーもあそこに残してきちゃってるし、そういえば大丈夫だったのかな。

　アンセルを信じると決めていたはずなのに、再びミリセントの思考はぐるぐると乱れ始める。

　意識が眠ねむりの縁ふちを越こえそうになり、肌はだが痺しびれるような寒さがわずかにゆるんだ気がした。

「ミリセント様!!」

「ミリセント！」

　耳に飛び込んできたのは、聞きなれたふたつの声。

　自分ではまぶたを開いたつもりなのに、目の前が明るくならない。

「ここだ」と訴うつたえようとしたが、どうしても意識がしゃんとしなかった。

　ただ、もう大丈夫なのだと感じた途端、目の前にある色の違う双そう眸ぼうに向かって手を伸のばす。

　とにかくこれだけは告げなければと、強い気持ちが口をつく。

「お願い、アルを助けて……。結社の屋敷がこの先にあるの。……あの男、クレメンスはペンダントを使う気なのよ、すぐに取り戻もどさないと──」

　ミリセントは自分を抱だき支えているグレンに必死にしがみつくと、そう何度も繰くり返した。
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　リュイシャムの王都に流れるクレイン川沿いに、国王の居城であるサグラ宮はある。

　国王であるウィレム・カーナ・ロッド・エスクウィンに呼び出され、第一王子であるリーアンは極ごく秘ひの話し合いをしていた。

　ミリセント・ファネルが行方ゆくえ不明になったという件について、イニアスから報告を受けたリーアン王子は、その事実を国王にも伝えていた。

　大おお柄がらなウィレム王は穏おだやかなその表情とは裏腹に、珍めずらしく瞳ひとみに厳しい色を浮うかべている。

　向かいあって座るリーアン王子もまた、難しげな面おも持もちだった。

「その報告はいつのものだ……」

「本日の午前のものです」

　そう口にすると、一呼吸おいてリーアンは詳細を話しはじめる。

「近この衛えのイニアスから報告がありました。ミリセント・ファネル嬢じようが『薔ば薇らの大祭』のあと、行方が知れないと。アンダーヒルにある彼女の屋敷にも、〈大暗室〉の者たちと思われる賊ぞくの侵しん入にゆうがあったと、使用人からしらせがきたそうです。捜そう索さくにはマクミラン家のグレンも関かかわっていますし、おおよその場所の見当もついたようですが……」

　その報告に表情を険しくしていったウィレム王だったが、口を挟むことなく先をうながすように首を傾けた。

「あくまでも推測ですが、場所はたぶんラズウィックでしょう。以前から聖王廟びよう近辺でも〈大暗室〉の動きがありましたが、今回も無関係ではないようです。イニアスにもスターナイツの同行と捜そう索さく援えん助じよの許可は出しました」

　ウィレム王は深く息をつくと口をひらく。

「〈大暗室〉か……王室や議会も、もっと積極的に結社へ踏ふみ込むべきだった。ファネル嬢の母親に出会ったときに、もう少し話ができていれば──」

「父上は、彼女の母親をご存じなのですか？」

　意外そうなリーアン王子の問いかけに、ウィレム王はうなずいて見せると、その視線を遠い過去へ馳はせるように細めてみせた。







　ウィレム王がトリシア・ファネルその人に会ったのは、四年前の『薔薇の大祭』の日だった。

　大聖堂での儀ぎ式しきが終わり、パレードへと向かう途と中ちゆうで近衛の一人が駆かけ寄ってくると、思わぬ知らせを告げたのだ。

「申し訳ございません、じつは聖堂に入る前からある女性が、陛下にお預けするべきものがあるといっております。日を改めて謁えつ見けんの申し込みをするよう言い渡わたしたのですが、『ウォーベック家の使いといえばわかる』と口にして……それに」

　近衛が言いよどむ間にも、ウィレムの足はすぐに動いた。

「陛下、お待ちください！　ご自身で出向かれるなどと……!!」

　近衛や警備兵の連れん絡らく所として設けられている臨時の天幕小屋に、その女性は保護されているようだった。

　威い圧あつ感かんのある男たちの間にいても、まったく萎い縮しゆくすることなく小こ柄がらな女性は椅子いすから立ち上がる。

　結ゆいあげられた艶つややかな黒くろ髪かみに、力ある瞳。

　その左手は幼い少女の手を握にぎっていた。

　ウィレムの姿を認めると、ほんのりと笑えみを浮かべ優ゆう雅がに一礼してみせる。

「突然のことでまことに申し訳ございません。どうしても、陛下にお預けしなければならないものがございます。ご無礼は承知で、本日は押しかけてまいりました」

「まさか、君がトリシア・ファネルか？」

　思わず口をついた推測に、女性はわずかにうなずく仕草をみせ、あたりをうかがうように見回す。

「追われているのか？」

「あまり、多くを申し上げられません。私は、ただエリスの残したものを……これだけは陛下にお返ししなくてはと……」

　トリシアは鞄かばんから布包みを取り出すと、簡易天幕のなかにあるテーブルに置いた。

　ごと、と重たげな音を立てるそれがなんであるかは、いまはウィレムの気を引くところではなかった。

　ただ、目の前に立つ女性の自分をみる瞳には、なにかをこらえるような不思議な色が宿っている。

　ずっと胸の奥に沈しずめながらも忘れられなかったことを、ウィレムは口にした。

「エリスは……いま──」

　その言葉は最後までつづけられなかった。

　目の前に立つトリシアが、ふと息を詰つめたのがわかったからだ。

　それはひどい痛みをやり過ごすために、獣けものが息をひそめて感情を殺すような表情だった。

「これが、彼女の遺品になります」

　はっきりとエリスの死を告げたあと、トリシアは呼吸を整えたのか、かすかに笑みを添そえて口をひらく。

「私とエリスは幼い頃ころからの親友でした。ですから、彼女が家を継つぐ前に海軍に入ったときにも、よく手紙をもらいました。上官が額に傷を負ったときのことも、軍船で飲み比べをなさったことなんかを楽しそうにつづった手紙を……」

　ウィレムのなかに若かりし日の、ただエリスに惹ひかれていたまぶしい日々が甦よみがえる。

　そしてふたりの間の出来事を知らせる相手がエリスにもいたのだと知り、ウィレムはふいに胸の奥が熱くなった。

　そのことで思い知らされる。

　──本当は、疑っていたのかもしれない。グレンを置いて、行方をくらました彼女のことをいつまで私は愛しつづけるのか。

　玉座について正せい妃ひを迎むかえ、グレンもしかるべき先へ養子へ出した。

　そうして見ないふりをしてきたのだ、やりきれない思いといつまでも終わらない情熱を。

　トリシアはどこか痛ましい笑みのまま、ウィレムの前にふかぶかと膝ひざを折った。

「本来なら、陛下がご即そく位いなさったときに、私もエリスも為すべき務めがございました。だというのに、このような事態となってしまい、お詫わびのしようもございません」

「いや、すまない。私の即位もじつに急なものだったから、君たち両家については、王室でも不明なことが多すぎて把は握あくできていない。これから一いつ緒しよに宮きゆう殿でんへきていただき、話を聞かせてもらいたいんだが……」

　ウィレムがトリシアの手をとり立たせようとすると、そのままふわりとトリシアは後ろへさがった。

「いいえ、私にはまだしなければならないことがございます。お赦ゆるしを請こうことも叶かないませんが、どうぞその銃じゆうだけは、しかるべきエリスの後こう継けい者しやにお渡しください」

　再度深く頭こうべを垂れて、トリシアはしなやかに身をひるがえす。

「待て……まだ話が──」

「エリスを愛してくださった陛下だからこそお願い申し上げます。あと少しだけ、愚おろかな私に自由をお許し下さい。彼女の誇ほこりを守ってから、お話しします。なにもかも」

　それはどんな言葉も懇こん願がんも拒きよ絶ぜつする、静かな声だった。

　ウィレムはそんな決意に満ちた声を前にも耳にしたことがある。

　──そうだ、エリスが……グレンを連れてあらわれたあの夜。私は彼女の後を追えなかった。立場のことだけじゃない、エリスの目はあのときすべてを置いていこうとしていた。

　金の髪かみに縁ふち取どられた、印象的な双眸が脳のう裏りに浮かぶ。

　淡あわい月光のした、愛した人は冴さえ冴えと美しかった。

　ウィレム王が言葉をなくしている間に、トリシアはするりと仕切り布の向こうに消える。

　彼女が幼子を連れていることを思えば、後を追うのは簡単だっただろう。

　だが、かつてエリスの背を追えなかったように、ウィレム王は近この衛えを呼ぶ声をあげることもないまま、テーブルに残された包みに目をやった。




　追つい憶おくから覚めたようにウィレムは瞬またたくと、目を伏ふせたままつづける。

「私はトリシア・ファネルと会ったあと、ローズグレイブホールがそもそも王室管理下にあったと知らされたんだ。急いで人をやったんだが、屋敷に誰だれかが戻もどってくる気配はなかった。調査に立ち入ろうとすれば妙みようなことばかり起きたせいもあって、呪のろわれた館やかただと噂うわさがたってなぁ」

　その言葉にリーアンも過去に一度、ローズグレイブホールを訪おとずれたときのことを思い出した。

「そういえば、アンダーヒルにある屋や敷しきは年代ものでしたね。こぢんまりして、庭も手入れされていましたが、使用人の姿はそう見なかったように思います」

　ミリセントが暮らしている館を訪ねたのは短い時間ではあったが、自分がいる間はウィレム王が口にするような異常はなかった。

「あそこは王室に管理されてはいるが、そこに暮らすのを許されるのは、ファネルの血を受け継ぐ者だけらしい。これまでその理由も気に留めてこなかったんだが……」

　その言葉にリーアンも気がかりを感じて口をひらいた。

「先日の『薔ば薇らの大祭』で、教会が絡からんだ公文書の贋物レプリカ事件がありましたよね」

　以前からエスクウィン王室と折り合いの悪い教会は、過去の内乱の時期に交かわされた誓せい約やく書がみつかったとして贋物を持ちだしてきた。

　すべては教会が王室に対して優位に立つための、でっちあげなのは明白だった。

　だがその一件については、グレンやミリセント、そしてグレンの師し匠しようである贋がん作さく師セシルの協力を経て、大司教の身み柄がらを拘こう束そくすることができたのだ。

「トルカスト大司教の拘束後、私も何度か話してみましたが、大司教の発言に『呪われた屋敷に前王室の魂たましいが囚とらわれている』というものがありました。当初は、あまりに妄もう想そうめいていて取りあいませんでしたが、その屋敷というのがローズグレイブホールを指すのだとしたら……」

　まさに今回の事件を示し唆さする内容だと、牢ろうでのやり取りを思い返しつつも、腑ふに落ちないようすでリーアンは口をひらく。

「ですが、聖王廟びようはラズウィックにあるはずなのに、どうしてファネル嬢じようの屋敷にユスカリスの亡ぼう霊れいが？」

　その疑問に、ウィレム王もいま合が点てんがいったとばかりに机を軽く叩たたく。

「逆に考えるべきだったのかもしれんな。ローズグレイブホールにはもっと古くから、それこそ内乱のあった頃からユスカリスに関かかわるなにか、もしくは人物がいた。だからこそ、ファネルの人間と王室に関わりがあったと考えるべきなんだ。だが、それも公おおやけにされないまま、ファネル家とウォーベック家の当主が揃そろって姿を消し、詳しよう細さいを知る人間がいなくなってしまったと……そういうことなのかもしれん」

　過去の王室や教会、公式の記録には残されていない両者の関係に関わってきたのが、ファネル家とウォーベック家なのだ。

　トリシアやエリスが伝えられなかったなにかが、まだ残されているはずだとウィレム王も確信したようだった。

「どちらにせよ、いずれお前が即位するときにもこの問題は関係してくる。そろそろなんらかの形で、カタをつけねばならんだろう。それに──」

　そういって言葉を途と切ぎれさせたウィレム王は、真っ直すぐにリーアンを見み据すえて告げた。

「お前にとってもよき相談相手のグレン・マクミラン。彼は、ウォーベック家の血をひく者だ。今回の件にはおおいに関わりがある」

　それはリーアンにとって思わぬ告白だった。

「私もお前も、この王室に関わる薔薇の因いん縁ねんについて、知らねばならんときがきたのかもしれんな。グレンはお前にとっては特別近しい存在だ」

　これまでウィレム王が、グレンと自分の関係を事実としてはっきり告げたことはない。

　リーアンは平静を保とうとしながら、父王の瞳ひとみを見つめ返す。

「私も、もう子供ではありませんし、王族としての務めもわきまえているつもりです。ただ、幼い頃にはいろいろと噂好きな者たちが、いらぬ進言や忠告をよこしたこともありました」

　グレンが自分にとって異母兄であるという事実を、まだ子供だったリーアンに吹ふき込んだのは宮中の大人たちだ。

　だが、リーアンはそれに大きく取り合うことはせず、ひたすら時期を待った。

　そして宮中の書庫への出入りや、近衛を自由にできる裁量を得てから、自身で調べることにしたのだ。

　その結果わかったのは、当時王子だったウィレムと関係した女性は、王宮に入ることなく姿をくらましたということ。そして再び戻ってきた頃に、腕うでに抱だいていた赤ん坊ぼうを王に託たくしたということだけだった。

　ほとんど王室と関わることのなかった女性の名はもちろん、その身元も不明なままだったのだ。

　そしてこの噂が広まることがなかったのは、ウィレム王自身が玉座につき正妃を迎えたのち、いっさい彼女の行方ゆくえを捜さがさせることはなかったからだとも知った。

　その頃にはリーアンにも王族としての意識が生まれ、国王である父に側室や隠かくし子がいるという事実を受け止められるようになった。

　それでも幼い頃からよく遊んでもらった相手であるマクミラン家のグレンが、血の繋つながった兄だという事実を知ったときにはやはり動どう揺ようもした。

　ただはっきりしているのは、周囲のくだらない言葉に自分がつまずいていれば、父王をさぞがっかりさせただろうということだ。

　そうした水面下の噂のいくつかは、国王本人の耳にも届いていたのだろう。ウィレムは苦く笑しようをもらしてリーアンを見つめる。

「そうか、幼い頃ころからお前には苦労をかけてしまったようだな。噂なら、いくらもあったろう。私が青二才の王子だった頃に、奸かん知ちに長たけた女に取り入られた隠し子だの。庶しよ子しの兄が横よこ槍やりをいれてくるはずだ、なんてところか」

　だが、ウィレム自身が噂を黙もく殺さつしつづけることで、いつしかその芽も枯かれてしまったようだ。

　王たる者としての泰たい然ぜんとした強さや、信念に従って時を待てる強さにリーアンはいまも憧あこがれている。

「……まぁ、いらぬ世話を焼く人間が多かったことは事実です。ですが、私自身グレンとは親しく過ごしてきました。なにより、父上のことを信じております」

　幼い頃からよく城へ姿を見せてくれたグレンは、自分にとてもやさしくしてくれた。

　それはただリーアンが王族だからという上っ面つらのものではなく、時には𠮟しつ責せきさえいとわない愛情と勇気を伴ともなったものだ。

　それだけに、グレンの素す性じようについてなにがしか情報を仕入れては耳にいれてくる側近たちの、人ひと柄がらや本音を見み抜ぬくのは簡単だった。

「リーアン。お前の聡そう明めいさには、本当に助けられている。いまもそれに甘えている部分もあるな」

　リーアンが幼い頃に味わった迷いや試練に、思い巡めぐらせるようなウィレム王の声を聞き、リーアンは胸の底がほのあたたかくなり、わずかに頭こうべをたれた。

「当時も、グレンをお前に近づけるなど正気とは思われないと、マクミラン伯はく爵しやくにもいわれたよ。だが、城へあがったグレンとお前が出会って今日までを思えば、間ま違ちがってはいなかったと信じている」

　ふと父親らしい表情をみせたウィレム王に、リーアンも笑え顔がおでうなずいた。

「感謝しております。彼は私に容よう赦しやのない言葉をくれる、なににも変えがたい心許せる存在ですから」

「だろうな。それに、誠実だが頑がん固こすぎるところがあるんじゃないか？　まさにグレンの母親がそうだった。戦場でも忠実に作戦を実行する兵士で恐おそれられたものだ。だが、周囲から孤こ立りつしやすかったし、自分のこともほとんど話さなかった。ウォーベック家にそうした務めがあったことも、トリシア・ファネルから銀の小しよう銃じゆうを預かるまで知らないままでな……そのときには、もうエリスは亡なくなったあとだった」

　そのことを悔くやむように、目め尻じりにくっきりと刻まれた皺しわからは流れた年月が感じられる。

　国王の遠い視線は、ここにはいない人ひと影かげを追っているようだった。

　その瞳に、過去へと向けられた哀あい切せつの想おもいを見た気がして、リーアンの胸も痛む。

　ひそかに息をついたときだった。控ひかえめながらも急せいた気配で扉とびらが叩かれる。

　それは、ラズウィックの森で無事ミリセントが保護されたという知らせだった。
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　──あたたかい……

　全身をつつむ暖かいものが降り注ぐ日差しだと気づき、ミリセントは頭上をみあげる。

　鮮あざやかな芝しば生ふの上、どうやら自分は明るい初夏の庭にいるようだ。足もとには、くっきりと黒い影かげが生まれていた。

　なにもかもがまぶしく輝かがやいている緑の草木に、ミリセントは確信した。

　──ここは、ローズグレイブホールの庭だわ。




　子供の頃。ミリセントのお気に入りは、こうした真昼の庭で影を探すことだった。

　ローズグレイブホールの庭園には、ときおり影が走る。

　それも細かったり丸かったり、薄うすっぺらだったり、ぼんやりしていて形が定まらない。

　最後はたいてい、暗くわだかまった庭の隅すみに影は消えてしまうのだ。

　その日も、ミリセントはうっすらとしか見えない影を見つけてあとをつけた。

　影は薔ば薇らの蔓つるがまいたトンネルにふわりと入ってしまう。

　ミリセントはそっとなかをのぞいて、小さく声をもらした。

「……あ」

　いつもなら、そのままトンネルの薄うす暗ぐらさにとけて消えてしまう影は、不思議と人の形に見えたのだ。

「あなたは、だぁれ？」

　だが、影は答えることなくゆらゆらと不安定になり、ぎゅっと縮こまる。それは徐じよ々じよにくっきりと輪りん郭かくを形づくった。

「こわいの？　なにもしないよ」

　正体不明の影と対たい峙じしているというのに、ミリセントには向こうのほうが自分を怖こわがっているような気がした。

「大だい丈じよう夫ぶ？　どこか痛い？」

　すると暗がりでうずくまるような影に、少しずつ人間らしい陰いん影えいが浮うかび上がってくる。

　ミリセントはふと、いつも自分の父親がしていることを思い出した。

　自分が泣いたりふてくされたりしたときに、父親は決まってスケッチブックを手に取った。

　そして「ほーら、絵を描かいてあげるよ。かわいく笑ってごらん？」と口にするのだ。

　自分をみつめる父親の表情が嬉うれしくなって、ミリセントもいつのまにか機き嫌げんが直るのが常だった。

「わかった。じゃあ、わたしがあなたを描いてあげるね」

　そう口にしてミリセントはあたりを見回す。

　トンネルの入り口側にある生いけ垣がきから、硬かたそうな小枝を一本失敬すると、急いで影のそばにもどってきた。




　がり、ざりざり、ざり。




　ミリセントが握にぎった木の枝が、暗がりのやや湿しめった土に線を描えがき出す。

　見えている影の輪郭を懸けん命めいになぞっているつもりが、なかなか思ったようにいかない。

　ミリセントは手のひらで地面をこすりつつ土をひっかいていると、トンネルにふわっと薔薇の香かおりが漂ただよった。

　心地ここちいい香りにミリセントが顔をあげると、影はやや苦しそうに背を丸め、膝ひざをついているようにみえる。

　そのようすはひどくつらそうで悲しげだ。

「やっぱり、どこか痛いの？　それとも悲しいの？」

　ミリセントは自分が暮らす屋や敷しきにいる存在がなんと呼ばれているのか、うっすらとは理解していた。彼らは楽しげなようすを見せるものもいれば、ただ嘆なげくばかりでこちらの言葉が届かないものもいる。

　ミリセントが息をつめて見守っていると、黒くろ髪かみの少年はゆっくりと顔をこちらに向けた。

　うっすらと、影のヴェールをまとったような少年の瞳ひとみが一いつ瞬しゆん見ひらかれ、その姿が徐々に鮮せん明めいになっていく。

「……捜さがしてたんだ……誰だれか……大事な」
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「その人がみつからないのね。じゃあ、わたしも一いつ緒しよにさがしてあげる」

　自分より年上には違ちがいないが、まだ大人ではない少年に会えたことが嬉しくて、ミリセントはまっすぐ相手に近づいていった。

　深い紫むらさきの瞳は、なにかに怯おびえるように落ち着きがなく、涙なみだがにじんでいるのがわかる。

「でも、どうして、私はここに……誰を捜せばいいのか……わからないんだ」

　それがなによりの恐きよう怖ふだというように肩かたを震ふるわせた少年に向かって、ミリセントは手を伸のばす。

　少年の手の甲こうに指が触ふれた。その皮ひ膚ふのなめらかさと冷たさに、ミリセントは背筋が震えたが、触さわった手をぎゅっと握った。

　目の前の少年がひどく寒くて、そして心細いのだとわかったからだ。

「あのね、大丈夫。みつかるまでずっと一緒にいるから、だから泣かないで」

　澄すんだ紫の瞳はやさしくて寂さみしげで、見つめるミリセントの心まで吸い込まれそうだった。自分のような小さな子供の言葉が、彼の助けになったかどうかはわからない。

　──でも、確かにあのとき、アルは笑ってくれた。小さくだけどうなずいて、手を握り返してくれた。だから……手を離はなしちゃいけないって、わかってたはずなのに。

　遠い日に交かわした約束。

　アンセルがずっと胸に秘ひめていてくれた約束は、幼い自分が彼に渡わたしたものだった。




　寒さに凍こごえていたはずのミリセントが目を覚ましたのは、見慣れない天てん蓋がいのついた寝しん台だいのうえだった。

　驚おどろいて身を起こすと、すぐに寝台を覆おおう布が揺ゆれて、セラフィナの姿があらわれる。

「え……あの、セラフィナ？」

　ついさきほどまでみていた夢ともあいまって、自分はローズグレイブホールへ戻もどってきたのだろうかと、ミリセントは状じよう況きように困こん惑わくする。

「こちらは王宮の一室ですわ。マクミラン様にお願いして、私もラズウィックへ同行させていただきましたの。途と中ちゆうまで道をいったところで、馬車の前に『ハンカチ』が飛んできて知らせてくれたんですわ。ミリセント様、痛むところはございませんか、いま医師をおよびしますから」

　表情の変化は少ないが、セラフィナはいたわるようにそっとミリセントを寝台に寝ねかしつけようとした。

「待って、それであの子たちは？……普ふ段だん屋や敷しきから外になんて出ないのに」

　それはミリセントも気になっていたことだった。あの屋敷にいる幽ゆう霊れいは、誰もが外へ出て行くことはない。出て行けないのだと思っていたのだ。

　ミリセントの不安を払ふつ拭しよくしようと、セラフィナは言葉を探したようだがゆっくりと首をふる。

「私にもわからないんです。馬車に乗せたミリセント様の側そばに、しばらくは二枚ともいたんです。でも、まるで雪が溶とけるみたいに見えなくなってしまって。屋敷に戻ればまた姿を見られるかもしれません」

「……そう」

　セラフィナはそう言ってくれたが、ミリセントは小鳥のように舞まう彼らに二度と会えないような、そんな気がした。そしてひどく悲しくなった。

　──もう、お礼を言うこともできないのかな。アルの記き憶おくが戻ってから、ローズグレイブホールでもなにか起きてる。どうして、こんなことに……

　再び掛かけ布に包まれそうになり、ミリセントはセラフィナの手をとめた。

「待って、いいの。もう起きていられるから。それにどうしてセラフィナがここにいてくれるの？　グレンから知らせがいったってこと？」

　もっともな疑問に、セラフィナは迷うように口をひらいた。

　ローズグレイブホールに〈大暗室〉の人間だと思われる者たちが押し入ってきたこと、そしてアンセルの姿もそれ以降みえなくなってしまったと説明してくれた。

　ミリセントはきゅっと唇くちびるを噛かんだ。さまよい歩いた森のなかで、ふくらみつづけた不安がさらに大きくなる。

「セラフィナ、お願い。医師じゃなくてグレンを呼んで。どうしても伝えないといけないことがあるの」

　ミリセントは必死にセラフィナの腕うでにすがった。そのまま頼たのみ込んで、すぐに衣服も着き替がえてしまう。

　──私がしっかりしなくちゃ、アルのことをグレンにも相談しないと。

　心をふるいたたせたミリセントの前で扉とびらが開く。

　入ってきたグレンの姿を目にした途と端たん、ミリセントは自分でも驚くほど胸が騒さわいで息が詰つまった。

　そんな自分に戸と惑まどいながら言葉を探す間にも、グレンが近づいたかと思うと思い切り抱だきすくめられる。

「ちょっ、グレン!?」

　もがくミリセントの視界の端はしで、気をつかったのかセラフィナが静かに部屋から下がっていくのが見えた。

「森で君を見つけられて、本当に良かった」

　その声は低く、あふれる感情を堪こらえるような響ひびきで、ミリセントはただ小さくうなずく。

「ほんとに……あと数時間遅おそかったら、どうなってたかわからなかったんだ」

　閉じこめるように腕にこめられる力と切ない声に、自分がどれほどグレンに心配をかけたのか知って、ミリセントの目じりが熱くなる。

「……ずっと、森のなかで思ってたの。グレンに知らせられたらって……」

　朦もう朧ろうとした意識のなかで目にしたグレンの姿に、どれほど自分がほっとしたのか、きっとグレンにはわからない。

　グレンはミリセントの手を取ると、その指先に唇を寄せた。

　突とつ然ぜん、あたたかくやわらかいものが押し当てられ、ミリセントは言葉もなく赤面する。

「手はそんなにひどくないけど、足は凍とう傷しよう手前だったんだ。キャトリーさんがさっきまで何度もぬるま湯を運んで手当てしてくれたんだぞ」

　確かに寝台から出たときには、足が高い位置に置かれていたことを思い出す。

「とにかく、あったかくしてろ」

　ソファに腰こし掛かけるようにいわれ、足もとにクッションをあてがわれる。

　大げさすぎるといいたくなるほどひざ掛けを載のせられると、グレンがすぐ隣となりに腰こしを下ろした。

　互たがいの呼吸すら気になるような空気のなかで、グレンはため息をついた。

「妙みようなかんじだな。君が行方ゆくえ不明になる知らせを受けるまでは、今度あったときには鑑かん定てい結果の話をするつもりだった」

　自分への気持ちを告げるつもりだったと口にされ、ミリセントも大祭前のふたりのやりとりを思い出す。

　だがいまは、あのときのふわふわするような気持ちもしぼんでしまった。

　──あの日から、そんなに時間が経たったわけじゃないのに、全然違う世界にいるみたい。

「なにがあったか聞かせてくれるな。こっちじゃ大祭の夜に君が姿を消して、ディンセル侯こう爵しやくもひどく心配されてた。ラズウィックの森で君がみつかってすぐ、イニアスが近この衛えのひとりを知らせに走らせてくれてるから、侯爵には君の無事は伝わってる」

　その言葉に、ミリセントもこくりとうなずき口をひらく。

「『薔ば薇らの大祭』のあと、人ごみにアルがいたの。びっくりして、あとを追いかけたんだけど、見慣れない展示をしてる建物があって……前にグレンが話してくれたでしょう。『還かん命めいの書』に詳くわしいって医師がいるって」

「クレメンスに会ったのか!?　しかも工こう房ぼうへいったって」

　なぜその名前が出てくるのかと、驚いたようすのグレンは、検死医でもあるクレメンスの十分すぎるほど怪あやしげな言動や、怜れい悧りで不気味な横顔を思い出したのか顔をしかめる。

「そのときは、誰だれの工房かなんてわからなかったの。そこでクレメンスに薬みたいなものをかがされて、連れて行かれたのがラズウィックだった。それで……いまはペンダントも『薔薇封ふうじ』も手もとになくて──」

　その言葉に、肩かたに触ふれていたグレンの手に力がこもるのが伝わった。

「……クレメンスに奪うばわれたのか？」

　ミリセントはそっと首をふって打ち明ける。

「違ちがうの。ラズウィックにアルがいて……いまもまだあそこにいるはずなの」

「アンセルが？　そういえばローズグレイブホールにも結社の奴やつらがきたあと、アンセルも屋や敷しきからいなくなったとキャトリーさんはいってたけど、あいつはまだ捕つかまったままか？」

　心配するようなグレンに、ミリセントはどう説明しようかと言葉につまる。

「あのね、グレンにはまだ話してなかったけど、グレンとセシルさんが一いつ緒しよに贋作レプリカを製作してる間に、リーアン様から許可を頂いて、ユスカリスの王女の肖しよう像ぞう画がを鑑定したの」

　その肖像画は、グレンにラズウィックへ休きゆう暇か旅行に招かれたとき、ジーンの屋敷の敷しき地ちにあった石の塔とうからみつかった物だ。

　その言葉に、グレンは不思議そうに首を傾かたむける。なぜいまその話を持ち出したのかわからないのだろう。

「肖像画はスターナイツの支部にあって、いつもみたいに触さわって鑑定してみたの。そうしたらまず王女のことが視みえて……たぶん、まだリュイシャムに内乱が起きてる頃ころだと思う……」

　そこで知った過去の時間のことは、あまりにも濃のう密みつで、しかもファネル家やグレンの生家であるウォーベック家にも関係しているかもしれないのだ。

　ミリセントはどこから説明したらいいのかと迷いつつ口にした。

「それでね、あの肖像画には王女と一緒に、王おう妃ひともうひとり、王子の姿も描えがかれていたの」

　初めて耳にする王子の存在に、グレンが盲もう点てんを突つかれたように顔をしかめた。

「王子……そうか、ラーデュロス五世には王子もいたはずだ。あまり人の口にのぼったこともなかったが、内乱のさなかで一緒に討うち取られたってことなのか？」

　ミリセントはグレンの疑問に強く首をふった。

　あのとき視えたものを、少しでも順序だてて話そうとミリセントは記憶をたぐる。

「内乱があったときに、王子は逃にげ延のびたの。協力者もいたみたい。でも、妹姫ひめが人ひと質じちにとられていて、王子は彼女を取り戻もどそうとしてたの。でも王女が幽ゆう閉へいされていたのは、肖像画が見つかった石の塔だった……王子は待ち伏ぶせていた追っ手に囲まれて、背中を切られて馬ごと湖に落ちたの。王女もそのまま燃え広がった松明たいまつの火で……」

　王女が病を患わずらっていたことや、まだ自分と年も変わらないような王子が放つ凜りんとした空気までも思い出せる。

「視えたのは夜の出来事だったから、暗くて最初はわからなかった。でも王子が湖へ落ちるとき顔がはっきりわかって……それが、アルなんだって気づいたの」

　その言葉を口にして、ミリセントはあとがつづけられなくなる。

「アンセルが……ユスカリスの？」

　グレンはそうつぶやいたきり、厳しい表情を浮うかべた。

　もはやミリセントの鑑定を疑うつもりもないらしい。

　ただこれまで幽ゆう霊れいという漠ばく然ぜんとした存在だったアンセルが、急に過去の時間に生きていた人間となって、戸惑いも感じているのだろう。

「それに、連れて行かれた場所にティーハニーもいて色んな話を聞いたの。ローズグレイブホールは、ユスカリスの王家の魂たましいを縛しばりつけるためのものだって。私の母さんがしてきた王室からのお役目がそんなことだったなんて」

　口にすれば、ミリセントの心も再びゆらぐ。

　喉のどが鳴りそうになるのを堪えて、ミリセントはぎゅっと手を握にぎりしめた。

　──そうよ。色んなことが怖こわくて、グレンにもなかなか話せなかった。でも、アルはファネル家のことも、ローズグレイブホールのことも責めなかった……なのに、どうして結社のもとになんて。

「アルの……なくなってたって記き憶おくがあんなものだったなら、辛つらい記憶なら……ずっと忘れてるほうがアルは幸せだったのに」

　そして自分もまた知りたくはなかった事実を前に、ミリセントは激情に体を震ふるわせる。

　──アルが変わってしまったんじゃないって思いたいのに、わからなくなる。

　そっと隣から伸のばされた腕うでに引き寄せられると、グレンの胸に頬ほおが押しつけられた。

　背中に置かれた手の重みとぬくもりに心がゆるむ。

　こぼしそうになった涙なみだをこらえて、ミリセントはグレンの鼓こ動どうを聞いた。

　少しの沈ちん黙もくの後、不思議と呼吸がおちついてきて、ミリセントは目め尻じりをこすると身を起こした。

「ごめんね。なんかいろいろ突然だったから……」

　照れくさくなって体を離はなすと、まだどこか戸と惑まどった表情のグレンと目があった。

「ちょっと確かく認にんさせてくれ。いまの君の話だと、アンセルはユスカリス王室の人間だったってことになる。だったら、あの屋敷にいる幽霊たちも、内乱で命を落とした者たちってことなのか？」

「たぶん、そうなんだと思う。それにティーハニーも、自分が王女だって名乗りでないまま記憶のないアルを見守ってたみたい」

「ティーハニーが、なんだって？」

　グレンの眉み間けんに深いたてシワが刻まれ、ミリセントは気おされる。

「えっと、だから……私もすごくびっくりしたんだけど、ティーハニーが肖像画に描かれている王女様だったの。でも、あんな状じよう況きようで、自分の気持ちを抑おさえてふるまってきたなんて」

　彼女に投げかけられた言葉や、自分を逃がしてくれた信用を思えば二度と裏切れないとミリセントは心に強く思う。

「は……あの、クッキーが？　肖像画のフィーラメイア王女だって……!?」

　少し整理させてくれといいたげに、グレンの眉間にシワができる。

「よし、わかった。クッキーが王女なのはともかく、君が言うようにアンセルがいまもラズウィックに残ってるのは、捕とらわれているのか？　それとも本人の意志でそうしてるのか？」

　そう口にしたグレンの厳しい表情に、ミリセントはびくっと肩を揺ゆらした。

「さっき、ペンダントや『薔薇封じ』を奪ったのはクレメンスじゃないっていっただろう。まさかアンセルが──」

　ミリセントの脳のう裏りに、ティーハニーが口にした〈大暗室〉はアンセルを利用するつもりなのだという言葉が甦よみがえる。

　グレンに誤解されるわけにはいかないと、ミリセントは慌あわてて口を開いた。

「確かにアルもそのふたつが必要だっていってたけど、なにか理由があってのことだと思うの。きっとアルにも考えがあって──」

　必死に言い募つのるその声を、グレンの厳しい口調が遮さえぎる。

「君の話だと、すでに彼は過去の記憶を取り戻してる。いまも結社のもとにいるのは、本人の意志じゃないのか？　だいたい、いままでだったら君をそんな目に遭あわせられてアンセルが黙だまっているなんて考えられないだろう。記憶が戻ったからこそ、〈大暗室〉側についたとも考えられる。あのペンダントを手に入れるってことは、アンセル自身が使うつもりなのかもしれないだろう」

「違うわ！　アルはそんなこと考えてない。それに本人の意志とは関係なく結社に利用されるかもしれないって、ティーハニーも心配してて……」

　ミリセントは強く反発したものの、嵐あらしの夜にアンセルが口にした理由を話せるわけもないと思い至る。

　ずっと秘ひめてきたのだろうアンセルの気持ちを告げられた夜のことが甦り、ミリセントは思わず頬があからんだ。

　──違う。あのことだって、いくらなんでもそれが理由で体を取り戻したいなんて思うはずないもの。

　目まぐるしく表情を変えるミリセントに、グレンの声がいっそう尖とがったものになる。

「まさか、アンセルになにかいわれたのか？」

　さぐるようなグレンの視線に、ミリセントはひたすらぶるぶると首をふる。

　──駄だ目め……いまはいえない。知ったらグレンの怒いかりが倍増する。言われただけじゃなくて、キスまでされたとか……絶対いえない。

　必死に無言を貫つらぬくミリセントに、グレンも鬼き気き迫せまる視線をおさめた。

「仮に、結社の企たくらみがあったとしても、アンセル自身が望まなければ君からペンダントを奪うばうなんてありえないだろ。現王室への復ふく讐しゆうじゃないなら、なんのために体が必要になる？」

「だから……それを確かめるためにも、早くアルを助けたいの！　ティーハニーとも約束したのよ。ラズウィックの屋や敷しきから逃げるのを手伝ってくれたのも彼女なのに、一いつ緒しよに連れてこれなかったんだもの」

　確かに状況だけ知れば、アンセルの行動は現王室への復讐に繋つながるものだと、誰だれもが判断するだろう。

　──それでも、私はあの夜のアルの言葉を信じたい。

　ミリセントに想おもいを告げた思いつめた瞳ひとみは、人を憎にくんでいるものではなかった。それだけは真実だったと、いまも強く感じている。

「とにかく、ペンダントと『薔ば薇ら封ふうじ』が〈大暗室〉に渡わたってしまったのはまずいわ。ティーハニーの話だと、〈大暗室〉は探してるものがあるみたい。それに『薔薇封じ』が関係してるかもっていってたから」

　グレンはうなり出しそうに苦い表情を浮かべていたが、ミリセントの手をとるとそっと立たせてくれた。

「だいたい状況は繋がった。とにかく『還命の書』も『薔薇封じ』も〈大暗室〉の手にあるなら、事態は一刻を争う。リーアン様に事情をお話しする必要があるだろう」

　その言葉にミリセントの肩かたが大きく揺れる。

「待って。リーアン様に、アルが……ユスカリス王家の王子だって、その幽霊がローズグレイブホールにいたって話をするの？」

　アンセルが、過去の内乱で王座を追われたユスカリスの一族であることや、妹姫ひめが辿たどった最さい期ごを思えば、打ち明けるのをためらう気持ちもある。

　しかもその彼らが現世をさまよっているなど、普ふ通つうに聞けばあまりにも信じがたい話ではあった。

「その件に関しては大司教が拘こう束そくされて、事情が少し違ちがってきてるらしい。リーアン様は、きっとこの話にもとりあってくださるはずだ」

　結社と教会の関係が怪あやしまれていたことを思い出し、ミリセントも不安な気持ちながらうなずいた。

「ミリセント、かつての内乱の真実は誰にもわからない。だが、リーアン様も陛下も思し慮りよ深ぶかい方たちだ。いま最も必要なことを見み極きわめてくださる」

　グレンの声には、どこか決意を秘めた落ち着きがあった。

　ミリセントの記憶にあるリーアン王子その人も、冷静で合理的なところを持ち合わせた人物だ。しかし、決して非道の人ではない。

「そうね……いまの王家と、私たちの家に与あたえられた務めのことも、お話がうかがえるなら聞かなくちゃ」

　──もう私たちだけの問題じゃない。アルを結社から引き離すためにも、なにができるのかを知らなくちゃ。
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　ミリセントとグレンが案内された謁えつ見けん用の広間には、ふたつの人ひと影かげがあった。

　室内に入ったグレンがはっとしたように足を止めるのを見て、ミリセントも前方の人物に目をこらす。

　明るい蜂はち蜜みつ色の髪かみをしたリーアン王子の隣となりに座っているのは、肩かた幅はばの広い壮そう年ねんの男性だった。

　ミリセントもその人物を『薔薇の大祭』のとき、大聖堂で目にしたばかりだと思い出す。

「陛下にまでお目通りがかないますとは、光栄です」

　グレンが膝ひざを折る隣で、ミリセントも深く礼をとる。

「この場は、ファネル家、ウォーベック家の両家に関かかわる話し合いだ。これまで王家と両家の関係はあくまで非公式のものだった。だが、大司教の言葉や、ファネル嬢じようの誘ゆう拐かいとなると、もはやみすごせない状況でもある。君には、怖こわい思いをさせてすまなかったね」

　落ち着いた声でウィレム王に語りかけられ、ミリセントはかしこまってしまい顔をあげることができない。

「そう、硬かたくなることはない。私は、幼い頃ころの君に会っているんだ。そして、君の母上とウォーベック家のエリスが、しようとしていたことを知りたいと思っている」

　国王に招かれ、ミリセントとグレンは席についた。

　だが、ミリセントは次々と思わぬ事実を国王本人の口から聞かされ、目がまわりそうだった。

　──私が、小さい頃陛下にお会いしてる？　それに、母さんのことも知ってるって……どういうこと!?

　自分が王宮の一室にいるということさえ、実感がなくなっていく。

「ミリセント、落ち着け」

　隣に腰こしを下ろすグレンに小声でささやかれ、ミリセントは意外な思いでそっと隣を見た。

　国王と向き合うグレンは、不思議と穏おだやかな、だがどこか厳しいものを感じさせる表情をしている。

　だが国王は、そんなグレンをどこか微笑ほほえましげに見つめ返すと口をひらいた。

「私にとって、かつての戦友であり大切な女性でもあるエリス・ウォーベックと、そこの淑女レデイの母君についてはひそかに調べを進めていた。とにかく表立っては動けぬので、じつにゆるやかにしか進まなかったがね」

　ウィレム王が、グレンの母の名前を意味ありげに口にしたことにミリセントは驚おどろいた。

　しかし、以前グレンの生家であるシルグラス城の調査へ向かったとき、グレンの母であるエリスは兵士として海軍にもいたことがあったと聞かされていた。

　──そうか、グレンのお母様は、当時は王子だった陛下と海軍でご一緒だったことがあるんだわ。

　ミリセントが国王とグレンを見て納なつ得とくしていると、国王は思わぬ事実を口にした。

「あの屋敷、ローズグレイブホールは、もとはユスカリス王室の失われた命たちを悼いたむために建てられたと伝えられてきた。だが実際のところは、当時ユスカリス王室に受け継つがれてきた聖宝を守るべく作られたらしい」

　初めて耳にする話に、グレンも強く興味を引かれたようだが、ミリセントはどうしても確かめたいことがあった。

　──ローズグレイブホールは、アルやティーハニーを閉じ込めるためにあったんじゃないの？　そのためにファネルの当主は、あの場所で幽ゆう霊れいと暮らしてるんだと思ってたのに。

「恐おそれながら陛下。ひとつだけ質問をお許しください。あの屋敷は……ユスカリス王家の霊れいを封じていたのではないのですか？」

　だがその質問に、王はしばらく考え込むと、気の毒そうに表情を曇くもらせた。

「そうだな。代々あの屋敷には幽霊が出て、かつ当主は幽霊たちと暮らしているという噂うわさもあったようだが……まさか、幽霊の噂は事実なのか？」

　怪け訝げんそうな王の表情に、普通ならまず信じてはもらえないだろうとミリセントも思ったが、その幽霊たちが行動を起こしている以上黙だまっているわけにはいかなかった。

「はい、あの屋敷には確かに幽霊たちが暮らしております。私にずっと執しつ事じとして仕えてくれていた青年も生きた人間ではありませんでした。ですが、その彼がユスカリス王家に縁ゆかりのある魂たましいかもしれないんです」

　耳を疑うような話に、国王はしばし言葉をなくしていたが、その隣に座るリーアンにとっては違ったようだ。

「待ってくれ、その執事というのは私も会ったことがあるね。ひょっとして、庭を案内してくれた黒くろ髪かみの彼のことなのか!?」

　ミリセントの屋敷で開かれたパーティを訪おとずれてくれたリーアンは、アンセルとの面識もある。

　それだけに、リーアン王子にとっては思いもよらない話だったのだろう。

「彼はいまも結社のもとにいます。ただ、彼がどうしてそこにとどまって、なにをするつもりなのか、私が必ず確かめてきます。そのためにも、どうか少しだけ時間をいただきたいのです」

　必死に言い募つのるミリセントに、状じよう況きようの複雑さを感じとったのか、ウィレム王は深く息をついた。

「君が、いまのファネル家の当主なんだったな。そもそもローズグレイブホールに暮らすことになったファネル家の初代当主は、当時教会の助祭を務めた人物らしい。当時から、聖ユスカリスや教会内部に詳くわしかったようだ。聖ユスカリスと教会が作り出し守ってきた聖宝を、内乱の折に教会から持ち出し、別の場所に保管することをすすめたのも彼女の行いだと聞いている」

　ウィレム王が口にしているのは、リアエスタという名の女性のことだろうと思い当たる。

　以前ミリセントが過去視した映像にも、リアエスタがいまのエスクウィン王家の祖先にあたる、将軍の手助けをしたらしいやりとりがあった。

「あの、お話にあった持ち出された聖宝というのは、あの飾り鎖シヤトレーヌ『薔ば薇ら封ふうじ』のことなんでしょうか？」

　聖宝といわれる大切なものが屋や敷しきのなかにあるのだとしても、ミリセントは他ほかにそうした物を目にした記き憶おくはなかった。

　だがその問いに国王は首をふった。

「いや、大司教から聞きだしたところによると、過去屋敷に運ばれたのは、自動演奏楽器の音源となる円えん盤ばんらしい。以前リーアンからも依い頼らいをしたはずだが、ラズウィックの聖王廟びようから盗ぬすまれた物と対ついになるものみたいだな。聖王廟から盗まれたのが『眠ねむり歌』、そしていまも行方ゆくえがしれない円盤に『滅ほろび歌』という名がついているようだ」

「円盤ですか……『眠り歌』はともかく、『滅び歌』というのはなんだか、怖い響ひびきですね」

　ミリセントの隣で、グレンが興味深そうに身じろぐのがわかる。

『眠り歌』については、以前聖王廟での鑑かん定ていでグレンから仮説を聞いたこともあった。

　──たしか、聖ユスカリス王おう妃ひが出産の祝いに国王から贈おくられた楽曲の名前で、子こ守もり歌うただったかもしれないって……

　神しん妙みような表情のふたりの前で、ウィレム王はさらに話しつづけた。

「『眠り歌』については、死者を悼むために聖王廟で奏かなでられることになったと王室にも知っている者がいた。だが、もうひとつの円盤『滅び歌』については、内乱当時から円盤を見たという証言もなくてな。いま聞いた話や、大司教が口にしていることを考えると、ローズグレイブホールにその円盤がある可能性が高いんだ」

　ミリセントは必死に屋敷の内部を思い浮うかべたが、目につく場所にそうした楽器や、円盤らしきものが置かれていた記憶はない。
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　そのときミリセントの脳のう裏りをよぎったのは、ローズグレイブホールの二階にあったあかずの間だ。

　──そうよ、あの屋敷のなかで私が入ったことがないのはあの場所だけだわ。やっぱり、あそこにはなにかある。ひょっとして、アルが『薔薇封じ』も奪うばっていったのって……

「あ、あのっ……！」

　記憶が巻き戻もどされるのと、想像が結びつくのはほぼ同時だった。

「私が……留守の間に、ローズグレイブホールに結社の人間が押し入った話は聞きました。そのあと、屋敷がどうなっているのか確かめたいんです。円盤が隠かくされていた場所にも心当たりがあります。〈大暗室〉が屋敷に侵しん入にゆうしたのであれば、『滅び歌』も持ち去られてしまったかもしれません」

　屋敷の当主だったトリシアが、ミリセントにも伝えていなかった聖宝の存在。

「もし……円盤が〈大暗室〉の手に渡わたってしまったら、どうなるんでしょうか？」

　こわごわとミリセントは口にしたが、国王も困こん惑わくしたようすで息をつく。

「『滅び歌』については、いまリーアンが大司教を締しめ上げてるところだ。大司教がいうところによると、『眠り歌』は聖ユスカリスの加護にあたり、『滅び歌』は遠ざけられた災わざわいを封ふう印いんしたものらしい。それを結社が手にしてなにをするつもりなのか……とにかく円盤に関してはいっさい記録に残されていないものでな」

　ウィレム王の口調は、まだそうした円盤の力を信じきっているわけではなさそうだ。

　それはミリセントにとっても同じだったが、まったく異なる意味を持つふたつの円盤は、ひどく不ふ吉きつなものに感じる。

　──それに、死人を生き返らせたりするぐらいだもの。〈大暗室〉がずっと探し求めてたなら、単純に象しよう徴ちよう的な意味だけとは思えないかも。

　グレンがちらりと視線を送ると、リーアン王子がなだめるようにミリセントに告げた。

「グレンから君の捜そう索さくを依頼されてすぐに、こちらからもローズグレイブホールへ使いをやったんだ。だが、屋敷の扉とびらは閉とざされたままで、侵入者を拒こばんでいるらしい。外から確かく認にんできる限りでは、外部の馬車も馬もおらず、屋敷のなかは真っ暗で静まり返っていたということだ。それ以降も、警備のために数人の見張りをおいている。あのあと人の出入りがあれば、すぐに報告がくるはずだ」

　その言葉を聞いてミリセントはほっとしたものの、やはり自分の目で確かめなければならないと強く思った。

「一度、ローズグレイブホールへ戻ってもよろしいでしょうか。調査をしたら、すぐにご報告にあがります」

　リーアンの決断は早かった。国王に視線で是ぜ非ひを問うと、小さくうなずく。

　そしてするりと立ち上がると、扉の外の従僕を呼んだ。

「では、すぐに馬車の用意をさせよう。すまないな、できるなら私が指揮をとれるといいんだが、いまは『薔薇の大祭』が終わったばかりだろう。このあと来らい賓ひんを招いての晩ばん餐さんや催もよおしがつづいて、陛下も私もしばらくかかりきりになる。イニアスに話を通しておくから、スターナイツの協力を得られるようにしておこう。いまの時期に晩餐を取りやめれば、国交に差しさわりがあるし、それはよけいに〈大暗室〉をつけあがらせかねない」

　どこか悔くやしげな表情さえ浮かべているリーアンに、グレンがかしこまって答えた。

「いえ、リーアン様はご公務を優先してください。確かに王室が動くようなことがあれば、周囲への影えい響きようも大きいでしょう。騎き士し団の力ちから添ぞえをいただけるだけでも、感謝いたします。報告は必ず陛下とリーアン様にお届けいたします」

　グレンの言葉に、リーアンの表情がさらに厳しさを増す。

「感謝してる。大祭当日のあの公文書騒さわぎのおかげで、トルカスト大司教も拘こう束そくできた。円盤の話も最初は大司教の妄もう言げんかとも思ったが、教会と結社の繋つながりが濃のう厚こうならやはり放ってはおけない。これから仕し掛かけてくる可能性は十分ある」

　これまで教会と王室の関係に熱心に取り組んできたリーアン王子だけに、思うように身動きが取れないこの状況がもどかしいのだろう。実際、多た忙ぼうな時期なのだ。

「では、私は一足先に失礼して、騎士団との打ち合わせをしてまいります」

　リーアンはそういい残すと、速すみやかに広間から退出していった。

「それでは、私たちも失礼いたします」

　ミリセントをうながしてグレンが立ち上がると、ウィレム王はふと引き止めるように手をあげた。

　もの言いたげな国王の視線をミリセントは不思議に思ったが、グレンはもう一度丁てい寧ねいに頭こうべを垂れると黙だまって部屋を出ていく。

　ふたりは従僕に案内され王宮を出ると、前にも訪れたことのあるスターナイツの兵舎へとたどり着く。

　中へ入ろうとしたまさにそのとき、正門へつづく道を人ひと影かげが走ってくるのが見えた。

　必死の形相で走ってきたのはイニアスだ。何事かと足をとめたグレンとミリセントの前で、激しく息を切らしながら口をひらく。

「いま……ローズグレイブホールから見張りの兵が戻ってきた。どうやら二度目の襲しゆう撃げきがあったらしい」

「二度目のって……」

　突とつ然ぜんのことに驚おどろくミリセントの隣となりで、グレンも言葉を失っている。

　しかし急を告げるため駆かけ込んできた兵士は手負いの状態であり、現場から離り脱だつするので精せい一いつ杯ぱいだったため詳しよう細さいがわからないらしい。

　とにかくいまはローズグレイブホールへ向かうしかない。現地へと心がはやるなか、スターナイツで馬車が用意された。

　ミリセントを待っていたセラフィナも、屋敷のようすが気になると馬車に同乗することになった。

　三人が馬車に乗り込むと、イニアスが窓に近づく。

「悪いな、俺は隊をまとめるために馬で一足先にいってる。御ぎよ者しやにも急ぐよう伝えたから、なかで話すときは舌をかむなよ」

　そういい残されたとおり、四頭立てで疾しつ駆くする馬車はひどく揺ゆれた。

　しかしローズグレイブホールが二度も襲撃されたとなれば、やはり彼らの目的の『滅び歌』は屋や敷しきにあるのだと確信できる。

　ミリセントは硬かたい口調でグレンに告げた。

「前にきたときの目的がアルを連れていくことだったなら、今度こそ、陛下のおっしゃってた円えん盤ばんを奪いにきたのかもしれない」

　ミリセントはもうひとつその理由が予測できたが、口にはできなかった。

　──二度目の襲撃。きっと私が、『薔ば薇ら封ふうじ』を奪われたからだ。

　今回の襲撃にアンセルが関かかわっていなければいいと、ミリセントは心から願った。

　そんな不安を察してくれたのか、隣に座るグレンが手を重ねてくれる。その手のぬくもりにミリセントが顔をあげれば、印象的なふたつの目が力強く自分を見つめていた。

　無言でうなずいて、ミリセントは窓の外、寒々しいくすんだ空の向こうへ目を凝こらした。
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　馬車に乗っているあいだも、ミリセントは不安のせいで、窓にはりつくようにして外を見ていた。

　冬の寒々とした並木を過ぎると、馬車はローズグレイブホールの正門に差し掛かかり、開かれていた正門をくぐる。

　そこにはすでにイニアス率いるスターナイツも到とう着ちやくしているらしく、兵士たちの姿があった。

「イニアス、状じよう況きようはどうなってるんだ？」

　先に馬車を降りたグレンは、ミリセントに手を貸しながらイニアスに声をかける。

　駆け寄ってきたイニアスの表情はなんとも複雑そうだ。

「残ってる兵の報告だと……すでに結社の人間どもは消えたあとみたいだな。いまは、屋敷のなかに誰だれも入れない状態らしい。扉も開かなきゃ、窓を割ろうにもまったく駄だ目め。あげく屋敷の裏に回って錯さく乱らんしちまった奴やつもでてきて、俺にもなにがなんだか……とにかく、この状況を確認したら、詳細をリーアン様のところへ報告する」

　屋敷に入れないためか、庭で途と方ほうにくれたように建物を眺ながめる兵士が幾いく人もみえる。

　ミリセントは、かつてアンセルに『薔薇封じ』を渡されたときのことを思い出していた。

「あの、私もあんまり詳くわしくは聞いてないんですけど、この建物には侵入者をはばむ働きがあるみたいなんです。もし、ここに侵入できた人がいたとすれば……」

　それは『薔薇封じ』を手にしたアンセルに違ちがいないと、ミリセントは想像した。

　グレンも同じ考えだったのか、考えこむようすで視線をさまよわせていたが、なにか思いついたらしく顔をあげる。

「イニアス、結社の奴らがくる前のここの状況は？」

「そうだな、そのときも屋敷に人がはいれない状況だってことで、正門の近くに見張りがひとり。あとは少し離はなれて庭に三名ほど待機してたらしい」

　そこへ馬車と馬で結社の一団があらわれ、死し霊りよう使いや武器を持った男たちに、見張りの兵士が襲おそわれたのだという。

「どうもその隙すきに奴らの何人かが屋敷に入ったみたいなんだが……それほどたたずに、馬車ごと引き上げていったってことだ。だが、残った兵士たちは屋敷には入れずじまいで、とにかく一刻も早くと襲撃の知らせの馬を走らせた、と」

「だいたい状況はわかった。となると、やっぱりいまは屋敷の主であるミリセントがいるわけだし、彼女に任せるのが一番だろうな」

　グレンに促うながされ、ミリセントも正面玄げん関かんの扉に手をかける。

　大きな扉は、ミリセントが初めてこの屋敷を訪おとずれたときのように、どこか重苦しく他た人にん行ぎよう儀ぎな気配があった。

　なにもかもを拒むように、怒いかりにも似た厳然とした風格を漂ただよわせてみえる。

　一いつ緒しよに馬車で屋敷へ戻もどってきたセラフィナもふくめ、ミリセントとグレンは緊きん張ちようの面おも持もちで玄関ホールへと踏ふみ入った。

　だが、吹ふき抜ぬけになっているその場所は、拍ひよう子し抜ぬけするほど静かだった。

　ミリセントが出かけたときとなんら変わったようすもなかったが、『薔薇の大祭』のために支し度たくをしていたのだろう。手すりから階段まであまさず磨みがき上げられ、香こう草そうの編み飾かざりがかけられている。

　──そうよ。あの翌日にはここへ戻ってきて、アルたちとお祝いをするはずだったのに。

　しゅんとしたミリセントの肩かたに、慰なぐさめるようにそっとセラフィナの手がおかれる。

　セラフィナにとっても、一緒に祝祭の支度をしていたアンセルが、よもや主を裏切るような行いをしたなど、まだ信じられない気持ちなのだろう。

「二階へいく必要があるんだな？」

　ミリセントからあかずの間について話を聞いていたグレンは、やはり真っ先にそこが気になったらしい。

「そうね。行ってみましょう」

　ウィレム王やリーアン王子との話し合いで聞いた、王室に関わる『滅ほろび歌』の円盤がこの屋敷にあるとすれば、思い当たるのはあかずの間しかない。

　屋敷内部の点検に回るというセラフィナと別れ、ミリセントとグレンは階段をのぼっていった。

　二階の廊ろう下かの突つき当たりにあるあかずの間は、これまでずっと重苦しく閉とざしていた扉とびらを半はん端ぱに開いてみせている。

「やっぱり、開いてる」

　ミリセントは駆け出すと、扉を押し開けてなかに入った。

「なんだ、ここは……？」

　あとから追いついたグレンも、部屋のなかのようすに驚いたようだ。

　そこは雑然としつつも、降り積もった時間の重みが漂う空間だった。

　古めかしい天てん球きゆう儀ぎや、見たこともない印のついた暦こよみ。芸術的な刺し繍しゆうが施ほどこされた肩帯など、まるで遺物の展示場のようでもある。

　部屋のなかを眺めるふたりの背に、ふいに声がかけられた。

「遅おそかったようですのぅ」

　驚いて振ふり向くと、そこにはこの屋敷の幽ゆう霊れい住人のひとりである、オルボーン男だん爵しやくの姿があった。

　これまでと変わらず、小こ粋いきなクラヴァトを巻いた胸むなもとに、ステッキを手にした紳しん士しは、今日はいっそう青白いような骨格姿だ。

「オルボーン男爵……いったい、なにがあったの。どうしてこの扉はひらいたの？」

　その体にとりすがりそうになって、ミリセントは慌あわてて思いとどまった。男爵の体をまたバラバラにしてしまいかねない。

「まったく、こんなときお嬢じようさんに胸ひとつ貸してやれんとは、こんな身でなければと後こう悔かいますますですじゃ」

　乾かわいた音をたてて笑ったオルボーン男爵は、手て袋ぶくろをした手を差し出す。そこにあるものにミリセントはあっと息を吞のんだ。

「『薔薇封じ』、どうしてここに」

「あなたがたがこられる前に、アルフリート様はここへ戻っておいででした。この『薔薇封じ』にぶら下がっている、いくつかのモチーフについてはお気づきでしたでしょう？」

　じゃらりとした飾り鎖シヤトレーヌを手て渡わたされ、ミリセントもうなずく。

　そこには小こ瓶びんや鍵かぎ、メダルといった数々のモチーフがぶらさがっている。

　もちろんアンセルに、あかずの間について話を聞いたときにも、この鍵が使えないかどうかはすでに試ためしていた。

　だが、鍵はまわらずその扉がひらくこともなかったのだ。

「どうして、これじゃ開かなかったのに」

「アルフリート様は、この鍵を使ってなにか言葉を口にされていました、聖句のようなものでしたかな、たしか『……十字路を違たがわず歩み　眠ねむりなさいその園そのに』とかなんとか」

　その言葉はミリセントの記き憶おくを呼び覚ました。

　このローズグレイブホールへきたばかりの頃ころ、ミリセントが『薔薇封じ』の力に触ふれたときのことだ。それはまるで歌を聞かせて、死者の魂たましいを眠らせたようにも思えた。

「でも、これは『薔ば薇ら封ふうじ』に認められた屋や敷しきの主が使えるものだって……」

　そう口にしかけて、ミリセントには思い当たることがあった。

「なにかわかるのか？」

「思い出したの、ほらグレンと初めて会ったときに依い頼らいされた姿見の鑑かん定ていがあったでしょう？　いまオルボーン男爵が口にした言葉って、あのとき女性の霊れいを眠らせようとしたとき、聞こえてきた言葉なの。それも、音楽みたいな韻いん律りつがあってまるで歌みたいだなって……」

　その言葉にグレンもぴんときたようだ。

「そうか、眠らせるための歌と言葉。陛下やリーアン様がおっしゃってた、『眠り歌』と同じような力がこの『薔薇封じ』にはあるのかもしれないな」

「だとしたら、この屋敷の主じゃなくてもアルはユスカリス王の血を引いてるんだもの。『薔薇封じ』が持つ『眠り歌』の力を使えたのかも……」

　そのことでミリセントは腑ふに落ちながらも、どこかほっとしている自分に気づいた。

　──王子だった頃の記憶が戻ったから、アルはそれをもとに動いてる。だから私に『薔薇封じ』を渡わたしてくれたときには、アルがあかずの間について知らないのも当然だったんだ。

　嘘うそをつかれてきたわけではない、そう思えるだけでもいまの自分には力になる。

　ここにアンセルの目的や手がかりになるものはないかと、ミリセントとグレンはそれぞれ部屋のなかを調べ出した。

　すぐにグレンが古めかしい自動演奏楽器を見つけたらしく、ミリセントも慌てて駆かけ寄った。

　しかし円えん盤ばんを奏かなでるための機械部分はごっそり抜かれており、楽器の下部にある音源盤ばんをいれておくための引き出しも空っぽだ。

「『滅び歌』がここにあったんだとしたら、もう持ち出されてる感じだな……」

「それを使ったらどうなるのかしら。災さい厄やくを封じ込めたっていわれてたけど……とにかくここにあるものを、視みてみる」

　いまの自分にできる一番確実なことは鑑定だった。

　この部屋にあるものに片かたっ端ぱしから触れていけば、なにかヒントがあるかもしれない。

　まずは目の前の自動演奏楽器からだと、ミリセントは深く息を吸って呼吸を整えると、重たげな樫かし材の演奏楽器に指で触れた。

　まぶたを閉ざすと、思わぬ速さで視界が広がりミリセントは息をつめた。

　いつものように過去視の前に訪れる暗くら闇やみのなか、光の明めい滅めつが像を結ぶと、いまこの部屋に立っている自分を、外側から眺ながめているような光景が見えた。

　──あ、でもこれって……

　視ている相手が誰だれなのかミリセントはすぐに気づく。

　黒くろ髪かみを上品に結ゆい上げたその女性は、ミリセントの母トリシアだ。

　──やっぱり、母さんはこの部屋へ出入りしてたのね。

　トリシアは目の前にある自動演奏楽器をなでるようにすると、「うまくいかないわね」とため息をもらした。

「王子の魂なんてもの、本当にここにいるってわかるの？」

　やや離はなれた位置にある椅子いすに腰こしを下ろしていたのは、金の髪かみを背に流した女性、エリスの姿だ。

　グレンの生みの母である彼女は、ファネル家を守る騎き士しとしての家いえ柄がらだけに、この屋敷や部屋にも出入りしていたのだろう。

　その言葉に、トリシアは「しぃ」と口もとに指を立てて声の大きさを咎とがめた。

「駄だ目めよ。ここで話してることを屋敷の住人に聞かれたら、あなたもまともにこの屋敷から出られなくなるんだから。いったでしょう、もともとここの住人たちは、ユスカリス王家に縁ゆかりのあるさまよう魂なの。だからこそ、ここに王子の魂があることを知って、彼らも引き寄せられてるんだから」

　エリスは苦い顔でうなずくと、やや声を低くして答える。

「だからこそトリシア、あなたはここに縛しばられつづけてきた」

「エリスにも悪いと思ってる。私たちにもう自由はないわ。お互たがい家を継つがされ、ここにユスカリスに繋つながる魂がある以上、屋敷から離れることは許されない」

　どこか皮肉さと苦さが入り混じった笑えみを浮うかべる母は、ミリセントが初めて目にするものだった。

　そして脳のう裏りには、以前ヨナスに触れて過去視した、少女だった頃の母の面おも影かげが甦よみがえる。

　──そうだ、母さんは……自分のお母さんのことも、この家もとても嫌きらってた。でも、いま視てるこの状じよう況きようでは、もう家を継ついでるんだわ。そして騎士として、エリスさんが側そばにいた。

　ふたりのこうした関係は、そのまま自分とグレンにもあてはまるのだと、ミリセントは気づいた。

「でも、トリシア。結果的にミリーのおかげでうまく進んでる。そうでしょう？　王子の魂はこの屋敷で実体化した。あとはアレがあれば肉体も取り戻もどす。そのあとは、今度こそ確実に王子を葬ほうむり去ればいい。ユスカリスの血を永遠に」

　淡たん々たんと口にするエリスの横顔は、凜り々りしいながら冷ややかなものではなかった。

　ただ冷静に、戦場で決行される作戦を口にしているように聞こえる。

　だがミリセントにとって、その内容はあまりにも衝しよう撃げきだった。

　──『還かん命めいの書』のことを母さんは知ってた。じゃあ、やっぱりヨナスがいってた盗ぬすまれたってのも本当のこと!?　しかも王子を殺すって……アルのことよね。幽霊に肉体を与あたえて……母さんはアルにもやさしかったのに。私がアルと仲良くしてるとお兄ちゃんができたみたいねって、なのに、どうして……？
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　なによりエリスが口にした、ミリセントがアンセルを実体化したという言葉に幼い日の夢を思いだす。

　幼い自分が地面にアンセルを描えがいた結果とその意味が、いまならよくわかる。おぼろげな夢の記憶はすべて事実だったのだ。

　すでに一度失われた命に、再び形を与えてから奪うばうなどという行こう為いはあまりに残ざん酷こくだ。

　ミリセントは、過去に繋がっている己おのれの意識を手放しそうになったが、過ぎた時間のなか、トリシアがつらそうに口をひらいた。

「わかってる。『還命の書』が保管されてる場所の見当はつけてるの。ただ、予定外だったのよ。まさか王子の魂に記憶がないなんて思ってもみなかったし、それにミリーがすごくなついてしまって……私たちの計画を知られるわけにはいかないわ」

　もともと王子の魂の実体化を考えていたトリシアとエリスにとって、それは予定外の出来事だっただろう。表情を暗くしたトリシアに、エリスが気づかうように声をかける。

「トリシア……」

「いえ、いいの。ごめんなさい、決めたことだもの。もうここから自由になるって。あなたも、私も薔薇の役目から解放されるのよ。ミリーもこの屋敷で暮らすなんてことにはさせない。親子でこの国から出て……幸せに暮らしたいの」

　ぎゅっと固く拳こぶしを握にぎった母の想おもいが、視ているミリセントにも痛いほど伝わってきた。

　──私に継がせないって、母さんはそう決めてたんだ。

「なにがトリシアの答えでも、私は変わらないから。薔薇の戒いましめなんてなくたって、いつまでも貴女あなたの騎士でいるから」

　まったく揺ゆらぐことなくトリシアを見つめるエリスは、まさに女騎士といった凜々しさが感じられる。

　トリシアに捧ささげられる思いは、もはや友情を越こえた忠誠のようですらあった。

「エリス……でも、あなただって本当は戻りたいんじゃないの？　ウィレム様もじきに王おう妃ひを迎むかえられてしまうわ」

　気づかうようなトリシアの言葉に、エリスは一いつ瞬しゆんきょとんとした顔を向けたかと思うと大きな声で笑った。

「まさか、ウィレムはもう即そく位いする。私には関かかわりのないことだし、関わるつもりもない。それにこれから私たちがすることを考えたら……いかに私といえども、二度とウィレムの前にさらす顔はないな」

「……ごめんなさい」

「べつに、この計画をいいだしたのは私だ。トリシアが謝ることじゃない」

　女性にしては低い声で答えるエリスの言葉が、不ふ明めい瞭りようにぼやけだす。

　じき、過去視が終わるのだとわかった。

　ミリセントの視界がぐるりと反転するように変わると、意識が現実に戻る。

　緊きん張ちようがゆるんだせいか、まだ少し足が痛むせいか、そばに置かれていたソファにそのまま座りこんでしまった。

　心配そうにグレンが近づいてきたが、いまみたものを話すにも少し整理する必要がありそうだ。ミリセントは手のひらをみせ、グレンをその場にとどめた。

「もう少し、考えてから……うぅん、他ほかにも視みたらもうちょっと繋がりそうなの」

　──どうしよう、どうやってグレンに説明したらいいの？　これまで屋や敷しきのなかにあるもので、母さんのことが視えたことなんてなかったのに。

　だがあかずの間となっていたこの場所にある物には、過去の記き憶おくや痕こん跡せきがしっかりと残されている気がする。

　──母さんは隠かくしたんだ。自分たちの計画を知られないためにも、ここにすべてを閉じこめて、ローズグレイブホールから逃のがれようとしてた。

　ファネル家が王室から任されてきた務めを思えば、ふたりの計画はもちろん許されることではない。

　なにより、過去視で知ったリアエスタをはじめとして、ファネル家は数百年に亘わたってここでユスカリスの魂たましいを見守ってきた。それはエスクウィン王家に捧げられた忠誠でもあるのだ。

　現状を把は握あくしていないとはいえ、ウィレム王に対しての裏切りにもなる。

　──でも……母さんがそれを選んだのは、きっと私がいたから。

　母が送ってきた孤こ独どくな生活と境きよう遇ぐうを知っているいまとなっては、ミリセントもその行いをただ責められなかった。

　自分でも気持ちの整理がつかないまま、ミリセントはソファの脇わきに置かれた袖そで机づくえに目をやる。

　印象的な彫ちよう刻こくがほどこされた木箱に、なにげなく指を伸のばした途と端たんだった。

　息をつく間もなく、意識が再び明暗をくぐっていく。




　視えてきたのは、金の巻き毛の少年の両手を取って、どこか強ごう引いんに、だが軽快にステップを踏ふむトリシアの背中だった。

　見覚えのある少年の姿に、どうやらこれはアスワドに関わりのあったらしい木箱なのだと気づかされた。

　トリシアが、タンと踵かかとを鳴らして動きを止めると、軽かろやかな動きが嘘うそだったようにむかいあうふたりはハーハーと肩かたで息いきをつく。

「つかまえたわよっ！　観念なさい……」

　トリシアの声に、少年は腕うでを乱暴に振ふり払はらった。

「ってめぇ、どういう神経してんだ!?　俺になにをした、いったいどうなってんだ。ここは、──」

　褐かつ色しよくの肌はだの少年は、琥こ珀はくの瞳ひとみを鋭するどくきらめかせてトリシアを睨にらみつける。

　ようやく呼吸が整ってきたらしいトリシアは、いかにもおとなげなく胸をそらしてアスワドを見下ろした。

「あなたが、『還かん命めいの書』の番人なんでしょう？　不用意に『還命の書』を使う人間の魂を奪う死神だって、記録にあったわよ。でもこうやって、実体化しちゃえばただの子供じゃない。ちっさい子供」

　からかうような口調でそういうと、トリシアはアスワドの頭をわしゃわしゃとなでた。

「お前なぁ、俺がなんだかわかっててその無礼。ありえねぇぞ!?」

「あら、ごめんなさい。でもねぇ……これから私たちがしようとしてること知ったら、驚おどろくのもそれぐらいじゃすまないと思うわ」

　あくまでも貴婦人らしく、しかし口調は否いなとはいわせぬ傲ごう慢まんさでトリシアはアスワドを追い詰つめていく。

「女……お前は何者だ？　俺に体を与えたり、この石の本質を知っていながら手に入れたんだとしたら」

　牙きばを剥むく獣けもののようなアスワドの形相を、トリシアはただじっと見つめていたが、ふっと表情をなくして背を向けた。

「やめた……。いまはいいわ。しばらく、あなたもここにいなさいな。屋敷から出ないかぎりは自由にできるわよ。うちの娘むすめもまだ小さいから遊んであげてくれると助かるけど」

「俺は子供じゃねぇっつうの！　まさか子こ守もりのために実体化させたとか、そんなふざけた理由じゃないだろうな」

　トリシアはその言葉に苦く笑しようすると、「いっそ、だったらよかったのかもしれないわね」、そうつぶやいて部屋を出て行く。

　取り残されたアスワドの茫ぼう然ぜんとした表情に、ミリセントも唖あ然ぜんとしてしまった。

　──アスワドって、昔この石を盗ぬすみに入って封ふうじられたんだって、そういってた気がしたけど。そのまま封じられて番人にされちゃったってことなのかしら。

　どちらにせよ、アスワドは『還命の書』から人間を遠ざける役目なのだろう。だとすれば母の仕打ちはあまりに無体なものに思える。

　──アスワドって母さんのこと苦手みたいにいってたけど、これじゃ仕方ないかも。でも、母さんが『還命の書』を使わなかったのは、決心がつかなかったから？　たしか、アルに執しつ事じをさせてくれたのもこの頃ころだもの。

　これまで断だん片ぺん的だった過去が、次々と首くび飾かざりの宝石のように連なっていく。

　やさしい思い出も、そこに隠されていた母の本心も。

　そして今日まで娘である自分に、こうした記憶をなくさせていたのも母トリシアなのだ。

　その後もミリセントは、部屋に置かれている物につぎつぎ触ふれ、記憶の箱を開けていった。

　しまいにはひどいめまいを覚えて、グレンに鑑かん定ていをとめられた。

「ミリセント、一度休むんだ。君はさらわれて、冬の森で凍こごえかけたばかりなんだぞ。いま無む茶ちやを重ねて倒たおれたらもっと事態は悪くなる」

　厳しい響ひびきがありつつも、まるで講義のときのようなグレンの口調に、ミリセントは自分が焦あせりすぎているのを自覚した。

　グレンにうながされ、再び古びたソファに並んで腰こしを下ろす。

「そうね、ごめんなさい。ここには私の母さんと、グレン、あなたのお母様の思い出がたくさんある。ふたりはとても迷って苦しんで、あることをしようとしてた──」

　ミリセントは正直に、ふたりの母親がアンセルの魂を消しよう滅めつさせてしまおうとしていたことを話して聞かせた。

「内乱の頃ころから、この屋敷でユスカリスの魂を見守ってきたリアエスタって人の役目を考えたら、許されることじゃないと思う。もちろん母さんたちも、王室から任されてきたこの務めを投げだすことは、現王室にとっての裏切りだってわかってたはず」

「そうか……この屋敷も、ファネル家もウォーベック家も、そうした役目のもとに時間が流れていたんだな」

　ミリセントに聞かされた話をじっくりとたどるように、グレンも部屋に置かれたものをひとつひとつ眺ながめる。

　実母と暮らした記憶のないグレンにとって、エリスの話はまだどこか実感がないのかもしれない。

　そうした思い出も自覚もないというのに、グレンもウォーベック家の役目からは自由になれないのだろうか。ミリセントには、それはあまりにも理り不ふ尽じんに思えた。

　だが、グレンはまったく別のことを考えていたらしい。ふと納なつ得とくしたようにうなずいて顔をあげる。

「そういう状じよう況きようだったからこそ、君の母君はこの銃じゆう『薔ば薇らの騎き士し』を王城に届けはしたが、結社からの保護や逃にげ場を国王に求めることはしなかった。できなかったんだ」

　母がなにもかも失う覚かく悟ごで、結社に挑いどまなければならない理由はそこにあったのだとグレンに指し摘てきされ、ミリセントもはっとする。

「そうだわ、だから母さんは……私がもしひとりになったときには全部忘れてしまうようにしていった」

　別れ際ぎわの、母の厳しいようすが甦よみがえる。

　まるでこれきりミリセントがひとりになってしまうかのように口にするのに、「きっと帰ってくる」と口にしたのは、母自身がなによりそう願っていたからだ。

　グレンもミリセントに出会った日のことを思い出したように口をひらいた。

「それでなんだな。王室管理に戻もどってしまったファネルの屋敷は継けい承しよう者を待っていた。そしてあの日、君のもとに遺ゆい言ごん状ならぬ屋や敷しきの継承権が届いたってわけか」

「母さんはファネル家の務めを終わらせようとしてたけど。でもそれは私のためなの、それだけは本当だと思う」

　何百年もの間、ローズグレイブホールに引き継つがれてきた責務。

　母もそれに苦しみ、アンセルの魂たましいまでを手にかけようとしたのは、すべて娘のためだ。

「アルのことも、母さんはすごく迷って決断できなかった。小さい頃から私はアルにべったりだったし、母さんだってアルと言葉を交かわすうちにわりきれなくなった……当たり前よね」

　しょんぼりとミリセントが手もとに視線を落とすと、隣となりに座ったグレンが力づけるように手を握にぎってくれた。

「ともかく、俺たちもいまできることをしよう。整理すると、ここにあった自動演奏楽器の中身は空っぽ。それに『薔薇封じ』があることから、アンセルもしくは結社の人間が侵しん入にゆうしたのは確かだ。だけど『薔薇封じ』を置いていったってことは、もう〈大暗室〉は目的を果たしたと考えるのが妥だ当とうだろう。『滅ほろび歌』があったとしても持ち去られたあとだ」

　グレンの声には、一刻の猶ゆう予よも許されない厳しさがある。

　過去にも未来にも振り回されないグレンの強い瞳の色に、ミリセントも体に力が湧わいてくるのを感じた。

　──そうよ。いま視みえたものは、過ぎた時間。もう変えられない、起きてしまったことだもの。私はいまから、アルのためになにができるか考えなくちゃ。

「まずは、円えん盤ばんのことを陛下に報告しないとならないわ。母さんのことも……すべてお話しする」

　ふたりが部屋を出ると、屋敷のなかはどこか異様な空気が流れていた。

　ドン！　と重たい音がして、階段に近い位置の壁かべに大きな振しん動どうがあった。

「なんだ？　妙みように薄うす暗ぐらいな」

　いまはまだ昼間だというのに、廊ろう下かの先は紗しやがかかったような重苦しい空気が満ちている。

　バタン、バタバタバタッ……立て続けに廊下の端はしから扉とびらが乱暴に開け放たれる。

　はっきりとしない視界の先から、なにか禍まが々まがしい気配がせまりつつあった。

「お嬢じようさん、こちらですじゃ！」

　ミリセントはぐいっと腕うでを引かれ、とっさにグレンの手を掴つかむとそのまますぐ右側の部屋へと引き入れられた。

　目の前の扉が閉められると、オルボーン男だん爵しやくはさっとステッキを向ける。

　それと同時に、ダン！　ドン、バシンと濡ぬれた砂すな袋ぶくろを叩たたきつけたような衝しよう撃げきがあり、扉を破ろうとする荒あら々あらしい気配を感じた。

　ミリセントは恐きよう怖ふに身をすくめていたが、扉が破れないとわかったのか、異様な気配はそのまま突つき当たりのあかずの間へと流れていく。

　途と端たんに、低い呻うめきと哄こう笑しようが入り混じる息づかいが壁かべ越ごしに伝わって消えた。

「オルボーン男爵、いったいなにがおきてるの？」

「もう止められませんな。この屋敷の住人とて気持ちはさまざま。これまでも、あなた方ファネル家の人間に向ける感情は複雑なものでした」

　その言葉に、ミリセントははっとしたように顔をあげた。彼らがユスカリス王室に縁ゆかりの人間だったのであれば、それは当然のことだろう。

「ただ、ここにいる私やエアハート卿きようをはじめ、ほとんどの者はアルフリート様に忠誠を捧ささげた者。王子の魂が気がかりで集まっているものです。それでも、過去を失ったアルフリート様自身が、ファネル家の皆みな様さまと暮らすことを望まれていたからこそ、我々も見守って参りました」

　だからこそ、これまで彼らが自分に危害を加えなかったのだと、ミリセントはうなずく。

「……あなたたちにとって、大切なのは王子の望みなのね」

　それは〈大暗室〉のような結社とも違ちがう。

　王子の血筋を掲かかげて復ふく讐しゆうを遂とげようとするものではない、ただ失われたアルフリート王子を慕したってのことなのだ。

　──だから母さんはアルを実体化させることと、そのあとの計画を屋敷の住人たちに知られないようにしてた。

　トリシアの企たくらみは、彼らの願いを踏ふみにじる行いだと受け止められるだろう。

　ミリセントから話を聞いていたせいか、グレンがすっと足を踏み出すとオルボーン男爵とのあいだに割って立った。

　ミリセントが迷いながらも謝罪しようかと口をひらきかけたとき、オルボーン男爵はどこか陽気にアゴを鳴らした。

「もう、わかりませんのじゃ。我々も当初はこの家の人間を憎にくみもしました。苦しく長い共存生活だった時代もある。そうした積み重ねがあって、ファネル家の人間もつらかったでしょうな。それでも変化をもたらしたのはあなたの母上ですじゃ。あなたがお生まれになって、アルフリート様が『アンセル』として実体を与あたえられてから、本当に変わられた」

　しみじみと懐なつかしむように口にするオルボーン男爵に、窓からの薄うす日びが差し、生前もそうであったのだろうやさしげな表情が重なって見えた。

「屋敷の皆みんなは、昔のことをアルに伝えずに見守ってきたのね。それで良かったの？」

　ミリセントのつぶやきに、オルボーン男爵は深くうなずいてみせる。

「我々は、もともとアルフリート様の側近であり、側そば仕づかえだったものがほとんどです。聡そう明めいな王子を誰だれよりも慕い、成長を楽しみにしておりました。当時の王室には内乱が起きる前から火種はあった。ラーデュロス陛下は、教会と大司教の傀かい儡らいにされているといっても過言ではない状態でしてな。アルフリート様もそれをご存じで憂うれえておられました」

　ミリセントは思わずオルボーン男爵につめよった。その言葉はアンセルの行動の真意を知るためにも、大事なことだと思えたからだ。

「アルは、昔から教会と王室のつながりに反対だったの？」

「そうですな……彼らの狙ねらいは明らかでした。王室の権けん威いを少しでも我が物にせんという欲よく望ぼうと、当時発ほつ足そくしたばかりの議会の力をそごうとやっきになっておりました。そして王も疲ひ弊へいしておられた。長くこの地に祝福を与え、災さい厄やくを退ける聖人としての責務に追い詰つめられておられたのです」

　オルボーン男爵によって数百年前のことが語られるあいだにも、あかずの間で荒あれ狂くるった気配は窓を割り、渦うず巻まくようにして再び廊下を侵しん食しよくしていく。

　ふと、屋敷のどこかにいるセラフィナの安否が気にかかったミリセントに、オルボーン男爵は安心させるように手をかざす。

「キャトリー殿どのには、裏の通用口から出てもらいました。いまごろ騎士団の方に保護されておられるはず。あなた方ふたりも、アレが遠ざかりましたら速すみやかにここから出ていかれるといい」

　するとそれまで黙だまっていたグレンが、確かく認にんするように口をひらいた。

「聞いておきたいんだが、アンセ……ややこしいな、あなたたちにとっての王子は、当時も教会のやり方には反対していた。つまり、いまの結社とも思想は違うはず、そう思ってもよろしいのでしょうか？」

　口調は丁てい寧ねいながらも、切り込むようなグレンの言葉にミリセントはひやりとしたが、オルボーン男爵は改めて興味をひかれたようにグレンを見つめ返した。

「……たしか、あなたが『薔ば薇らの騎き士し』を継いでおられるのでしたな。なるほど、なるほど、いい面つら構がまえですぞ。無論、そう受け止めていただいて結構。いかなことがあろうとも、我らの主はアルフリート様だけ。悲運にみまわれましたが、あの方の気高さと尊さを信じているからこそ、私はここにいるのです」

　慈じ愛あいに満ちたその声に、ミリセントは思わず涙なみだがにじんだ。

　──アルを信じてる。信じてるからこそ、もう一度会いたい。声を聞きたい。

　迷っている時間はないのだと、ミリセントはぐいっと手で目め尻じりをぬぐい、グレンと真正面から向き合った。

「お願いグレン。これから『薔薇の騎士』として力を貸してくれる？　ウィレム陛下にもすべてお話しして、円盤を取り返してアルを止めたいの。結社のすることを、アルが望んでるはずないもの」

　ファネル家の務めは、前王室の魂たましいを見守るためにある。いまこそ自分でその道を選んで決めるのだ。

　そしてこの屋敷のさだめを変えるには、きっとグレンの力も必要になる。

「そうだな。この件は、ウォーベック家の血を継ぐ俺にとっても残された仕事だ。それをアンセルひとりに負わせるのは気が引ける」

　はじめはアンセルの行動を怪あやしんだグレンも、生前のアルフリート王子の話を聞いて少し考えを変えたらしい。

「おふたりを、信じておりますぞ」

　オルボーン男爵はそうつぶやくと、廊下の気配をうかがってからそっと扉を押し開く。

「さ、こちらです。やっかいなのが増える前に、ここから出ませんとな」
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　ローズグレイブホールの庭にいた兵士たちも、建物を侵食していく異様な空気を感じとっていた。

　暴れていななく馬たちに手こずりつつも、イニアスの指示のもと屋や敷しきの敷しき地ちから撤てつ退たいをはじめる。

　ミリセントたちは、奪うばわれた可能性のある『滅ほろび歌』の円盤について報告するため、再び王宮へ戻もどることとなった。

　だが、王宮へ迎むかえ入れられたものの、この時期の王室の多た忙ぼうさはやはり普ふ通つうではないようだ。

　すっかり日が沈しずみ、ふたりが再びウィレム王と接見するには日付が回ってしまう恐おそれもでてきた。

　王子の計らいなのか、賓ひん客きやく用の広い控ひかえ室へ通されていたミリセントは、気持ちが落ち着かないせいで、ついうろうろと歩き回ってしまう。

　グレンもテーブルの上においた『薔薇封ふうじ』を鑑かん定ていするように眺ながめたりしつつも、ときおり時計に目をやっていた。

「今回のことを報告すれば、教会との関係についてもう陛下も黙ってはおられないだろうな……」

　ぽつりともらしたグレンを、ミリセントは不安げに見返した。

「これまでは陛下も立場上、教会と直接やりあわれるようなことはなかったし、結社に有力者が多いこともあって、それほど強ごう引いんに組織に介かい入にゆうされたりはしなかった。もちろん、リーアン様が独自に動かれていたというのが牽けん制せいになっていたのもあるだろう」

「そうね。アルのことも、ローズグレイブホールのことも、内乱から今日までの長い時間に起きたことなのよね。でも、私たちの母親が、その流れを変えてしまったってもうわかってるんだもの。陛下にきちんとお話ししないわけにはいかないわよね」

　気持ちは焦あせるばかりだが、ミリセントは覚かく悟ごを決めてうなずいた。

「ただもし、このまま夜になってしまうようなら。君は一度ディンセル侯こう爵しやく邸ていへ戻ったほうがいい。侯爵は本当に君の身を案じてる。たぶん大祭の夜以来、ゆっくり休んでおられないはずだ」

　侯爵の名を出され、ミリセントは「あ、」と口をあけた。

「そう……よね。知らせは出してもらったけど」

　日ひ頃ごろからミリセントのことを、家族のように気に掛かけてくれるふたりだ。

　心配性しようなところがある侯爵も、家族思いのアメリアもひどく不安にさせたままだろう。

　しかし円えん盤ばんの件については、ファネル家の人間である自分にも大事な報告だ。

　その話をグレンにまかせて場を離はなれることに、ミリセントは気が咎とがめた。

　グレンが立ち上がり、口を開きかけたときだった。

「すまない、本当に待たせてしまったな。少々変則の接見があったものでな」

　そういって部屋に入ってきたのは、ウィレム王その人だった。

「ど、どうなさったんです。そのお姿は──」

　グレンがあっけにとられるのも無理はない。

　薄うす暗ぐらい色の長衣をまとった王は、そのままフードをかぶってしまえば王宮の裏方で仕える使用人か、まるで牢ろう番ばんのような出いで立ちなのだ。

「いや、君たちが調べに出たあと、リーアンもずいぶん熱心に大司教と話し合おうとしたらしいが、思うように成果がでなくてな。それで、彼を長年補ほ佐さしてきた人物に王宮まできていただくよう使いをだしたというわけだ」

　どうやらウィレム王は、トルカスト大司教の右みぎ腕うででもあった司教を召しよう喚かんしたらしい。

「まさか、陛下が直接お会いになったのですか？」

　ミリセントの質問に、ウィレム王は楽しげに笑えみを浮うかべてうなずいた。

「なかなか見ものだったぞ。これまで私自身は教会問題に直接首をつっこんでこなかったからな。国王本人からの召喚とあって、司教はおびえた子犬のようだった。もちろん、リーアンがこれまで尽じん力りよくしてくれたおかげといわねばならんな……」

　教会側にしても、王子をむげにもできないが、彼がまだ若いこともあり、どこかで軽かろんじていたのだろう。

　そこへ大司教が捕つかまえられ、王本人から召喚がかかったことで司教も観念したのかもしれない。

　老ろう獪かいな笑顔をおさめると、ウィレム王はミリセントとグレンのふたりと向き合った。

「ひとまず司教からも話は聞いてきたが、まずは君たちの報告から先に聞かせてもらおうか。ローズグレイブホールに『滅び歌』は、あったのかね？」

　核かく心しんをついた質問に、ミリセントもつい表情が硬かたくなる。

　ミリセントは一歩前へすすむと、その場で膝ひざを深く折り王に頭をさげる。

　いまは、隠かくさずすべてを告げようと心は落ち着いていた。

「申し上げます。お話をうかがった『滅び歌』の円盤は、確かにローズグレイブホールにあったと思われます。しかし、私が当主の証あかしでもある『薔薇封じ』を奪われたことで、結社の者に持ち去られてしまいました」

　ミリセントはそこまで口にすると、さらにしっかりとウィレム王の瞳ひとみを見み据すえる。

「その襲しゆう撃げきには、ユスカリス王家に連なる最後の王子の魂も関係しております──」

　このことをウィレム王に打ち明けるかは迷ったが、アンセル自身が結社の側にいて動いている以上、伏ふせておけることではなかった。

　なにより彼のことに触ふれなければ、母トリシアやエリスの想おもいや行動を説明できない。

「私の母である、トリシア・ファネルは本来なら前王室であるユスカリス王家の魂を見守る務めを任されていました。ですが、長年の責務と忠誠を母は放ほう棄きしようとしました」

　ファネル家の当主としてこの場に立つミリセントの隣となりに、いつのまにかグレンも踏ふみ出しそっと寄り添そうように立っている。

　その気配だけでも、ミリセントは支えられているようで心強かった。

　そしてひとつひとつ国王へ事実を報告するべく、ミリセントは再び口をひらく。

　かつて母トリシアとエリスが、前王室の王子の魂を再び亡なき者にしようとしたこと。

　また幼い頃ころ、無意識だったとはいえミリセント自身の手によって、さまよっていた王子の魂が実体化したことなどを説明する。

　ウィレム王はときおり質問をさしはさむだけで、静かに話を聞いてくれた。

「……本来、現王室の始まりからつづけられてきた責務です。ですから、今回の母の行いが招いた事態や責任については、私に償つぐなわせてください」

　ミリセントがすべてを話し終えると、ウィレム王はかすかに笑みを浮かべる。

「ミリセント・ファネル、君から話が聞けてよかった。母君の行いについては、各方面の意見もあるだろうが、もはや過ぎてしまったことだ。君が償うことではない、むしろ私が王家の人間としてもっと早くに取り組むべき問題だった」

「陛下……」

「しかし、ユスカリスの王子の幽ゆう霊れいが、記き憶おくをなくして執しつ事じとして君に仕えてきたとは興味深い話だ」

　面おも白しろがるような声でウィレム王は口にしたが、その声こわ音ねが一変する。

「聞かせてもらったいまの話と、捕えてあるトルカスト大司教の話が真実で、そのユスカリスの王子が『薔ば薇ら封じ』を持ち去ったとなれば、なにかしら問題は起こるだろう。それでも君は彼を助けたいと、そういうんだね？」

　ミリセントはウィレム王の問いかけに、必死でうなずいた。

「はい！　あの……アルは……、いえ、王子の幽霊は決して誰だれかをうらんだり、復ふく讐しゆうを考えたりなんてしていません。いま彼がとっている行動にも、きっと理由があるはずなんです！」

　これまで必死に堪こらえていたものの、アンセルのことが国王の口から出るとミリセントも冷静ではいられない。

　母親に関わる過去を報告することに迷いはなかった。すべては取り戻せない時間のなかで、起きてしまったことだからだ。

　それでもアンセルは違ちがう。必ず彼を取り戻もどすとティーハニーと約束し、ミリセントもそう信じたかった。

「君は、彼のことをよく知っているようだね」

「はい、彼は誰かを裏切ったり、人を苦しめるようなことを望んだりはしません」

　それだけは、ミリセントが心からウィレム王に伝えたいことでもあった。

「──なるほど。その言葉、よく覚えておこう」

　ミリセントの隣に同じようにひざまずいたグレンは、真っ直すぐに顔をあげウィレム王に問いかける。

「『滅ほろび歌』とは災さい厄やくを封じた円盤とうかがいました。陛下は、それが結社の手に渡わたることで、なにが起きるとお考えですか？」

「まさに、私もそれを確かめるべく、教会へ乗り込んでいったわけだ。無論、何百年も前に聖人と教会で作ったというどこか呪まじないめいた代しろ物ものの話だ。だが、彼らがいうことが事実であれば、その円盤があったからこそ、このリュイシャムは今日まで存続し、繁はん栄えいしてこれたということらしい。そして、『滅び歌』が使われることがあれば、聖ユスカリスによって退けられてきた災厄は解放され、この地にふりかかる。天地にはあらゆる災害が引き起こされ、木々の根は腐くさり、人は病に倒たおれるであろう……と、そういう話らしい」

　一息に、神話の一節を読み上げるような王の口調に、ミリセントとグレンは顔を見合わせた。

「陛下……それが事実なのでしたら、『滅び歌』の円盤が結社の手に渡るのはとても危険なことです」

　戸と惑まどって顔をあげたミリセントに、ウィレム王は「そうだな」と答えて太く笑んだ。

「聖ユスカリスの名とその神性に、我々エスクウィン王家もずいぶんと苦しめられたものだ」

　その声には、なにかを乗り越こえてきた者だけが持つ、おおらかなあたたかさがあった。

「君たちふたりが生まれた両家の存在や務めも、聖王ユスカリスの影えい響きようを知る当時の王室や議会によって残されてきたものだ。『眠ねむり歌』と『滅び歌』の円盤をいままで探し出して破は棄きしなかったのも、聖王の血を持たない、我々エスクウィン王家の弱さでもあった」

　意外な言葉を口にして、王はふたりをゆったりとみつめる。

「現王室は、主殺しといわれた騎き士しエスクウィンから始まるが、彼が玉座につくまでには多くの問題があったといわれている。聖王と教会、その両者とのしがらみを断たち切れないままきたからこそ、いまになってしわ寄せがきてるんだ」

　少し苦いようなウィレム王の表情に、ミリセントも過去視で知ったラーデュロス王と、彼の片かた腕うででもあったらしいエスクウィン将軍のようすを思い出す。

　聖堂の石いし畳だたみに横たわる、ラーデュロス王の亡なき骸がらを抱だき起こしたエスクウィンの表情は、痛みをこらえるようなものだった。

　──あれは、地位を奪うばうとかそういう形の謀む反ほんじゃなかったはず。オルボーン男だん爵しやくから聞いた話からしても、やっぱり聖ユスカリスと教会の関係が招いた内乱だったのかも。でも教会と〈大暗室〉が繋つながってるなら……

　ミリセントと同じ不安にたどり着いたのか、隣でグレンが口をひらいた。

「陛下、実際には『滅び歌』の影響はないとおっしゃるのですか？」

　その問いに、ウィレム王は首をふる。

「それは私にもわからん。もちろん円えん盤ばんのことに限らず、なにをして『災厄』と呼ぶかという問題も含ふくめてだ。『滅び歌』の存在が明らかにされれば、かつて聖ユスカリスの加護を失うのを恐おそれた時代と同じように、民たみは不安になるだろう。そしてこの先、不作や病を経るたびに、すべてが聖ユスカリスの加護を失ったからだと思いこむことになる」

　ウィレム王が口にすることは、ミリセントにもわかる気がした。

　国が生まれた歴史のなかで、聖なる加護は尊いものだ。

　それを誇ほこりにし、信しん仰こうの一部にすることはごく自然なことでもある。

　だが目の前の人物は、新たに国を率いていく人なのだ。いつまでも聖王の亡ぼう霊れいにふりまわされていてはいけないのだと、ウィレム王はわかっている。

「私は、リュイシャムの民をこれからもっと豊かな、満たされる場所へつれていきたいんだ」

　万ばん感かんの想いがこめられているであろう言葉に、ミリセントは胸が熱くなった。

　──過去の内乱では、きっとどちらにも言い分や思いはあったはず。でも、私はいまのリュイシャム国に生きてるんだもの。

　ウィレム王は、ミリセントとグレンの顔をゆっくり眺ながめると、そっと声をひそめるように口にした。

「これはあくまで王である前に、私の個人的な発言だが、もう過去の因いん縁ねんから解放されてもいい頃だ。ふたつの円盤のことも、現王室のなかで風化してきているからこそ、結社の動きに後おくれをとってしまったともいえる。そのこと自体、もはやこの国が聖ユスカリスの加護にすがってはいないという証あかしじゃないかね？」

　これまで穏おだやかな政策をとってきたといわれるウィレム王は、じつは誰より革新的な考え方でこの国を率いてきたのかもしれないとミリセントは感じていた。

「陛下、ですがこのまま〈大暗室〉を放っておいては危険です。彼らがユスカリスの血に狂きよう信しん的なことも、『滅び歌』を手に入れたことも事実です。そのことを公おおやけに触れてまわったり、災厄を現実にするため、結社が人々に危害を加えないとも限りません」

　グレンが控ひかえめに進言すると、ウィレム王は初めてその瞳ひとみに厳しい色を浮うかべた。

「その可能性は大いにあるだろうな。そしてもし『滅び歌』がなにも起こさなかったとしても、今度は結社が火災でも病気でも、あらゆる手段を使って国を混乱に陥おとしいれるはずだ」

　その指し摘てきにミリセントはぞっとした。

　これまで結社がしてきたことを思えば、十分に考えられることだ。

「どちらにせよ、彼らが動き、こちらに関かかわりを持ってくることは確かだ。おあつらえむきに、このあと王宮では多くの賓ひん客きやくをまねいての大だい晩ばん餐さん会が予定されている」

「毎年恒こう例れいの、冬の仮面舞ぶ踏とう会ですね」

　口にしてうなずいたグレンも、その行事のことはよく知っているのだろう。

　ミリセントもディンセル侯こう爵しやくから聞いたことがあった。

　王宮主しゆ催さいの冬の仮面舞踏会は、それは華はなやかだが招待客はかなり厳選されており、他国からもお忍しのびで参加する貴人が多いらしい。

　うなずいた国王に、グレンが提案する。

「もしお許しいただけるのであれば、リーアン様とも相談のうえ、今後の対策を考えさせていただけないでしょうか？　もちろん最終的には陛下の決断をあおぎます」

「わかった。そろそろここへリーアンもくる頃ころだろう。招待客のリストなど整理するといっておったからな。おや、私ももういかねばならんようだ」

　ちょうど扉とびらの外で「ごほん」と小さな咳せき払ばらいが聞こえたのをきっかけに、国王は再び長衣をまとった。

　そして扉に手をかける前にふりむくと、力強い声で語りかける。

「君たちに、これだけは詫わびておかねばな。今回の円えん盤ばん騒さわぎや結社のことも、すべて国王である私が処理しておくべきことだった。だからこれで終わりにしよう」

「陛下……」

　それはミリセントが打ち明けた、母トリシアの王室への裏切りともとれる行いを咎とがめないと告げる言葉でもあった。

　ウィレム王はやさしげな瞳でミリセントをみつめると、そのままグレンにも視線を移す。

「この騒そう動どうが落ち着いたら、ふたりとも自由になりなさい」

　ミリセントがその言葉に深く頭こうべを垂れて国王を見送ると、ふとグレンが手に触ふれた。

　力強く握にぎられる手にこめられたグレンの気持ちは、なにか特別なものがあるようにも感じられた。

　──そういえばグレンって、リーアン様とも親しいのよね。マクミラン家が王室御ご用よう達たしの美術商だからだと思ってたけど、陛下への接し方とかみてるとそれだけじゃないような気がする……

　ミリセントは不思議に思いつつ、グレンの手をそっと握り返した。

　そして国王の背中が扉の向こうへ消えたかと思うと、扉が閉まりきるより早く、するりとリーアンが姿をあらわした。

「やぁ、すまない。ずいぶん待たせてしまったな。やっと『仮面舞踏会』の見通しがついたぞ」

　口にしたリーアンは忙いそがしそうでありながらも、青い瞳を輝かがやかせている。

　多た忙ぼうであればあるほど、王子の顔色が生気を増して見えるのが不思議だと、ミリセントは以前から感じていた。

　その猫ねこのような瞳がちらりとつないだ手に注がれ、ミリセントとグレンは慌あわてて手をはなす。グレンが小さく咳せきばらいしつつ口にした。

「やはり、今年も『仮面舞踏会』のまま開かい催さいされるのですか？　〈大暗室〉が仕し掛かけてくるかもしれませんのに顔を隠すというのは……」

「だからに決まっている。一応招待客はリストにまとめられてるが、当日は招待状を確かく認にんするだけで仮面の下まで確認するわけでもない。そうした宴うたげであれば、間ま違ちがいなく奴やつらはなにかしてくる。そこを、迎むかえ撃うつんだ」

　リーアンの瞳にさらに強い光が宿る。

　その度ど胸きようや、臆おくさないようすが心強くてミリセントもうなずいた。

　するとリーアンは真顔でグレンとミリセントを眺めて首を傾かしげる。

「さて、ふたりにはどんな仮面が似合うだろうな」

　途と端たんにグレンが慌てた声をあげた。

「リーアン様？　まさか……」

「もちろん、ふたりの分も招待状は用意したからな。思い切りめかしこんであらわれるように。仮面舞踏会は誰だれもが贅ぜいを凝こらすからな、派手にだぞ」

　それこそリーアン王子の独どく壇だん場じようなのでは、とミリセントは思ったが口にはせず、動きやすい衣装のほうがいいかもしれないとちらりと考えた。
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　王都で仮面舞踏会の準備が進められている一方、ラズウィックにあるリンウッドテラス卿きようの屋や敷しきでも〈大暗室〉が動き始めようとしていた。

　アンセルがクレメンスとローズグレイブホールから戻もどった翌日には、運びだした『滅ほろび歌』の円盤が、リンウッドテラス卿のもとへ届けられたからだ。

『滅び歌』と離はなれることができ、アンセルはようやく深く息を吸い込む。

　ローズグレイブホールを訪おとずれたあと、円盤を馬車で運ぶ間からずっと、『滅び歌』はアンセルに不快な音を聴かせつづけ、胸を締しめつけるような痛みを与あたえていたのだ。

　──まさか『滅び歌』の与える影えい響きようがこれほど直接的なものだったとは……だから、父上も教会のいいなりに？

　父であったラーデュロス五世も、即そく位いしてからずっとこうした不快な苦しみを負ってきたのかもしれない。

　アンセル自身、『滅び歌』と対たい峙じして初めてそのことを知った。

　──もし『滅び歌』の影響が、父上が亡なくなっているからこそ私に及およんだのだとすれば、いまは私がユスカリスの血を引く者だと円えん盤ばんに認められたことになる。

　アンセル自身が即位したわけではなくとも、その円盤の作り手であるユスカリスの系けい譜ふに『滅び歌』は反応しているのだろう。

　いまだなお残る倦けん怠たい感に、アンセルはソファに沈しずみこむようにして、少しずつ呼吸を整えていた。この異様な感覚だけは、玉座についた人間にしかわからないものだろう。

　ぼんやりとする意識のなか、昨日のでき事がよみがえる。

　ミリセントから奪うばった『薔ば薇ら封ふうじ』を手に、アンセルはクレメンスをローズグレイブホールへと連れて行くことになった。

　自分がいなければ、結社の誰も屋敷のあかずの間までたどりつけないことは、彼らもわかっていたのだろう。

　屋敷へ戻り、あかずの間の扉を前にしたときには、覚えのある音色が自然と脳のう裏りを浮かんで流れていった。

　手にした『薔薇封じ』から流れ込んでくるその音色は、以前ラズウィックの湖で竜りゆうがあらわれたときに耳にしたのと同じものだ。

　──この音を、確かに私は聞いたことがある。これは『眠ねむり歌』と同じものだ。そうだ、だから『滅び歌』は長く眠っていた……この場所で。

　そしてアンセルは誰に教わることがなくとも、その音を操あやつることができた。

　頭の片かた隅すみに意識を凝らせば、どこか子こ守もり歌うたにも似たその旋せん律りつを連ねて奏かなでていけるのだとわかる。心地ここちよい音色につつまれるなかで、アンセルの手は自然と手にした『薔薇封じ』にぶら下がっている華きや奢しやな鍵かぎを握った。

　細い鍵を差し込むと、長く閉とざされていた錠じようはカチリと音を響ひびかせる。

　両扉がきしみも立てずすっと開くと、同行していたクレメンスが中へ飛びこみ、嬉き々きとして部屋のあちこちを物色しはじめた。

　アンセルもそれについで室内に踏ふみ込んだが、途端にひどくざらついた音が耳に流れこんでくる。

　淵ふちにひそんでいた獣けものたちが、いっせいに歓かん喜きのうなりをあげるような不協和音。

　それはユスカリスの系譜に連なる自分に向けられる、叩たたきつけるような憎ぞう悪おの奔ほん流りゆうだ。

　体の芯しんにやすりをかけられるように、鋭するどい痛みがおこる。揺ゆすられるような気持ち悪さと頭の痛みに、アンセルはとっさに息をつめた。

　そして、改めてこの屋敷と薔薇の主の務めを理解した。

　──ファネルの当主は『眠り歌』をこの飾り鎖シヤトレーヌにこめ、ここにある『滅び歌』を眠らせてきたんだ。そして、私もまた守られてきたのか……

　いまや夜を過ごすごとに、自分が『アルフリート』と呼ばれていた頃ころの記き憶おくも戻りつつある。

　遠い記憶にあったのは、どこか遠い父の背中だ。

　自分と父は親子としてほとんど口を利きくこともなく互いのことをあまり知らなかったように思う。それでも年ねん齢れいが十歳をすぎた頃から、周囲の言葉がよく理解できるようになった。

「陛下は教会に傾けい倒とうなさりすぎだ」

「聖人とあがめられるのも結構だが、宮中にまで奴らをのさばらせては……このままでは議会の存在意義にかかわる」

　当時この国では、領地を束ね宮中で力を握る貴族たちと、教会を拠きよ点てんとして民衆を扇せん動どうするような司祭たちとの間で、つねにいがみあいがあった。

　両者をまとめ率いるべき立場の国王は、日増しに聖堂にこもるようになり、会議の場にも姿をあらわさなくなる。

　臣下のなかには、王子である自分に擦すり寄ってくるものもいた。

　そうして貴族たちが動けば、同じように教会側もユスカリスの血を祭りあげるため王子を聖堂へと連れていこうとする。

「ご覧ください、この教会や聖ユスカリスの偉い業ぎようの数々を。これこそ王家に伝わる聖なる光ですぞ。聖ユスカリス王と我々教会によって、このリュイシャムの地は永遠に祝福が与えられるのです」

　だが、司教のうわっつらの言葉など、そのときの自分の耳にはほとんど入らなかった。

　それよりも、教会に流れるやわらかな音色の下、かすかな地鳴りが獣のうなりのような響きを帯び不安を誘さそう。

　当時の自分にとって、教会はどこかゆがんだ禍まが々まがしい気配に満ちていた。

　そうした中で、臣下や教会の人間に囲まれていた父が唯ゆい一いつ心を許していたのは、近きん侍じであり後に王立軍指揮官となったエスクウィン将軍だ。

　だが、当時のリュイシャム国では、そのエスクウィン将軍にまで謀む反ほんを選ばせてしまう状じよう況きようがあったのだろう。

　内乱が起きたあの日、なにもかも放ほう棄きしたのか、父王の心が折れてしまったのだと知ることになった。

　当事の自分はまだ幼くて、逃にげまどうばかりで大人たちの都合に振ふりまわされた。それでも、いまならわかることがある。

　──あれは、仕方のないことだった。当時はなにもかもがゆがみすぎていた。くるべき反動がリュイシャムを襲おそったんだ。

　民たみのために決起したエスクウィン将軍率いる臣下たちの裏切りに、いまやアンセルが怒いかりを感じることはない。ただ自分の無力さと、それに巻き込まれてしまった妹姫ひめの悲運だけが気がかりだったのだ。

　──ずっと、父は教会にそそのかされた心が弱い人なのだと思ってきた。でも、いまはわかる。教会は王家の力を具現化したかった。聖王の名を利用して、その権力を自分たちが操れるようにするために、二枚の円盤を生み出したんだ。

「馬ば鹿かだな……私は」

　どうして命を落とす前に一度でも、父に話しかけなかったのだろう。

　周囲の言葉に一番惑まどわされていたのは自分かもしれない。

　アンセルは幼かった自分を苦くかみ締めながら、身のうちの不快感をやりすごす。

　そしていまここに『眠り歌』と同じ作用のある『薔薇封じ』さえあれば、この気分の悪さもやわらぐのではないかと思い至り、自分の行動を思い出す。

　ローズグレイブホールであかずの間を開いたあと、クレメンスの目が離れた隙すきに、扉とびらにオルボーン男だん爵しやくが近づいていることには気づいていた。

　だが、あのとき自分は振り向かなかった。

　気づかぬふりで、彼が『薔薇封じ』を持ち去るのにまかせたのだ。

　──あのときは、屋敷の当主であるミリセント様にお返しするつもりだった。でも、たぶん私は……気づいて欲しいと願ってる。

　それは自分のなかにまだ潜ひそんでいるひそかな願望だ。

　とっくに決心したはずなのに、未練がましい己おのれに嫌いや気けがさしたが、ミリセントとの繋つながりを少しでも望んでしまう自分がいる。

　──すべては、ミリセント様を自由にするためだというのに、私は……

　気分の悪さも手伝って、アンセルの自己嫌けん悪おがいっそうひどくなりかけた頃、ちょうど部屋の扉が叩かれた。

「なんだ？」

　静かに扉がひらかれると、入ってきた従僕はこう告げた。

「リンウッドテラス様がおよびです。ですが、部屋へ向かわれる前に、お召めし物を調ととのえられるようにといいつかっております」

　身なりを整えるといわれ、従僕が運びこんできた衣装を見て、アンセルは首をひねった。

「卿きようは、晩ばん餐さん会でもひらかれるおつもりか？」

　だが従僕は無む駄だ口ぐちをたたかない主義らしく、じつに手て際ぎわよくアンセルに黒の上下を身につけさせると、その胸むなもとにシルクのタイを結んだ。

　艶つや光りのする革かわ靴ぐつに足を通し、髪かみも丁てい寧ねいにくしけずられる。

　思えば人に身なりを整えられるのもいつ以来のことなのかと、アンセルは少しなつかしい気持ちになりながら、訳もわからぬままリンウッドテラス卿の待つ部屋へと向かった。

　アンセルが招かれた部屋では、めずらしく貴婦人のように着き飾かざったリンウッドテラス卿の姿がある。

　しっとりとした黒くろ髪かみは編みこむように結ゆい上げられ、赤い花飾りが瞳ひとみの色とあいまって印象的だ。渋しぶみのある紫むらさきと沈しずんだ琥こ珀はくの繻しゆ子すのドレスは、立ち襟えりの体にぴったりとそったもので、胸もとから腰こしにかけて絹で編まれた飾り房ふさが揺れている。

　まさにこれから晩餐会かパーティに出席するような出いで立ちだ。

　いつも髪を結いもせずに、性別の判然としない衣服に身を包む彼女の、そうした装いを目にするのは初めてだった。ついアンセルも感心したようにもらしてしまう。

「そうしておられると姫ひめ君ぎみのようですね。お似合いです」

　すると少女は瞳をかっと見開いたかと思うと、アンセルをにらみつけるような視線で怒おこったように言い放つ。

「…………それは、普段の私がおかしいということか！」

「？　いえ……まぁ、あの……若じやつ干かんそうでもありますが」

　正直に答えるアンセルに、そっぽを向いた少女の耳が目に入った。

　澄すんだシトリンの耳みみ飾かざりがゆれる耳みみ朶たぶは真っ赤に染まっている。

　年とし頃ごろらしい表情に、どこか面おも映はゆいものを感じてアンセルは暗い気持ちになった。

　──彼女のこんな表情には気づくべきじゃない。いずれ私は……

　自らに戒いましめるように言い聞かせ、アンセルは硬かたい口調で切り出した。

「今日はめかしこんだ貴女あなたをエスコートせよと、そういうご用件でしょうか？」

　丁寧な口調ながらも、突つき放した響ひびきのある声に、少女の瞳はみるみる硬こう質しつさを取り戻もどし、色づく唇くちびるは冷ややかに答えた。

「そのとおり。今日そなたに同行願うのは、リュイシャム王室が行う冬の仮面舞ぶ踏とう会というわけだ」

「──それは、ただの酔すい狂きようで踏ふみ込むわけではないのですね？」

　確信を得ながらも、アンセルは問いかける。リンウッドテラス卿はやや顎あごをそらすようにして、当然だとばかりに言い返してきた。

「そなたは阿あ呆ほうか。自分がなにを手にして戻ったか十分わかっておろうに。無論、『滅ほろび歌』と『眠ねむり歌』の双そう方ほうが手に入ったからには、これからが舞ぶ台たいも本番だ。エスクウィン王室にも宣戦布告が必要になるからのう」

　リンウッドテラス卿はそこでアンセルの手を取ると、不思議そうに目の前にかざしみる。

「なるほど、肉体は戻ったと聞いたが温かいな」

　以前から自分の体は温かかったと口にしかけて、アンセルは言葉をのみこむ。

　その事実は、ミリセントだけが知っていれば十分なことだ。

　彼女がそう望んでくれたから、あの屋や敷しきでの自分は生きた人間のように体温を持ち、時間が流れていたのだと知る。

　ミリセントと共に過ごした日々。その間、自分は王子でもなく生きた人間でもなかったが、与あたえられた幸福な時間は何にもかえがたいものだ。

　アンセルの視線が過去を追っていたことに気づいたのか、リンウッドテラス卿は不ふ機き嫌げんそうにふんと顔をそらすと、「魂たましいも戻らねば、玉座にふさわしいとはいえぬ」とつぶやいた。

「それで、このまま王宮へ乗り込んでなにをするつもりです。それにいまは王室も警備を厳しくしているはず。そんなに簡単に入り込めるとは思えません」

「そなたは屋敷に引きこもっておったから、知らぬのも無理はないが。いまやリンウッドテラス家といえば、他国にまで名を知られた資産家じゃ。とっくに招待状は手にしておる。それにあの変態医者もな、ああみえて議員の子息だ。結社の者はいくらも議会に入り込んでおるからな」

　すでにこの国から簡単には排はい除じよできぬほど、〈大暗室〉の影えい響きようは大きいのだとアンセルも思い知る。

　それは目の前の少女が現王室への復ふく讐しゆうを選び、結社と教会のもとで何百年も過ごしてきた時間でもあるのだろう。

「浮うかれておる貴族どもに、今宵こよいは特別な演奏を贈おくってやろうと思っておる。これを幕開けに、リュイシャムは生まれ変わる」

「まさか、『滅び歌』を王宮に持ち込むつもりですか!?」

　思わずアンセルは声をとがらせそうになり、口をつぐんだ。

　──まだ円えん盤ばんを手に入れたばかりだというのに、ずいぶんと事を急ぐ。大司教が王室に取り押さえられたせいか……

「なんだ、もっと良い舞台を思いついたというのか？　ふたつの円盤がそろい、玉座に正統な主が戻る。『薔ば薇らの大祭』が誰だれによってもたらされた祝福なのか思い知らせるには、ちょうどいい機会だと思うがな」

　この計画を当然のものとして、アンセルを見つめ返す朱しゆの瞳には、ゆるぎない信念だけがある。

　──彼らがしようとしていることは、多くの人々を巻き添ぞえにする。恐きよう怖ふで人を支配するなど愚おろかなことだ。

　だがアンセルは目の前の少女に反論することなく、リンウッドテラス卿の手をとった。

「では、参りましょう。宴うたげに遅おくれてしまいます」
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　ささやかな冬の日が重たげな雲から落ちると、夕刻であっても夜空のような闇やみが訪おとずれる。

　王都にある大聖堂からクレイン川を挟はさみ、南西に向かった位置にリュイシャムの王宮は建っている。

　緑の多い敷しき地ちには、議事堂や騎き士したちの宿舎、司令部をはじめ来らい賓ひん用のホールなど、さまざまな施し設せつが集まっていた。

　王宮へ渡わたるための橋の両りよう端たんには、整然と警備兵が立ち、次々とあらわれる客人の馬車を迎むかえる。

　夜空の下、欄らん干かんに灯ともされる明かりで、光の橋の上を豪ごう奢しやなしつらえの馬車が走るさまは目にも楽しい光景だ。

　メインホールへとつづく石いし畳だたみを、青白いガス灯の明かりが照らし、妖あやしげな仮面の客人たちのさざめく影かげをくっきり形づくる。

　入り口では、受付係が客の差し出す招待状を確かめては迎え入れていった。

　今日の宴は身分を明らかにしないことが楽しみのひとつであるため、詮せん索さくなどは野や暮ぼのきわみだ。

　荘そう厳ごんな祝祭とはまた違ちがい、王室主しゆ催さいの豪奢なパーティは解放的な雰ふん囲い気きが好まれるのか、他国の貴族も多くつめかけていた。

　今夜ばかりは、燦さん然ぜんと並べられた銀の燭しよく台だいや趣しゆ向こうをこらした料理の数々も、そこに集つどう人々を前にささやかな添そえ物になってしまう。

　シャンデリアの明かりをわざと落とし気味にした広間では、身分を明かさない着飾った婦人たちが蝶ちようの群れのようにゆらめいている。

　雰囲気のあるゆったりとした曲が演奏されるなか、白い羽う毛もうで飾かざられた仮面をつけたミリセントはグレンの手をとっていた。

　ダンスのステップを踏みつつも、黒い仮面をつけたグレンがささやくように口にする。

「よく昨日の今日で、ディンセル侯こう爵しやくが屋敷から出してくれたな」

「もちろん、大変だったわよ。全部お話しすることもできないし」

　昨夜、ディンセル侯爵の屋敷に戻ったミリセントは、泣きはらした目のアメリアに抱だきしめられ、侯爵の憔しよう悴すいしきったようすに心から申し訳ないと謝った。

　そして今夜の宴に出るにあたっても、王室が関係する行事で鑑かん定ていに関かかわることなのだとだけ告げてきたのだ。

「そりゃ、正直に話したら、今度こそ屋敷から出してもらえないさ」

　そういってグレンが軽く肩かたをすくめる。

「あと、アメリア様にお願いしたの。グレンがお仕事で招待を受けてて、パートナーが必要なんだって。そしたら急に張り切ってこのドレスを着つけてくれたのよ。グレンが一いつ緒しよなら大だい丈じよう夫ぶねって」

　しかも『薔薇の大祭』後の仮面舞踏会とあっては、アメリアも相当張り切ったのだろう。

　深い薔薇色いろのドレスはミリセントには大人っぽすぎるような気もしたが、大きくひらいた胸むなもとに、澄んだエメラルドの首くび飾かざりが揺ゆれている。

　いつもならそこに母の形見のペンダントがあったことを思うと、少し寂さびしい気もした。

「これで君になにかあれば、俺が侯爵に殺される」

　グレンは天てん井じようを仰あおぐように呻うめいたが、ミリセントの腰こしを抱だいてターンすると、鋭するどい視線を壁かべ際ぎわに向けた。

「もちろん、表向きにはされていないが、今日の警備は厳重になっている」

「でも本当に、入場者の身元確かく認にんもなしで大丈夫だったのかしら……」
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　ミリセントはさすがに不安になって、周囲でゆったり舞まい踊おどる人々に目をやった。

　凝こった髪かみの形やドレスは、どこか普ふ段だんよりも解放的な雰囲気だ。

　誰もが笑えみを浮かべているものの、その目もとは意い匠しようを凝らしたマスクで隠かくされ、どこか秘密ありげに見える。

「もともと招待状を受け取れるのは限られた階級の人間ばかりだ。その仮面舞踏会で身元確認なんかしたら、それこそ無ぶ粋すいってものだしな。いつまでも結社を遠ざけて追いかけっこをするつもりはないと、リーアン様もおっしゃっていた。それより、俺が意外だったのはアンセルのことだけど」

　少し怒おこったような表情のグレンに、ミリセントは問いかける。

「それは、アルがユスカリス王家の人だったってこと？」

「違う。彼が君を悲しませるような真似まねをしたってことだ。記き憶おくが戻ったせいで、生きていた頃ころの気持ちを思い出したのかもしれないだろう？　妹姫ひめの話を聞いても、やっぱり普ふ通つうは復讐を考えるはず……」

「違うわ！」

　グレンの言葉を遮さえぎって、ミリセントはついステップの足を止めた。

「アルは、そんなこと絶対に考えてない」

　感情のまま口にすれば頬ほおがほてる。

　グレンに怒いかりをぶつけても仕方がないとわかっているのに、その言葉が悔くやしくて悲しかった。

　同じ時をアンセルと過ごしたこともあるグレンにそう思われることが、ミリセントにはどうしても許せなかったのだ。

「復讐だなんて、アルは一言も口にしてなかった。そうじゃなくて、ファネル家の役目と過去のことを私が気にしないようにって思ってるみたいで……」

　さらわれた夜に、アンセルと向き合ってミリセントが感じたのは、自分が遠ざけられていくという気持ちだった。

　なんとかそれを言葉にしようとミリセントは口を開きかけたが、感情がうずまいてきちんと説明できない。

「やっぱり、あいつとなにかあったのか？」

　追い詰つめるように近づくグレンの色いろ違ちがいの瞳ひとみは、仮面越ごしに見ると妖しげな輝かがやきを帯びているようで、ミリセントは思わず言葉につまる。

「違うってば。そういう話じゃなくて、別にあの夜アルになにか……」

　言われただけではなく、抱き寄せられたあとのことを思えば言葉がうまくでてこない。

　グレンに嘘うそをつきたくない気持ちに迷って、仕方なく視線をそらす。

　すると目の前に腕うでが伸のび、壁かべに手をついたグレンに閉じ込められるような格好にされた。

「本当に、アンセルのことをかばってるわけじゃないんだな？」

　耳元で聞こえた声に、ミリセントはつい体をふるわせた。

「かばってるわけじゃないわ！」

　抱きすくめられるような距きよ離りにある体を押し返して、ミリセントは仮面を直すふりで赤らんだ頬を隠す。

「本当に、違うの。アルはなにも変わってなんかない。やさしくて、責任感ばっかり強いから、なにか無む茶ちやしてるんじゃないかって心配なの」

　そう口にして、ミリセントははっと気づいた。

　──そうよ。アルは昔からちっとも変わってなんかない。きっと、打ち明けてくれた気持ちも同じ……子供の頃の約束だって、私がそのことを思い出せないあいだも、なにもいわないで見守ってくれてた。

　アンセルの気持ちを思うと、目の前が涙なみだでにじんだ。

　ふいにグレンが肩に触ふれる。それは先ほどとは違う、いたわるようにやわらかなものだった。

　ふたりは踊る人々の輪からはずれ、ソファが用意されている一画へと移動する。

　客人たちのさざめきにまじって、グレンが独り言のようにつぶやいた。

「そうだな。俺が知ってるアンセルなら……潔けつ癖ぺきで頑がん固こで、君を悲しませたいはずはない」

　願いをこめるようなその声に、ミリセントも小さくうなずいた。




　さざめきあいながら、舞ぶ踏とう会を楽しんでいた人の一画がふいに静まる。

　その場の人々の目を自然と引き寄せるのは、白い飾り羽根をつけたつば広の帽ぼう子しをかぶった青年だ。

　淡あわい青の衣装は軽かろやかで、青年のまばゆい金の髪をいっそう引き立てる。

　踵かかとの高い布ぬの靴ぐつに縫ぬいとめられた水すい晶しようが、広間の明かりに光を放ってみえた。

「あそこを行かれるのは、きっとリーアン様ね」

「顔を隠しておられてもあの気品。間ま違ちがいありませんわ」

　扇子せんすの陰かげから投げかけられるささやきや視線を意識しつつも、リーアンはゆったりとした足取りで、広間を抜ぬけ来賓用の控ひかえの間が並ぶ上階へと向かった。

　そこかしこに立っている、警備をかねた従僕たちが向けてくる視線には気づいていたが、秘密の待ち合わせを急ぐリーアンは、思わせぶりにほほ笑んで後をつけぬよう釘くぎを刺さす。

　ひとりで階段をあがり、手の中のカードにちらりと視線を走らせると、リーアンは己おのれの顔がやや強こわ張ばっているのがわかった。

　カードに記されているとおり、突つき当たりから三つ手前の扉とびらがごく薄うすく開いている。

「入るぞ」

　ノックではなく、小さく声をかけてリーアンは扉を押し開いた。

　なかは薄うす暗ぐらく、しばらく目が慣れるまでリーアンはその場に立ちつくす。

　闇やみのなかに少しずつ家具の輪りん郭かくが浮うき上がってくると、窓の側そばにある人ひと影かげに気づいた。

　庭からの明かりにうっすらと照らし出された人物は、リーアンより頭半分ほど上背がある。

　黒曜石を思わせる黒くろ髪かみに、仕立てのいい礼装を身につけている。

　目もとを覆おおうそっけないほどシンプルな白い仮面は、彼の深い紫むらさきの瞳をいっそう引き立てているようだ。

「まさか、本人からお招きをいただくとはね。アルフリート王子」

　普段めったに緊きん張ちようすることなどないリーアンではあったが、ふり返った青年が仮面をはずすのを目にして、大きく胸が打つのを感じた。

「こちらこそ、勝手に忍しのび込んだうえ、貴方あなたを呼びつけるなどという不ぶ躾しつけをお詫わびもうしあげます」

　とても静かなその声は、リーアンが以前ミリセントの屋や敷しきを訪ねたときと同じ、品良く落ち着いた響ひびきがある。

「君とこうして会うのは、初めてではないね」

「あのときの私は、自分が何者であるかも知りませんでした。ですが、いまは貴方の前で偽いつわりを口にするつもりはありません」

　むかいあったふたりの王子のあいだに、わずかな沈ちん黙もくが降りる。

「今日この場所に、君がアルフリート王子としてあらわれたということは、大きな意味があるんだろう？　君が〈大暗室〉のもとにいることは、ファネル嬢じようから聞いている。そのことを、彼女はとても心配していた」
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　リーアンの言葉に、アンセルはわずかに動どう揺ようを見せたが、すぐにその瞳は落ち着きを取り戻もどし、ひたと据すえられた。

「私がいま貴方の口から聞きたいのはただひとつ。この国に、いまなお薔ば薇らの加護が必要だと考えているかどうか。それだけです」

　それはリーアンの予想もしない問いかけだった。

　リーアンはまばたきひとつせずに、眼めの前の菫すみれ色いろの瞳を見つめかえす。

「加護は確かにあったものだ。かつてのこの国は過去の輝きの上に成り立ってきた。私自身はそれを蔑ないがしろにする気はない。だが我々も、いつまでも失われた聖王にすがらねばならぬほど、脆ぜい弱じやくな政まつりごとを敷しいているつもりもないんだ。時間は流れている。先達をうやまいはするが、それらがすべての正解であり正義になるとは思っていない。それは貴方もよくご承知のことだろう」

　リーアンの迷いのない言葉に、アンセルはやや沈黙したあとわずかにうなずいてみせた。

　その表情は、ほんのわずかだがほっとしたようにさえみえた。

　リーアンは言葉を継つごうとしたが、目の前の青年はすっと影かげのように音もなく近づくと、すれ違ちがうように扉へと向かう。慌あわててリーアンは背後をふり返る。

「待ってくれ、貴方はなにを望んで現世に想おもいを繋つなぎとめてる？」

　リーアンに向けられた、澄すんだ紫の瞳には、ただ静かな決意が宿っていた。

　復ふく讐しゆうや、まして再び玉座を脅おびやかす人間のものではないとリーアンにもわかる。

「リーアン王子。貴方と同じことです。私も貴方も、この国に望むことは変わらぬはず」

　アンセルはふっと口をつぐむと、少しだけ声を落としてつづけた。

「……私の、私自身の望みは、いただいた名前のまま、あの方のお側そばにありたかった」

　ささやくように告げて、寂さみしげな笑えみを浮かべたアンセルは、身を返すと音もなく扉の向こうへ消えた。

　わずかな明かりが入る部屋のなかで、リーアンはその言葉の意味を探さぐる。

　──私が、この国に望むもの。そして彼が選びたかったのは『アンセル』の名。

　リーアンは素す早ばやく廊ろう下かに出ると、駆かけ出しそうになる足を極力抑おさえて大広間を目指した。
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　その頃ころ、まだすっかり本調子ではないミリセントは、グレンに無理をしないようにと気づかわれ、ソファに座っていた。

　閉とざされた大窓は、冷たい冬の外気と広間の人の熱気に挟はさまれ、いくつも露つゆを浮かべている。

　踊おどっている人たちが減ってきた頃、ミリセントはソファのそばを通り過ぎていったふたりに目をひかれた。

　ふと視線を向けると、ずいぶん小こ柄がらな少女がかすかに振ふり向き、その黒い仮面の下に印象的な赤い瞳ひとみが見えた。

　──なんか、いまの子を見たことあるような……それに、あの男もなんだか──

　顔が黒い仮面に覆われていたうえ、すぐに通り過ぎてしまっただけに確信はもてないが、整えられた乾かわいた金の髪かみと細い顎あごの線に覚えがある。

「まさか、クレメンス……？　あの隣となりにいる子って」

　ミリセントが思わず立ち上がり、グレンが首を傾かしげる。

「どうした？」

「一いつ瞬しゆんだったからわからないけど。知ってる女の子だった気がするの。ほら、前にもギンシェルのマジックの舞ぶ台たいを見に行って、私が舞ぶ台たい裏うらで逃にげ回ったことがあったでしょう」

　その話にグレンもマーブルホールでの騒そう動どうを思い出したらしい。

「そんなこともあったな。君がセリの穴から落ちて、結社の奴やつらに追い回されたときか」

「あのときに、結社の人たちを従えてるみたいな女の子がいたの。さっき通りすぎた女の子が同じ目の色で珍めずらしかったから。それに隣にいた男の人、クレメンスに似てる気がして……」

「クレメンス!?　いや、でもありえるな。彼の父親は議会の要人だ、招待状を手に入れることだって──」

　同じく立ち上がったグレンも、せわしなく周囲を見回す。

　ちょうどそのとき、広間の中央に幾いく人かの人間が出てくると、簡易舞台を設置しはじめた。

　どうやらこれから、隣りん国ごくフィリグラーナから招かれた、宮きゆう廷ていお抱かかえの楽団や奇き術じゆつ師たちによるステージがはじまるらしい。

　それを見ようと集まりだした客人に、グレンも思うように消えたふたりを見つけられないようだ。

　舞台の中心を取り囲むように人ひと垣がきがつくられ、囁ささやきや視線がそこに集まる。

　その最中、壁かべ際ぎわをそっと近づいてきた人影にミリセントは驚おどろいた。

「リーアン様」

　仮面をつけていても、そのきらびやかな容よう貌ぼうに気づかないはずもない。

　当人は唇くちびるの前に指を立てると、周囲をそっと見回した。

　人々の視線がいまは広間中央に集中していて助かったというように、ミリセントに近づいてくる。

「さきほど、アンセル……いや、アルフリート王子と話をした」

　ミリセントの耳元で小さく告げられたその名前は、同じく身を寄せたグレンにも聞こえたらしい。

「まさか、おひとりで!?」

　グレンが血相を変えると、リーアンはさらに「しっ」と沈黙を促うながす。

「彼から招待を受けたんだ。あれはあくまでも、私個人に話をしてくれたんだと思っている……だが、」

　王子がつづけようとしたそのときだった。

　広間の壁かべに備え付けられたパイプオルガンの音色が、ホールの天てん井じように響き渡わたった。

　シャンデリアの硝子ガラスまで震ふるわせるような、荘そう厳ごんな音色は人々のさざめきも吹ふき飛ばしてしまう。もちろんミリセントたちも、オルガンの音色の他ほか、なにも聞こえなくなった。

　会話を中断せざるを得ない状じよう況きように、リーアンがもどかしげに眉まゆをひそめたが、奏かなでられる音にあわせたように、大広間の入り口が開かれる。

　すると軽快な打楽器や鈴すずの音が鳴り出し、天井の明かりがいっせいに消された。

　壁際にぽつぽつと置かれた燭しよく台だいの明かりが際きわ立だつと、独特の雰ふん囲い気きをかもしだす。

　リーアンもそのようすが気になったのか、ミリセントとグレンに目配せするとそっと人垣に近づいていく。

　そして軽快な音楽にのせて、開け放たれた扉から、子供のように小柄な道どう化けたちが踊るように跳はねながら、飾かざり立てた手押し車と共に入場してきた。

　人の後ろから目をこらすミリセントにも、その荷台の箱は大人がすっぽり入ってしまうほど大きなものだとわかる。

　最後に大人の背せ丈たけの二倍はありそうな、白いマントに仮面をつけた巨きよ人じんが、独特の足取りでゆらりゆらりと入ってきた。

「あんなに大きくて、どうやって入り口から入ったの……」

　唖あ然ぜんとする人々の前をその巨人はゆきすぎると、おじきをするように縮んで伸のびてと不思議な動きをみせた。

　やがてあたりの照明が小さく絞しぼられ、ちょろちょろと動き回る道化たちだけが明るく照らしだされる。

　光のなか、目をひく道化たちの奇き抜ばつな衣装やふるまいは、なぜかミリセントの不安を誘さそった。

　──なんだろう、なんかやな予感がする。

　道化のひとりが布を強く引くと、滑なめらかに布は床ゆかに落ちた。

　そこには胡桃くるみ材で作られた、大型の自動演奏楽器があらわれる。

「リーアン様、まさかあれは円えん盤ばんを奏でるために……」

「変だな。こんな出し物は予定されていなかったはずだ。もちろん、外部から持ち込まれる荷物検査は行っていたんだが」

　緊きん迫ぱくした声でつぶやくリーアンの隣で、グレンも目を凝こらし低くもらす。

「部品を分けて持ち込んだのかもしれません。音源の円盤は古くても、それを奏でる楽器はいくらでも作り変えられます」

「イニアスを呼ぼう、衛兵の配置を……」

　リーアンの張りつめた声に緊きん張ちようが走るなか、マントをゆったりとはためかせ巨人が動いたかと思うと、入り口がにわかに騒そう々ぞうしくなった。

「止まれ!!　侵しん入にゆう者だ……」

「早く、応おう援えんを！」

　ホールの外の暗がりで、衛兵の叫さけび声があがったかと思うと、道化たちが入ってきたのと同じ大扉から、勢い良く馬の蹄ひづめの音が近づく。

　光のなかに漆しつ黒こくの馬体があらわれると、そこにいた観客たちは悲鳴をあげて逃げ惑まどった。

　馬上の人物は、腰こしにあった剣けんをすらりと抜ぬくと、仮面の巨人の足もとを切りつける。

　とたんにバランスを崩くずした巨人が床に倒たおれると、中に入っていたらしい道化が竹馬を放ほうり出し逃げだす。

　床に硬かたい音が響ひびき、金属のようなものが転がる音があがった。

「これは、演出じゃないな」

　即そく座ざに近きん侍じの数人がリーアンの姿を見つけて駆かけ寄ると、ミリセントたちも一いつ緒しよに騒さわぎから遠ざけられる。

「リーアン様。まさかあれ」

　ミリセントが指さした先を転がっていくのは、薄平たい円盤だった。それは転がる先で待つ馬上の男の手につかまれる。

「そなた、裏切るのか！」

　背後から少し高い響きで放たれた声の持ち主を見て、ミリセントはあっと息をのんだ。

　それは先ほど広間ですれ違ちがった赤い瞳の少女だった。

「あの子やっぱり。……それに、となりにいるのはたぶんクレメンスよ」

　誰だれもが仮面をつけているだけに判然としないが、確信はある。

　グレンも身を乗り出すと「間ま違ちがいない。クレメンスだ」とつぶやいた。

　人々が悲鳴をあげ、出口へと殺さつ到とうするなか、黒馬にまたがった侵入者はそのまま庭へとつづく大窓に向かって馬を走らせた。

　黒くろ髪かみの下にある白い仮面ではっきりとはわからないが、それがアンセルであるとミリセントは確信していた。

「どうして……アル!?」

　激しく硝子が割れる音が響くと、馬はそのまま大窓を抜け庭へと駆け出していく。

「あとを、追わないと！」

　だが出入り口は混乱した客人たちでごったがえし、破られた窓の向こうでも兵士が走り回っている。

「ミリセント、こっちだ。リーアン様は入り口には近づかず、近この衛えから離はなれぬようにしてください」

　この騒ぎのなか、王子に万一のことがあってはいけないと、グレンも厳しく言い渡してから窓のあるほうへと向かった。

「ミリセント、足はまだ痛むか？」

　足の怪け我がを気づかわれたものの、ミリセントは平気だとうなずくと、黒馬の消えた後をおってグレンとふたり走り出した。

　破られた窓から庭へ出ると、そのまま正門のある方へ伸びた石いし畳だたみを駆ける。

　しかし正門にたどり着く前に乾かわいた銃じゆう撃げきの音が響き、あたりにさらに緊張が増す。

「怪あやしいものは即そつ刻こく取り押さえよ！」

「客人たちに慌あわてぬよう伝えろ。だが、正門からは出さないよう説明を」

　鋭するどく命じるイニアスの声が聞こえ、さらに兵士たちが駆け出す。

　グレンとミリセントも、兵士に取り押さえられる前にとイニアスに駆け寄った。

「リーアン様はご無事だ。ここはどうなってる？」

「いま、一頭の馬が正門を突とつ破ぱした。まさか窓から抜けてくるとは思わなくて、くそ！」

　イニアスは乱暴にもらすと、台無しにされた舞ぶ踏とう会の広間を悔くやしそうににらみつける。

「とにかく追っ手は出したが、やはり来らい賓ひんに〈大暗室〉の関係者がいるとなれば、簡単には王宮からだせない。これから対応に追われることになるな」

　苦々しくイニアスが口にした直後にも、裏口から駆けてきた若い兵士が告げた。

「イニアス隊長、先ほど裏の通用口から検問を振ふり切って駆け出した馬車があります！」

「……ったく、なにしてるんだ。すぐに入り口を封ふう鎖さして、馬車の出入りを禁じてから客人を建物に戻もどせ」

　鋭く命じたあと、イニアスがグレンに尋たずねる。

「いったい、なにが起きてる？　広間の外で警備にあたってたが、まさか馬がつっこんでくるとは思ってもみなかったぞ」

「わかってる。どうやら結社の内部でも仲間割れがあったようだ。俺とミリセントは、先に逃にげた馬を追いたい。たぶん、リーアン様が懸け念ねんされておられた物を持って逃げてるはずだ」

　それ以上聞かずとも事態を察することができるのは、イニアスが王子付きの近衛ならではだろう。

「わかった。馬車をすぐ出してやりたいが、詰つめかけてる客人の前だと、よけいな騒ぎになりかねないからな──」

　迷う間にも、正門前には武器を手にした衛兵たちが立ち並び、客人に安心と安全を説き伏ふせようとしている。

「じゃあ、こっちにきてくれ」

　なにか思いついたらしいイニアスについていくと、喧けん騒そうから離れて通用門を通り、王宮の外がい壁へき伝いに細い階段へと出た。

「これは、どこへ繋つながってるんだ？」

　狭せまい幅はばの階段を下りていくイニアスの背にグレンは問いかけたが、ふり返らないままイニアスは答えを返した。

「あくまで、急場の措そ置ちだからな。ここから先に小船がある。通常まずここを使用することはないんだが……。対岸に渡わたればそこに兵舎があるから、ふたりは馬車を用意してもらってくれ」

　宮きゆう殿でんへと繋がる大きな橋を後方に見て川岸の細い道をいくと、薄うす暗ぐらい水面に小船が浮ういているのがわかった。

「俺はまだ王宮内での指揮があるから一緒にはいけない。もちろんここが収まり次し第だい、すぐに向かう。十分気をつけていってくれ」

　心残りがあるような表情で、イニアスはグレンになにか細長いものを渡した。

　どうやらそれは、近衛団長としての印が入った徽き章しようのようだ。

「ありがとう。必ず、リーアン様をお守りしてくれ。〈大暗室〉との決着はここでつけよう」

　グレンがイニアスと腕うでをぶつけあうようにして意志を伝えると、ミリセントの手をとり小船に乗り込んだ。

　夜空の下、川の流れに沿って船が岸を離れる。

　頼たよりは手て渡わたされた小さな角灯カンテラひとつだ。

　離れていく橋の上では、ときおり銃じゆう声せいらしき音と兵士の怒ど鳴なり声が聞こえる。

　ミリセントは暗く冷たい夜空を見上げてぎゅっと唇くちびるをかみ締しめた。
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　ミリセントとグレンを乗せた馬車は夜のなかをひた走り、北東へと伸のびる街かい道どうを駆けつづけた。

　川をいくらか下って馬車を出せたことが幸いしたのか、ふたりは騎き士し団の追っ手よりも早くアンセルを追えているようだ。

「アンセルは馬でどこへいくつもりなんだ？」

　グレンの問いに、ミリセントは不思議と答えを知っているような気がした。

「アルが、もし『滅ほろび歌』を持っているんだとしたら、向かう場所はラズウィックだと思う。この道をいくなら間違いないわ」

　実際に馬車は橋を渡って北東へ向かう街道に向かっていた。

　なによりアンセルの過去を知るいまとなっては、行き先はそこしか思いつかなかった。

「でも、クレメンスと一緒にいた女の子って誰なのかしら……」

　ミリセントにも少女の正体はわからないままだったが、クレメンスと一緒にいたということは、結社の計画に関かかわっているということだ。

　アンセルに対して『裏切り』という言葉を発したことも気になる。

　馬車はひたすら駆けつづけていたが、外は暗く場所の見当がなかなかつかない。

　それでも、空気がひときわ冷え込み、木々の影かげが濃こくなってくるに連れ、ミリセントにもそこがグレンの義あ兄にの邸てい宅たく近くだと気づいた。

　夜空になお黒々とそびえ立つのは、石づくりの古い塔とうだ。

「王女の肖しよう像ぞう画がの鑑かん定ていで視みえたのもこのあたりよ。フィーラメイア王女は、あの石の塔に幽ゆう閉へいされてたの。それに、アルが落ちた湖も……たぶんここから少し離れた場所」

「そうか、ここはジーンの屋や敷しきのあたりだな」

　グレンが馬車を止めさせようとしたときだった。

　荒あら々あらしく何頭もの馬の気配が近づいたかと思うと、取り囲まれる気配がある。

　ミリセントとグレンを乗せた馬車は激しく揺ゆれ、急停車した。素す早ばやく外をのぞいたグレンが、とっさに懐ふところに手をやる。

「まずいな、たぶん結社の奴やつらだ」

　グレンはミリセントを背にかばうようにしたが、馬車を囲む人ひと影かげはあまりに多く太た刀ち打ちできそうにない。

　黒尽ずくめの装束で馬に乗っているのは、〈大暗室〉の人間だと思われた。

　馬車を降ろされると、無言の男たちにふたりはそれぞれ腕を拘こう束そくされ、さらに湖こ畔はん沿いを歩かされた。

　すっかり日も暮れたせいか周囲のようすもよくわからない。

　ミリセントは自分が連れて行かれる先に、いくつか明かりが灯ともっていることに気づいた。

　途と中ちゆうでグレンの姿が見えなくなり不安になる。

　──どうしよう、グレンだけ別の場所になんて。もし銃じゆうを持ってたら逆になにかされるかも……無む茶ちやしたり、逆らわないでいてくれるといいんだけど。

　嫌いやな想像ばかりがふくらんだが、どうやら自分はこのまま湖のあるほうへ連れていかれるらしい。

　両りよう脇わきを押さえこんでいる男たちふたりに、引きずられるようにして進むと、その先にふたつの人影がみえ、ミリセントは声をあげた。

「アル！　いるんでしょう!?」

　その声にふり返ったのは、少し手前に立つ黒くろ髪かみの少女だった。

「やはり、追ってきおったか。ファネルの娘むすめ、こうして会うのは二度目だな」

　以前にも出会った目の前の少女が、どうして自分を『ファネルの娘』と呼ぶのかミリセントはいぶかしむ。

「気づかぬのも無理はない。私がシャロウトゥリル・リンウッドテラス卿きようじゃ。薔ば薇らの復活こそが望みの我々にとって、そなたたちほどうとましい存在もなかった。だが、こうなれば多少の役には立つかもしれん」

　少女が細い指で招くようにすると、ミリセントは男たちの手で前に押しやられた。

「アルフリート王子、見えるか？　そなたがこのまま勝手をするのであれば、この小こ娘むすめは望まぬ末路をたどることになろうな」

　鋭するどい声は冷たい風に乗って、暗がりに投げかけられる。

　少女が手にした角灯が長い影を照らし出し、その先にアンセルが立っていた。

　アンセルの左手は布にくるまれた大きな包みに添そえられている。

　大きくうすべったいその中身がなんであるかは、ミリセントにもすぐ想像がついた。

　──やっぱり。王宮に『滅び歌』はもちこまれてたんだ。でもアルはそれを奪うばってここへきた……リンウッドテラス卿の態度をみても、アルは結社を裏切ったってこと？

「アル。『滅び歌』を結社に渡さないために……？」

　やはり彼を信じたことは正しかったのだと、ミリセントはアンセルに駆かけ寄りたいのをぐっと堪こらえる。

　だが、その声に返ってきたのは、リンウッドテラス卿に向けられた突つき放すようなアンセルの言葉だった。

「ミリセント様を放してください。彼女はもうこの事態に関わりはないといったはずです」

　しかしそんな言葉も耳に入っていないのか、少女はミリセントの腕を強く引くと、背後に目配せした。

「クレメンス、お前なら良く知っておろうな？　人間のどこに刃は物ものをあてれば一いつ瞬しゆんで絶命できるかを」

　その呼びかけに、背後にいた男たちのなかから歩み寄る影があった。

　暗がりから近づく男の眼鏡めがねの縁ふちが、角灯を反射して光る。

「えぇ、よく存じておりますとも。長引かせるのも、取り返しがつかないようにするのも、じつに簡単なことですから」

　さして足音も感じさせず、クレメンスは抜ぬき身の細いナイフを持って、ミリセントに寄り添うように立つ。

　途と端たんにアンセルの表情がこわばった。

　ミリセントはクレメンスをにらみつけようとしたが、首筋にひやりとしたナイフが押し当てられ、ほとんど首を動かすこともできない。

「わかるであろう。いまならまだ間に合う。『滅び歌』はそなたのものだ。それが奏かなでられてこそ、ユスカリスの血の証明ともなる。主殺しのエスクウィンの所業を忘れたか!?　なぜ奴らを助けるような真似まねをする！」

　いら立ちと怒いかりを含ふくんだリンウッドテラス卿の言葉が、悲痛な叫さけびへと変わった。

　アンセルは痛ましげに眉まゆをしならせると、手にした布包みを持ち上げる。

　はらりと布が落とされると、鈍にぶく重たげな真しん鍮ちゆうの円えん盤ばんが姿をあらわした。

　かすかに湾わん曲きよくを見せるその表面には、小さな突とつ起きが細かく並んでいる。

「駄だ目めよ、アル。それを渡わたさないために、ここまできたんでしょう」

　こうして〈大暗室〉と対たい峙じするアンセルを目の前にして、ミリセントはその気持ちが痛いほどわかった。

　──アルは、きっとはじめからこうするつもりだったんだ。円盤を破は棄きしなければ、今度はティーハニーが狙ねらわれるかもしれない。なのに、私……話も聞いてあげられずに、いまもアルの足手まといにしかならないなんて。

　ミリセントはなんとかリンウッドテラス卿の手をふりほどこうとしたが、クレメンスの冷たい指にあごを強くつかまれた。

「お嬢じようさん。いくら私が優ゆう秀しゆうな医師でもね、ここをざっくりいってしまえば手がほどこせない。それは、目の前の王子様だってお望みではないでしょう？」

　クレメンスにまといつくような声でささやかれ、ミリセントは嫌けん悪お感かんに顔をゆがめる。

　ミリセントの目の前で、アンセルは心を決めたようだった。

「その男が汚きたない手で彼女に触ふれるなら、リンウッドテラス卿、これを貴女あなたにお渡しできなくなりますが……？」

　怒りを秘ひめた眼まな差ざしで円盤を片手に近づいてこようとするアンセルに、少女がゆっくりと歩み寄る。

　角灯が照らすリンウッドテラス卿の細い影は、アンセルに伸のばされる魔ま物ものの爪つめのようだ。

「アル！　渡しちゃ駄だ目め」

　ミリセントが叫んだときだった。小さく違い和わ感かんのある音が耳に触れる。

　やさしく奏かなでれる澄すんだ旋せん律りつに、視線を左右に動かしたミリセントは、それが自分の腰こしにつけた飾り鎖シヤトレーヌから聞こえてくるのだと気づいた。

「これ……前にも」

　覚えのある音色とその感覚は、ミリセントがローズグレイブホールへ来て『薔薇封ふうじ』に認められたときのことを呼び起こす。

　──あのときも、薔薇の飾りに触れた途端なにか視みえたはず。

　ミリセントはとっさに身じろぐと、腰にある『薔薇封じ』に指を伸ばした。

　クレメンスがいぶかしみ、ミリセントの腕うでをつかもうとしたときだった。

　いくつも乾かわいた破は裂れつ音が夜空に響ひびく。

　銃じゆう声せいだと気づきミリセントが身じろぐと、クレメンスの体がぐらりと傾かしぎ、その場に膝ひざをついて顔をゆがめた。腕を押さえているところをみると弾たまがかすめたのだろう。

「すまない、遅おそくなった」

　木々の暗がりから駆けつけてきたのはグレンだ。

　その背後に盾たてや小しよう銃じゆうを構えた騎き士し団の面々も見える。

「グレン……良かった」

　グレンの無事な姿と、王宮から後を追ってきた騎士団の兵士たちにミリセントはほっと体の力が抜けた。

　しかし、自分の前にはリンウッドテラス卿の姿があり、さらにその向こうにアンセル、そして背後は湖へせり出した崖がけになっていた。

「ふたりとも観念するんだ。後ろには騎士団が控ひかえている。王宮に入りこんだ結社の人間は残らず押さえられた。もう君にできることはない」

　その言葉に、リンウッドテラス卿の瞳ひとみがぎゅっと憎にくしみにゆがむと、アンセルが手にしていた『滅ほろび歌』からも唸うなるような鈍い音が流れ出す。

　──まるで彼女の憎しみに『滅び歌』が喜んでるみたい……

　それはミリセントの脳のう裏りに流れる『眠ねむり歌』を飲みこもうとするような、重圧と悪意に満ちたものだ。

　ミリセントは迷わず、『薔薇封じ』に手を触れた。

　まぶたを閉とざせば、『眠り歌』の旋律が鮮あざやかに響き出す。暗くら闇やみの視界に光の点があらわれ複雑な軌き跡せきを描えがいた。

　まるで光が芽め吹ぶいたような流線は、暗い世界をまばゆく照らしだす。

　やがて光の流れにあわせたように、なつかしい旋律がミリセントの身のうちに流れだした。

　以前にも、さまよう魂たましいに眠りを与あたえたこの歌がどういうものだったか、ミリセントにもわかる気がした。

　──そうよ、この歌が……『眠り歌』。『薔薇封じ』にこの歌をこめたのはきっとリアエスタで……あの屋や敷しきで失われた魂を悼いたみ、やすらかな眠りを願ってファネルの一族はつづいてきた。

　そのことに気づいた途端、ミリセントの唇くちびるから自然と言葉が漏もれていた。




「永遠の　息吹いぶきをひとつ吐はきなさい　鎮しずめ、魂のあらゆる迷いよ


十字路を違たがわず歩み　眠りなさいその園そのに　小鳥の歌を耳に　花の香かおりにつつまれて」






　歌うようにやわらかな音でつぶやくと、全身が快い風に包まれる。

　草の匂においを感じてうっすらまぶたをひらくと、そこには以前に一度だけ視た眼下に広がる王都の街並みがあり、大聖堂の鐘かねが響き渡る。

　──リアエスタは移ろいゆくリュイシャム国を見守って、それでもユスカリスの一族を忘れないよう、その魂が憎しみに狂くるわないよう見守ってきた。

　この飾り鎖シヤトレーヌはその誓ちかいの証あかし。

　──もう、忘れたりなんてしない。あの屋敷のことも、アルとの約束も。

　ミリセントがまぶたを開いたときだった。

　ガチン

　硬こう質しつな音がはっきりと耳に届いて、ミリセントは背後をふり返る。

　音を立てたのは、そこに立つグレンが手にする銃じゆう『薔ば薇らの騎士』だった。

『薔薇封じ』と連動しているその銃は、さまよう死者の魂を消しよう滅めつさせる力がある。

　いまの音は『薔薇封じ』に反応した『薔薇の騎士』に弾だん丸がんが装そう填てんされた音だ。

　グレンの色の異なる双そう眸ぼうが、迷いをふり切るような光を浮うかべていた。

　その銃じゆう口こうが狙い定める先には、リンウッドテラス卿きようの赤い瞳があり、たぎるような憎しみが灯ともっている。

　闇やみ夜よの松明たいまつのように、リンウッドテラス卿の瞳がひときわ明るさを増すと、その手がケープの中に差し込まれた。

「ミリセント！」

　グレンが叫んだ途端、少女の向こうにいたアンセルもまた叫ぶ。

「撃うて！」

　ガチッと硬かたい音を立て、『薔薇の騎士』の銃口が光を放った。

　ミリセントは考える隙すきもないまま、ただ少女の立つ方向へと身を投げ出した。

　自分がなにか叫んだ気がしたが、『眠り歌』と『滅び歌』、ふたつの音色が互たがいをのみこもうと鳴り響き、他ほかのなにも聞こえない。

　目の前の少女の肩かた越ごしに、驚きよう愕がくしたアンセルの顔が見える。

　伸ばされた右みぎ腕うでがリンウッドテラス卿の腕をつかみ、引き寄せようとするのがわかった。

　──アル、アル！　アンセル!!

　何度も叫んだつもりだったが、それを耳にするより前に、ミリセントは自分の体を光の弾丸が貫つらぬくのがみえた。

　形も重みも感じられないまま、光はするりとミリセントの背から胸へと体を通り抜ぬけ、リンウッドテラス卿の体をはじきとばす。

　小こ柄がらな少女の体を受け止めるようにしたアンセルごと、光はふたりを貫きそこで途と絶だえた。

「アル！」

　半ば悲鳴になった自分の声が、遠く頭のなかで響いている。

　わずかに見開かれた紫むらさきの瞳が、夜の湖へと遠ざかるのが妙みようにゆっくりと感じられた。

　少女と円えん盤ばんをその腕に抱だいたアンセルの姿は、まばたきひとつの間に視界から消える。

　不気味なほどの静せい寂じやくのあと、断だん崖がいのふちに小さく水音があがった。

「やだっ……、アル！　アル──ッ!!」

　ミリセントは地面にへたりと座りこんだまま、膝ひざで崖の縁ふちへと這はうように進んだが、背中から抱きとめられ動けなくなる。

　その腕がグレンのものだと気づいても、ミリセントはもがくことをやめられない。

　崖の先に広がる虚こ空くうに、涙なみだまじりにアンセルの名を叫さけびつづけた。
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　しばらく湖が見下ろせる崖に座り込み、動こうとしないミリセントの側そばにグレンは付き添そっていた。

　泣きはらした目で、暗い水面をにらみつづける彼女の横顔には、悲しみだけではない、怒いかりにも似た感情がある気がする。

　グレンは声をかけられないまま、ただ、その右手をしっかりと握にぎることだけは忘れずにいた。

　視線が虚うつろなミリセントは、大切ななにかがすり抜けてしまったようで、あまりに脆もろく不安定だった。

　──後こう悔かいはしない。あいつは「撃て」といった。

　頬ほおが痛むような冷たい夜空の下で、グレンは固い地面を拳こぶしで殴なぐる。

　──わかってたなら……ミリセントのことが大事だったなら、どうしてあんな真似まねを。

　ミリセントの『薔薇封ふうじ』に『薔薇の騎士』が反応したということは、目の前にいたふたりは眠りを与えられないさまよえる魂だったということになる。

　それでも、ここへきてはっきりしたことがある。

　アンセルの行動は王室に禍か根こんを残してのことではなかった。むしろ結社の行動を知り、利用される立場だからこそ彼は動いたのだ。過去を清算するために。

　やがて馬車が近づく音が聞こえ、イニアスとその後ろにシルヴィアが温かそうな毛織物を手にしてあらわれる。

　シルヴィアはミリセントに駆かけ寄ると、その体を包むように抱き寄せた。イニアスがいたわるように声をかける。

「ファネル嬢じよう。リーアン様からのご命令もある、夜が明けたらすぐに湖に捜そう索さく隊を出そう。きっとふたりを見つけてみせる」

　その言葉に、ミリセントはのろのろと顔をあげた。

「さぁ、ミリセント立つんだ」

　グレンになかば抱かかえられるようにして体を起こされ、ミリセントはようやく湖に背を向ける。

　グレンと共に馬車に乗り込んだあともずっと、ミリセントは遠ざかるラズウィック湖をふり返りつづけていた。




　グレンはミリセントをディンセル侯こう爵しやく邸ていに送り届けると、そのままイニアスたちと一いつ緒しよに王宮へ向かった。

　すでに夜よ更ふけのため、ひっそりとした回かい廊ろうを接見の間へ向かったが、従僕のひとりが近づいてくると、リーアン王子の待つ一室へ連れて行かれる。

　部屋にはぐったりとソファにもたれ、手のひらで目もとを覆おおっている王子の姿があった。

「リーアン様、ご無事でなによりです。その後、王宮のほうでの騒さわぎは？」

　髪かみを乱し、やや疲ひ労ろうをにじませたリーアンは、グレンの声に顔をあげると深いため息をついた。

「もう……それは大問題だな。他国からの客人を招いた外交の場でこの騒ぎだ……しかも今回のことは、父上も私も議会には報告をいれていない」

　その言葉に、グレンは思わずソファへと詰つめ寄った。

「なっ、無断だったのですか！」

　結社がからむ事件となれば、大きな危険があることは予測できたはずだった。

　そのあまりに無む謀ぼうな行動をとったのが、リーアンのみならず国王までもと聞いてグレンは顔色を変える。

「……怒ど鳴なるなというのだ。仕方がないだろう、あの土ど壇たん場ばで議会に結社の問題をあげていたら、いつまでたっても事態はすすまないうえ、舞ぶ踏とう会は延期されてる可能性も高かった。そうなれば、さらに〈大暗室〉が周しゆう到とうな計画を立てることも考えられたからな」

「確かに今回のことは、彼らにも焦あせりがあったように思います。ユスカリスの象しよう徴ちようとなる王子の魂たましいと、『滅ほろび歌』が手に入ったことで計画が具体化したのでしょう。それに、大司教をこちらに押さえられていることも引き金になったかもしれません」

　〈大暗室〉はこれまでも不ふ穏おんな事件を多く起こしてはきたが、これほど大だい胆たんに王室に仕し掛かけてくるような真似はしなかった。

　だがふり返ってみると、ミリセントに姿見の鑑かん定てい依い頼らいをして以降、彼らの動きは徐じよ々じよに大きくなり、王室を意識したものになっていた気がする。

「きっかけは、ファネル家当主の不在ともいえるな。このことは父上もとがめだてはしないとおっしゃっていたが、ローズグレイブホールの守り手の不在によって、あの場所に王子の魂があることや、二枚の円盤の存在を嗅かぎつけられたのかもしれない」

　そう告げられると、グレンも自分がミリセントと出会った妙なきっかけは必然だったのだろうかと思えてくる。こうしたことがなければ、実母や生家の名についても、知らぬままだったかもしれないのだ。

　彼女が鑑かん定てい士しの仕事を選んだのは偶ぐう然ぜんだったかもしれないが、それもまた自分とミリセントを強く引き合わせた絆きずなのひとつだ。

「これから、しばらくは忙いそがしくなりそうですね」

「そうだな。かなりの数の構成員を取り押さえたが、あのクレメンスという男がどうにもやっかいだ。しかも議員の子息らしいな……」

　リーアンのため息の原因は、議会はもちろん、隣りん国ごくの招待客までも調査の対象としなければならないことだろう。取り調べも簡単に進むはずがないことは想像できる。

「もしこのままリンウッドテラス卿きようの身み柄がらが湖から発見されなければ、クレメンスから詳しよう細さいな情報を聞き出す必要があるでしょうね」

「そうだな。本当はアルフリート王子を救出できれば、なによりなんだが……」

　リーアンも湖での顛てん末まつをイニアスから報告はされているせいか、やはりそれが気がかりのようだった。

「捜索はもちろんつづけるが、その間にも面めん倒どうはおきそうだな。大司教との面談を重ねてるうちに、結社の構成員のなかにリュイシャム王室にも縁のある、ウェアハイド公こう爵しやくも名を連ねていることがわかった」

　その言葉にグレンも絶句する。

「それは、しばらく議会も混乱するでしょうね」と相づちをうつことしかできなかった。




　それ以降、グレンは王室でリーアン王子と接見することも叶かなわなくなった。

　国内外を含ふくめ、この騒そう動どうを収めるため国王も王子も多た忙ぼうを極きわめているせいだ。すでに教会へは議会の審しん問もん会が入り、〈大暗室〉の支部も見つかり次し第だい、調査が入っているらしい。

　今日も結社の情報を得るために、グレンはスターナイツ騎き士し団の支部である一室に足を運んでいた。

　客室に通されていたグレンに、スターナイツ唯ゆい一いつの女性騎士、シルヴィアがお茶をテーブルに並べながら尋たずねる。

「それで、ミリセント様はいかがされてますの？」

　尋ねていいことなのかと迷いながらも、聞かずにはいられないのだろう。

　〈大暗室〉が舞踏会を襲しゆう撃げきしてから、すでにひと月が過ぎていた。

　ミリセントも当時負ったケガや体調は整いつつあったが、やはり湖での一件以来、ときおり思いつめたような瞳ひとみをしていたり、虚ろな表情を浮うかべていることも多かった。

「ミリセントはそれなりだな。元気にしてるし、いまは支し度たくで忙しそうだ」

　グレンの言葉に、シルヴィアは少しだけとがめるように眉まゆを寄せる。

「本当に、ミリセント様はフィリグラーナに留学されるんですか？　マクミラン様もそれでいいとお考えでいらっしゃるの？」

　不安そうなシルヴィアに、グレンは言葉に詰まる。

　──俺だってまだ信じたくない。結局大祭あとから今日まで、鑑かん定てい結果も伝えられてない。だいたい、いまから留学したとして……戻もどってくるまで何年かかるか……

「でも、その留学の話を持ってきたのってグレンなんだろ？」

　突とつ然ぜん、部屋に漂ただよう深刻な空気をぶち壊こわしながら、イニアスがパンケーキをほおばりつつ部屋に入ってくる。

　グレンはぐしゃりと前まえ髪がみをかいて、やけくそ気味に口をひらく。

「……あぁ、そうだよ。俺が勧すすめたんだ。大祭のあと、セシルがミリセントのレポートをディンセル侯こう爵しやくから受け取って学院へ持ち帰ったんだ。それで、バントン教授にも話を通して推すい薦せん人をふたり揃そろえたっていうんだから、黙だまってるわけにもいかないだろう」

　グレンにとってはかつての教師であり師し匠しようでもあるセシルは、公おおやけにはできないが屈くつ指しの贋がん作さく師でもある。その実力や素す性じようはミリセントも良く知っているところだ。

　──決めるのは俺じゃない。それはわかってる。それに、鑑定に向き合ってきたミリセントの姿勢は本物だし、さらに学びたいという気持ちも本心のはず。

　なによりグレンが考えたのは、ミリセント自身のためにも、いまは環かん境きようを変えたほうがいいのかもしれないということだった。

「もちろん、ミリセント様がご自身で選ばれることは大切ですわ。でもマクミラン様はご自身の気持ちから、お逃にげになったりしておられませんね？」

　口調はやわらかなものの、思わぬ鋭するどさで切り込まれたグレンに、隣となりに立っていたイニアスが手にしていた紅茶のカップを取り落とす。

「シルヴィア。君……それは、踏ふみ込みすぎっていうか」

　女性ならではなのか、女騎士だからなのか、思い切った言葉はもちろんミリセントを心配するからこそのものだろう。

　転がったカップが床ゆかにふりまいた紅茶を拭ふくために、「布ふ巾きんをとってまいりますわ」と、シルヴィアは小さく会え釈しやくして部屋を出て行く。

「いや、いいんだ」

　グレンはそう答えながらも、またも自分の胸に問いかけつづけるはめになりそうだと心の内で嘆たん息そくした。

　──逃げるつもりなんかない。

　それでもよくわかっている。いまはどうしても分が悪いのだ。

　アンセルの存在がミリセントの心に大きく居座ってるいまは。

　自分の気持ちを告げたところで、まともにとりあえるはずもないだろう。

「で、ファネル嬢じようはいつフィリグラーナに発たつんだ？」

「あぁ、学院の冬季休きゆう暇かがあけるのにあわせて編入することになりそうだ。学生寮りように入る手続きもあるし、三日後にはリュイシャムを出る」

　あまりに早い出立にイニアスも驚おどろいたらしい。

「そりゃ……急すぎないか。いや、でもそのほうがいいのか？　うーん……留学の件は、リーアン様も喜んでおられたけど、しばらく会えないのは残念だって」

　王宮でも忙しい取り調べがつづくなか、イニアスもリーアン王子を支えてがんばっているようだ。

「もちろん、彼女は修学すれば戻ってくる。いや、俺も迎むかえにいくつもりだ」

　きっぱりとそう口にすると、イニアスはなにか感じ取ったらしく、笑えみを浮かべて納なつ得とくしたようすだ。

「ふぅん。そっか……グレンがねぇ、そういうのか。なら、いいんじゃないのか？　そのときにはきっと、シルヴィアと一いつ緒しよに樽たる酒ざけ持って駆かけつけると約束しよう」

　楽しみだと笑ってくれたイニアスの笑顔に力づけられ、グレンは気がかりを問いかける。

「で、やっぱり湖からはなにもみつからずか？」

　結局、事件のすぐあと、湖からはリンウッドテラス卿の身柄は救出された。

　しかし不思議なことに、少女はここ何年もの間の記き憶おくがすっぽりと欠落しており、五年前に教会に孤こ児じとして保護されてからあとのことは、なにひとつ覚えていなかったのだ。

「そうだな、あの結社の女の子が見つかったあとは収しゆう穫かくなしだ。来月には湖の捜そう索さくも減員されて、結社の支部調査へ人が増やされることになる。あのラズウィック湖ってのも、ちょうどあの崖がけの下あたりの水深が深くてな。しかも底のほうは流れが速いみたいだ。人間はもちろん、『滅ほろび歌』の円えん盤ばんもどこかへ流されてしまってる可能性が高い。リーアン様も、結社がまた探し出すんじゃないかと気にされておられたが、ちょっと事情がかわってきた」

「事情？」

「あのクレメンスって男がな、牢ろう獄ごくへ書しよ籍せきの差し入れを許可する代わりに口を割った。なんでもあの円盤は、ユスカリスの血筋に連なる人間でなければ使うことができないらしい。自動演奏楽器にかけて音を出したとしても、それはただの音楽なんだそうだ」

「ユスカリスの人間だけが……だから、〈大暗室〉は前王室の魂たましいを探してたのか」

　それが事実であれば、やはり湖に消えたアンセルの生死を確かく認にんするのが何よりの優先事じ項こうにも思える。

「だから『眠ねむり歌』とやらの円盤も、ラズウィックの聖王廟びように戻された。あっちのほうは害がないみたいだからな」

　イニアスの言葉にグレンもほっとしつつも、複雑な心境だった。

「わかった。このことは、また時間をおいてミリセントにも伝えておく」

　グレンは、後日王宮へ顔を出すことを約束し騎士団の支部を出ると、そのまま馬車で郊こう外がいへと向かった。
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　グレンの乗った馬車がローズグレイブホールへ着くと、すでに気配を察していたのか、なかからメイドのセラフィナが出で迎むかえてくれた。

　その後ろには、ショールを巻いたミリセントの姿もある。面おも差ざしが少し瘦やせたようにもみえたが、顔色は悪くない。

「荷造りは進んでるのか？」

「うん。少しだけ庭で話してもいい？」

　そう告げられ、グレンはミリセントと連れ立って屋や敷しきの庭へと歩き出した。

　午後に差し掛かかったばかりのローズグレイブホールの庭は、ほのかな日差しがあり枯かれ葉を落とした木々が明るく照らされている。

　穏おだやかな空気のなか、先に小道を行くミリセントがくるりとふり返って口をひらく。

「そうそう、私がここを出たら屋敷を閉めることにしたの。このあとセラフィナは、イニアスさんたちの騎士団支部で働くのよ」

　思わぬ話に「それは想像してなかった」とグレンが驚くと、ミリセントは小さく笑った。

「セラフィナってすごく肝きもが据すわってるし、口も堅かたいから向いてるはずだってシルヴィアさんから声がかかったみたい」

　確かに〈大暗室〉の急きゆう襲しゆうにもあれだけの対応をしてみせ、ミリセントを救い出すまで落ち着いて助力してくれただけある人材だ。

　いまもセラフィナは、ミリセントの留学の荷物手配のため、忙いそがしくしているようだった。

　庭の中央近くにあるベンチに腰こしを下ろしたミリセントは、少しだけ迷ったようすで口を開いた。

「ここに帰ってきたときね、屋敷の皆みんなももういなくなってたの。オルボーン男だん爵しやくも、エアハート卿きようも誰だれもいないから急に静かになっちゃって……でも、家具や部屋はそのままだから、余計に変な感じよ」

　それでも、予感めいたものはあったのだと、ミリセントは寂さびしそうに口にした。

「誰の姿もないし、もちろん話もできないんだけど。ときどき、気配みたいなものを感じることがあるの。なんていうか残像みたいな、昔にあったんだろうなってわかる光景が視みえたりして。前に母さんがペンダントに残していったのと似てるけど、それよりもう少しぼんやりしてるかな」

　ミリセントが言いたいことがわかるような気もして、グレンは庭から見えるローズグレイブホールへと視線をやった。

「それは、過去の時間がこの屋敷に焼きついてるってことか。でも、もう彼らがいないってことは、残ってた幽ゆう霊れいたちも園そのへ旅立ったってことなのか？」

　いまや幽霊の存在を否定できなくなってしまったグレンにとって、さまよう魂たましいたちが姿を消すということ自体、答えがでない疑問のひとつだ。

　以前の自分なら「死んだ人間はただの遺体だ」と言い放っただろう。

　だが、そうした魂と言葉を交かわし心に触ふれたいまとなっては、そんなふうに突つき放す気持ちにはなれない。

「前に、ここにいる幽霊は心残りがあるってアルにも聞いてたの。もし、オルボーン男爵がいってたみたいに、アルが王子だった頃ころに仕えてた人たちなら、アルの魂がいなくなってしまったから、ここにいる理由がなくなったってことなのかもね……」

　ミリセントが口にした言葉に、グレンは返事につまってしまった。

　するとミリセントはきゅっと背を伸のばすと、小さく息をついて笑みを浮うかべる。

「あのね、私がいつまでもアルのこと諦あきらめきれないんじゃないかって、グレンは心配してくれてるんでしょう？」

「そりゃ……してないっていったら嘘うそだけど」

　図星を指されながらも、ミリセントが口にした思わぬ言葉に、グレンは問うように首を傾かしげた。

「これは、もしもの話なんだけど……ローズグレイブホールの皆が園に旅立てたのなら、それはアルの魂が望むべき場所にあるから安心できたのかもしれないって、考えるようにしてるの……」

　ミリセントの言葉はグレンにあることを気づかせた。

「そうか……そうだな。確かに、心残りがあると姿も消えない幽霊は多かった」

　そうしたさまよう魂を消しよう滅めつさせるために、自分が持っている銃じゆう『薔ば薇らの騎き士し』があるのだとグレンは思い当たる。

　だが『薔薇の騎士』にこめられた銃じゆう弾だんこそが、アンセルの体を貫つらぬいたのだ。

　その光景が甦よみがえりかけた途と端たん、ふいに胸むなもとにミリセントがぶつかるようにして、グレンはぎゅっと抱だきしめられた。

「ごめんなさい。湖で結社に捕つかまったときのこと。あのあと、グレンだってずっと複雑な気持ちだったはずなのに。『薔薇の騎士』のことも、私を助けようとしてくれたんだってわかってる」

「ミリセント……」

　自分もまた心配されていたのだと知り、グレンはミリセントの背に腕うでをまわした。

「ここに帰ってきて思い出してたの。アルってグレンとは口くち喧げん嘩かばっかりしてたけど、それも素す直なおなアルの一面かもしれない気がして嬉うれしかった。グレンもあの騒そう動どうのなかでアルを信じてくれてたのに」

「仲が良かったかどうかはともかく」とグレンは口にしそうになって、自分に向けられる冷ややかな紫むらさきの瞳ひとみを思い出し口をひらく。

「そうだな。俺たちはまだ、あいつに向き合っていく時間が必要だ」

　なくしたものはあまりに大きい。ミリセントにとっても自分にとっても、日常は大きく変わってしまった。

「だから、私も留学を決めたの。忘れるためにここから離はなれるんじゃなくて、ここへ戻もどってくるためにいくつもり。前にグレンがいってくれたでしょう。私の過去視の力があれば違ちがってみえてくる真実もあるはずだって……その意味がわかった気がしたから」

　ミリセントもあの日からずっと考えていたに違いない。

　そしてただ悲しむだけじゃなく、彼女のなかでとっくに答えが出ていたのだと知って、グレンは苦く笑しようした。

　──敵かなわないな、ほんとに。

　誰よりも過去の重みを知るミリセントだからこそ、これまで自分が過ごしてきた人たちとの時間を本当に大切にする方法を知っている。

「俺も見送りにいくから」

　ミリセントを抱きしめる腕にグレンはぎゅっと力をこめた。そのやわらかさとぬくもりを離しがたく感じて、気づけば唇くちびるを寄せていた。

　冬の庭で触れ合った熱にはっとして、グレンはミリセントを解放する。

　ミリセントの頬ほおに赤みが差し、みあげてくる緑の瞳がやさしくほそめられた。

「学院から手紙を書いてもいい？」

「もちろん。俺も仕事でフィリグラーナには行くから、学院にも顔をだす」

　それからは他愛たわいない話やいくつか約束を交わしながら、ふたりは午後の庭で過ごした。
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　春が二度巡めぐり、リュイシャムは花の季節を迎むかえていた。

　王都ベルフィールドでは、中央広場にある聖堂の鐘かねが変わらず時を告げている。

　それでも、いまや教会に出入りする司教たちの顔ぶれはがらりと変わった。

　リュイシャム王室を揺ゆるがした、『薔薇の大祭』に関連する〈大暗室〉の騒動から二年の時が流れる間に、王室や議会は着々と動いていた。

　何度も議会が招しよう集しゆうされ、さらには隣りん国ごくフィリグラーナの議会をも巻き込んで、何度も討議の場が持たれることになった。

　両国の王と女王はもちろん、第一王子であったリーアンも教会の動きを注視してきた功績を認められ、事態の収しゆう拾しゆうに深く関かかわり多た忙ぼうを極きわめた。

　教会の封ほう建けん的な体質やその健全化が求められ、トルカスト大司教とは対立する派は閥ばつからも代表者が選ばれることとなり、今後教会の行事や催もよおしについては、議会からの査察員が必ず介かい入にゆうすることとなった。

　そして教会とつながりを持った〈大暗室〉については、解体されたと発表された。

　だが、聖ユスカリスを掲かかげた教会の一派とは別に、秘密結社の存在はすでに政治や他国にまで及およぶ影えい響きよう力を持っている。

　その形を変えることはあっても、結社の存在そのものが消滅してしまうことはないだろうとグレンにも想像はできた。

　そしてグレンは久しぶりに、とあるパーティの招待状を手に、リーアン王子の離り宮きゆうを訪ねていた。

　二年の間にすっかり背の伸びたリーアンは、結社の事件以来、外交の場に立つこともふえたせいかずいぶん大人びて見える。

　それでも、強い光を秘ひめたような瞳や口調は変わらない。

「久しぶりだな、グレン。こないだの審しん問もん会での召しよう喚かん以来か」

「えぇ、その節はありがとうございました」

　事件以来何度もひらかれてきた審問会には、ときに隣国からの要人が臨席することもあり、かなり慎しん重ちような証言が必要とされる。

　舞ぶ踏とう会への侵しん入にゆう者を追つい跡せきした顛てん末まつについて、その場にいた目もく撃げき者のグレンも召喚されることが何度かあった。

　だが、リーアンや国王とは事前に相談した結果、ファネルの屋や敷しきについての詳しよう細さいや、『還かん命めいの書』については伏ふせられたままになっている。

　なにより世間が注目したのは、リュイシャム国議会の議員であるウェアハイド公こう爵しやくへの議会追放と領地没ぼつ収しゆうの処しよ罰ばつや、クレメンス侯こう爵しやくの三男であるクリス・クレメンスが投とう獄ごくされたことだった。

　そうした世間的に注目される人物への刑けい罰ばつを公おおやけにしたことで、国民や他国への体てい裁さいを整えることができた。

　なによりグレンにとっては、世間の目にミリセントがさらされることなく事後処理を済ませたかったのだ。

「なに、せっかく隣国で学んでいるファネル嬢じようを、ああした場に呼びだすなど意味のないことだ。それに結社が執しゆう着ちやくしたのが王子の魂たましいだといったところで、あまりに狂きよう信しん的すぎるからな」

「えぇ、それについてはフィリグラーナ側もほとんど信用していませんでしたね。『眠ねむり歌』の円えん盤ばんが手元に残ったのが幸いしました」

　結局、舞踏会で騒さわぎになった結社の計画は、『眠り歌』と対ついになった『滅ほろび歌』の円盤をめぐってのものとして処理され、それもまた湖で消失して以来発見されてはいない。

　しかしリーアンやグレンが心配したのは、ペンダントの存在だった。

「どちらかというと、やっかいなのは『還命の書』だからな。あれの存在がもし他国に知られれば、どれだけ刺し客かくを送られても不思議はない。ただ、あの男がこちらの条件に納なつ得とくしてくれた以上、しばらくは投獄しておくことになるだろう。クレメンス侯爵議員には気の毒だけどね。ご子息の監かん督とく不行き届きということだ」

　物ぶつ騒そうなことをさらりといってのけたリーアンに、グレンも声を低めた。

「では、あれの処分はもう実行されたと？」

「あぁ、あの御ご仁じんならやり遂とげてくれるはずだ。誠実で、世界の秘密を愛せる人間だからこそ、まかせられた。それはそうとグレン、この招待状を持ってきたってことは、彼女はもう？」

　王子の鮮あざやかな青い瞳が、嬉しげにきらめく。

「まだ少しあちらでも仕事が残っているとかで、戻ってくるのはもう少し先ですが」

「そうか。それで、グレンは肝かん心じんなことを伝えたのか？」

　好こう奇き心しん旺おう盛せいな猫ねこのように視線を投げかける王子に、グレンは「……個人的なことですから」と深刻な表情で眉まゆ根ねを寄せた。

「ふぅん。まぁ、仕事と同じぐらいがんばることだ」

　そう口にすると、リーアン王子は笑いを噛かみ殺すようにして、手にした招待状に目を落とした。

　カードには翌月に行われる予定のパーティについて、『ミリセント・ファネル鑑かん定てい士し　開業祝賀会のご案内』と記されていた。

「これまでの顧こ客きやくや、これから顧客になるかもしれない方、お世話になった大切な方々をお招きしたいということです」

　グレンの言葉に、リーアンもにっこりと笑えみを浮うかべた。

「私も楽しみだ、彼女と再会できるのが」
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　無事にフィリグラーナ国立美術学院での生活を終えたミリセントは、ようやく帰国の日を迎えていた。

　就学中も、セシルの口ぞえでいくつか鑑かん定ていの仕事をこなしたこともあり、別れは寂さびしい気もしたが、鑑定士としてひとり立ちするのはこれからなのだ。

　大きな運河を下る船に乗り、半日ほどの船旅を終えると、長く離れていたリュイシャムの地を踏ふむ。

　入国の手つづきや審しん査さを受ける間にも、その手順がずいぶん変わっていることに、ミリセントは月日の流れを感じていた。

　──結社のことなんかもあったから、他国からの出入りには荷物の検査が厳しくなったのよね。

　出で迎むかえの人々でごったがえす船着き場に、まっすぐな声が響ひびいた。

「ミリセント！　こっちだ」

「グレン」

　駆かけ寄ると、以前よりさらに面おも差ざしが大人びたグレンと目線の高さが変わっている。

　だが、その表情はどこか憮ぶ然ぜんとしたものもはらんでいて、原因がわかっているミリセントはついうつむいてしまった。

「よく戻もどったな、といいたいところだが。ようやく俺の前に立つ気になってくれたのか？」

「あの……やっぱり怒おこってるわよね？」

「そりゃあ、学院へ訪ねていけば不在ばかり。君はこの二年の間、休きゆう暇かの合間にも戻ってこない。なのに手紙だけまめに届くから、セシルとの楽しい毎日とこき使われっぷりが、じつによく伝わってきたよ」

　きびきびとしたグレンの声に、以前講義を受けていた頃ころのような居い心ごこ地ちの悪さを感じて、ミリセントはしゅんとうなだれる。

「俺は、今日ここに迎えにこないほうが良かったか？」

　ふいに深い響きを帯びた声に、ミリセントは顔をあげ、思わずグレンの外がい套とうの袖そでをつかんだ。

　じっと注がれる青と琥こ珀はくの視線をまともに受け止めるのは久しぶりで、思わず頬ほおが火ほ照てるのがわかる。

「違ちがうの。ぜんぜんそうじゃないの……！　二年の間にグレンが六回も会いにきてくれたのもわかってる、すっごく嬉うれしかった。休暇に帰国しなかったのは、侯爵様夫妻がしょちゅう訪ねてきてくださるのと、休暇の間にあっちで仕事を受けていたからで……」

　ミリセントはますます小さくなって言い訳を重ねながら、つかんだ袖を離はなせなくなる。

「あとは……グレンに会うのが恥はずかしかったの」

　そう漏もらすと、グレンは「は？」と口にしたきり絶句した。

　訳がわからないのも当然だろう。

　なにしろミリセント自身もそうとう混乱したのだから。

「学院で授業を受けるでしょう。グレンの講義でも基き礎そ的なことは教わってたから、復習にもなってとても助かったの。でもそのせいかわからないけど、授業を受けるとグレンのことも思い出しちゃって……そしたら急になんか会うのが怖こわいっていうか」

　講義の間、教師の言葉はときにグレンの声へと変化して、ミリセントのなかにグレンへの気持ちもよみがえらせた。

　当初はひとりで赤くなったり涙なみだぐんだりする、ずいぶん妙みような生徒だったに違いない。

　毎日そんな生活を送っているうちに、どれだけ自分がグレンに与あたえられ、いまもその声を聞きたいと願っているのか、思い知らされてしまったのだ。

「それにセシルさんも、面会に来てくれたグレンに会ったりしたら、リュイシャムへ帰りたくなるはずだって脅おどすから」

「なるほど……あの人はよくわかってるみたいだな。俺のことが……」

「──え？」

　気難しげな表情だったグレンの瞳ひとみが近い。

　抱だき寄せられたのだと気づいたときには、唇くちびるを重ねられていた。

　息苦しくなるほど抱きしめられ、深くなる口づけに心までぎゅっと熱くなる。

　解放されたときにはその場にへたりこみそうになり、ミリセントは思わずグレンの腕うでにすがった。

「グ……グレン、ここ船着き場」

　支えられながらミリセントは周囲を見み渡わたすが、国境近くの港だけに、こうした風景も珍めずらしくはないらしい。特に人目を集めてはなさそうだ。

「俺は気にしない。えぇとだな……つまりセシルがいいたかったのは、いまみたいな君をみたら、俺が連れて帰ってしまうだろうっていう、そんな意味だ」

　ふわふわと酔よったような頭で、必死にグレンの言葉を捕つかまえたミリセントは、さらに頬を赤くした。

「鑑定結果もいえずじまいだったな」

　そうグレンが口にするのを、ぼうっとしたままみあげる。

「ミリセント、君が好きだ」

　グレンの鑑定結果にしては、あまりにも簡潔で短い言葉だった。ごまかしも嘘うそもない、真ま面じ目めな声でグレンはさらにこう告げる。

「結けつ婚こんしてくれ」

「けっ……こん？」

　ミリセントは口を閉じるのも忘れて、唖あ然ぜんとしてグレンを見つめ返す。

　──いまのって…………グレン、いま結婚っていったの？　いましてるのって鑑定結果の話よね？　それでいきなり結婚!?　でもまだ仕事のこととか……ほかにもいろいろグレンにいわないといけないことがあるし。だいたい、私まだグレンに好きだって……

「はい」

　自分の喉のどからもれた小さな返事に、ミリセント自身驚おどろいて思わず周囲を見回した。

　──は……？　いまのって私の声よね!?　へ……返事しちゃった。

　まだ自分の気持ちも伝えていないのにと、動どう揺ようしつづけていると、再びグレンにきつく抱きしめられる。

　肺から空気が押し出されて、胸に甘いような震ふるえが走った。いまの返事が、素す直なおな自分の気持ちなのだとミリセントにはわかっていた。




　数年ぶりの再会に、約束を交かわしたふたりが王都に戻ると、甘い空気も消し飛んでしまうような生活が始まった。

　ミリセントが開業するにあたっての登録手つづきや、これまで関かかわってきた顧客への挨あい拶さつはもちろん、パーティの招待状の整理と、やることは山積みだった。

　さらにはリュイシャムでの競売所にもなれるため、グレンと何度も足を運んだ。

　ふたりで話しあった結果、まずはミリセントが鑑定士としてひとり立ちすことを優先しようとグレンも同意してくれた。当面は、それぞれに仕事をこなすことになっている。

　そうした日々がまたたく間に過ぎると、かねて予定していたミリセントの鑑定士としてのお披ひ露ろ目めパーティの日はやってきた。

　会場はマクミラン家所有のホールを借りることになっており、朝から大勢の使用人が準備に追われている。

「ミリー、もう支し度たくはすんだの？」

「はい、アメリア様」

　ミリセントがホールの控ひかえ室でドレスを着つけられるのを、ディンセル侯こう爵しやく夫人のアメリアが見守っている。

　伸のびた髪かみをゆったりと結ゆいあげたミリセントを、目をほそめてアメリアが褒ほめてくれた。

「本当に、綺き麗れいになったわねミリー。もう大人の女性ね、その渋しぶい緑のドレスがとてもしっくりみえるわ」

　身につけているドレスは、これから女性鑑かん定てい士しとしてひとり立ちするミリセントに贈おくられたものだ。その贈り主はグレンの義母であり『ファルファーレ』の経営者でもあるアンジェリカだった。

　今後ミリセントが仕事をしていくうえで、ディンセル侯爵はもちろんアンジェリカも後こう援えん者として名乗りをあげてくれた。

　いつも贈り物をいただいてばかりだと恐きよう縮しゆくするミリセントに、アンジェリカはいかにもやり手らしくこういってのけた。

「これは贈り物と同時に投資でもあるの。あなたが活かつ躍やくして名を知られれば、社交界でも女性鑑定士に注目が集まるのは必至よ。もちろんそのとき身につけてるのは私のドレスってのが当然でしょう？　むしろ積極的に着てもらわなきゃ」

　ミリセントも、今日は胸を張って大広間へでていかなくてはと自分に言い聞かせる。

　不安をのぞかせるような鑑定士に用がある客などいない。そうしたことも、学院にいる間教師となってくれたセシルに、さんざん叩たたき込まれてきた。

　鏡に映る自分の表情を引き締しめながら、ミリセントは自分の背後に映るセラフィナに声をかけた。

「でも、残念だわ。セラフィナも今日はドレスを着て参加してくれると思ったのに」

　かつてローズグレイブホールで使用人として働いていたセラフィナも、いまはすっかりスターナイツの支部になじんでいるらしい。

　いつもと変わらぬ地味なグレーの仕事着で、ミリセントの身の回りの小物を整理していたセラフィナは、以前と変わらぬ同じ落ち着いた口調で答える。

「招待状をいただいたのは本当に光栄です。でも、今日のような日にだからこそ、私も自分に務まる仕事をしたいですから。さぁ、本日のエスコートはマクミラン様がしてくださるのでしょう？」

　そう言葉を切ると、めずらしく淡あわいほほ笑えみを浮うかべてセラフィナは小声で告げた。

「もちろんエスコートは、この先もずっとでしょうけども」

「な……んで、知ってるの!?」

　ミリセントが悲鳴のような声をあげたのも無理はない。

　グレンに結婚を申し込まれたのは、ミリセントが今日のこのパーティを迎えるほんの十日前のことで、アンジェリカにもまだ報告していないことだったのだ。

「わかった、シルヴィアさんね。一昨日おととい会いにきてくれたとき、あんまり質問するから……」

「まずはご婚こん約やくですね。おめでとうございます」

　周囲に聞こえないように、そっと耳もとにささやかれる声は、くすぐったくも嬉うれしいものだった。

　せっかく意気込んだ表情がまたたくまに赤く火ほ照てってしまい、ミリセントは「ふぅ」と息をつく。グレンに気持ちを告げられたときは、ただ舞まい上がる思いだったが、まさか結婚まで申し込まれるとは考えてもみなかったのだ。

　──でも、グレンも仕事のことは協力してくれるっていうし。今日からがほんとの始まりなのよね、がんばらなきゃ！

　ミリセントが、いまも忘れることなく持ち歩いている薔ば薇らの飾り鎖シヤトレーヌでドレスを仕上げ終えると、セラフィナが送り出してくれる。

　廊ろう下かのすぐ脇わきに立っていたのは、隙すきなく身なりを整えたグレンだ。

　額にやや落ちかかるダークブロンドの髪と、まぶしいようなホワイトタイ。

　そうした姿は凜り々りしくてつい目をとめてしまうほどだ。差し出された手て袋ぶくろをした手を取ると、グレンが尋たずねた。

「どうした？」

「あ、うぅん。ちょっと緊きん張ちようしてるだけ」

　俺がついてるというように、グレンはミリセントの手の甲こうに唇くちびるを落とす。

　──う～、嬉しいけど……なんか別の意味で顔が赤くなってる気がするんだけど！

　ミリセントが必死に表情を取り繕つくろうと、グレンは小さく笑った。

「わかった。こっちのほうがいいんだな、『今日のパーティが終わったら、フィリグラーナでの成果をみせてもらおう』。ひさびさの講義にしようか」

　講師の口調で告げられ、ミリセントも笑みがこぼれた。

「わかった。気を抜ぬかないようにする」

　しっかりとグレンの手を取れば、これからはじまるパーティに胸が騒さわいだ。

　広間でミリセントの鑑定士としての経歴や紹しよう介かいが読みあげられ、本日の主しゆ賓ひんとして会場に迎むかえられる。
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　いっせいに自分に注がれる視線にひるみそうになったが、グレンの気配が側そばにあるおかげか、却かえって気持ちがしゃんとした。

　来場者と、招待客のひとりひとりに挨拶をしてまわるうちに、さすがに疲つかれを覚える。

　シャンデリアの明かりにあてられたのか、グレンに休きゆう憩けいをすすめられてしまった。

　アンジェリカに断りを入れたミリセントは、ひと気の薄うすい窓辺へと向かった。

　会場には年ねん齢れいも性別もばらばらに客が大勢訪おとずれているようだ。

　疲れを悟さとられまいと顔をあげて歩くミリセントの脇を、すっと通りすぎた少女に、なぜか視線が吸い寄せられる。

　ゆるく背に流された銀の髪は、どんな宝ほう飾しよく品ひんも褪あせてしまいそうだ。

　淡い色のドレスはどこか古風な仕立てだが、それが不思議と少女の持つりんとした空気に似合っている。

「あ……え!?　いまのって……」

　ミリセントは足を止めて体ごとふり返った。

　幻まぼろしかと思うほどの美少女は、ドレスの裾すそをふわりと揺ゆらし、テラスへとつづく窓を開けたようだ。

　つかの間、広間の喧けん騒そうや自分がどこにいるのかも、ミリセントの頭から追いやられてしまう。

　なにかに腕うでを引かれるように、ミリセントははやる気持ちでテラスに近づいた。

　ほんのりと夜風が紗しやのカーテンを揺らし、その向こうに立つ人ひと影かげと寄り添そう少女の輪りん郭かくを隠かくしてしまう。

「あの、失礼します」

　ミリセントがそっと踏ふみ出すと、背の高い人影がふり返った。

　淡い月光に艶つやのある黒くろ髪かみが照らし出される。白い肌はだに、深く澄すんだ紫むらさき水ずい晶しようの瞳ひとみ。

　隣となりに立つ銀ぎん髪ぱつの少女と並ぶ姿はまさに、月光の使いのようだ。

　不思議そうな、どこかいぶかるようにひそめられた眉まゆ。

「アル……!?　どうして──でも……」

　ミリセントは思わず話しかけたものの、必死に踏みとどまった。

　──変だわ。アルだけど……どこからどうみてもアルだと思うけど……なんか私より年下に見える。でも、隣にいるのはティー……フィーラメイア王女みたいに見えるし。

「私……まさかこんなところで幽ゆう霊れい視みえちゃってる？」

　もはや自分のことも信じられなくなって、周囲を見回したミリセントの背後に、そっと近づく人影がある。

「いや。彼らは実在してるよ。すまない、今日はこっそりお邪じや魔ましておいて、君の仕事が片付いてから紹介と説明をしようとおもったんだ」

「リーアン様！」

　そこには年を経て、きらびやかさにますます磨みがきがかかったリーアン王子が、飲み物を手に立っていた。あまり騒ぎにならぬようにと、今日この場へくるのもパーティが始まってからこっそり紛まぎれ込むつもりだと、当人から連れん絡らくをもらっていたのだ。

　なにより今日のパーティで、ミリセントの鑑定士としての経歴に王室からの鑑かん定てい依い頼らいもこなし信しん頼らいを得ていると記すよう、助言と許可をくれたのはリーアンだった。

「すまないね。今日ここへそっと来たのは、彼らを伴ともなってきたかったというのも理由のひとつなんだ」

　意味ありげな言葉と表情に、ミリセントは自分の想像が間ま違ちがっていないのだと確信する。

「じゃあ、ここにいるのはやっぱりアルなんですね？　でもどうして……なんだか若くなったっていうか、幼くなってるみたい……」

「みたいではなくて、実際そうらしいんだ。いまそこにいる彼は、亡なくなった当時から二年弱が経過したほどの年齢ということになる。十七歳になるかならないかぐらいだろう」

　リーアン王子は落ち着いた声で説明をくれるが、ミリセントはひたすら混乱するばかりだ。

「あの、ちょっとよく理解できないんですけど……えぇと、そこにいるのはアルで、隣にいる女の子も幽霊じゃないってことなんですね。でも年齢のこともですけど、そもそもアルはいつ湖から見つかったんですか？」

　どうして今日まで自分に知らせがなかったのかと、ついそんな気持ちが声ににじむ。

　ますます不安になるミリセントに、リーアンは「すまない、最初から話そう」ときり出した。

「まず二年前に、君たちがラズウィックで結社の者と対たい峙じしたとき、〈大暗室〉のリンウッドテラス卿きようとアルフリート王子が湖に落ちたのは確かだ。だが、その後助けられた少女には数年分の記き憶おくがなかった。何人もの医師が診しん察さつを重ねたが、少女にリンウッドテラス卿としての記憶はいっさい残っていないと診しん断だんされ、処しよ罰ばつはされなかった。君にも報告していたとおり、その間もずっと、アルフリート王子の捜そう索さくはしていたが発見されなかったんだ」

　ミリセントはうなずきつつ、当時自分が考えた結論を思い起こしていた。

　あのとき、崖がけでグレンが撃うった弾だん丸がんは『薔薇の騎き士し』から発せられたものであり、彷徨さまよう魂たましいを消し去ってしまう効果を持っていた。

　それはミリセントを含ふくめ、リンウッドテラス卿とアンセルを貫つらぬいたが、自分は生きた人間だったから無事だったのだとわかった。そして発見された少女が生身だというのなら、そのなかにあるリンウッドテラス卿の魂だけが、消しよう滅めつしてしまったのかもしれない。

　だが、いつも最後にたどり着くのは、幽霊だったアンセルは存在自体が消えてしまったのではないかということだった。

　そんな結論を信じたくはなかったが、リンウッドテラス卿と同じ場所に落ちたというのに、アンセルの体だけは発見されなかったのだ。

　だが、リーアン王子が口にしたのは意外な事実だった。

「捜索は難航してたんだが、拘こう束そくされていたクレメンス医師の発言で事態がかわってね。あれがいうには、『ユスカリスの王子は半分『還かん命めいの書』と繋つながっている状態で、肉体はすでに甦よみがえりを済ませている。石を私に渡わたしてくれたら王子の身み柄がらもみつけられる』とね。半信半疑だったが、湖から繋がる洞どう窟くつのなかで彼は仮死状態で発見されたよ」

「クレメンス……」

　結社に与くみしていた男は、ひどくゆがんだ思考の持ち主であり、彼の『還命の書』へのこだわりは並なみ大たい抵ていではないらしい。なによりミリセントが驚おどろいたのは、アンセルがその秘ひ蹟せきを施ほどこされていたことだった。

「結局は、あの男の話を聞くことになってしまったけどね──」

　そう口にしたリーアンは、アンセルをめぐっての日々を思い起こすように瞳を細めた。




　牢ろうのなかにいるクレメンスの言うとおり、アンセルが湖で発見されてからは、じつに不安で奇き妙みような出来事の連続だった。

　しかも彼の正体は、王子であるリーアンと国王の他ほかに知られるわけにはいかないのだ。なにより、クレメンス自身に口止めをする必要があった。

　だがリーアンの心配をよそに、クレメンスが要求したのは実に単純な権利だった。

「湖に沈しずむ彼の出自に興味があるわけではございません。あなた方が私の手に『還命の書』をいまいちど戻もどしてくださり、その使用許可を与あたえて下さるなら口を閉とざしましょう」

「『還命の書』をお前に渡せと？」

　だがクレメンスが口にしたのは意外なことだった。

「私が牢から出られない以上、たいした危険はありませんとも。『還命の書』は王族にしか効果を及およぼさないのですから」

　牢のなかで、瞳だけを異様に輝かがやかせてクレメンスは鉄てつ格ごう子しを握にぎる。

「それに〈大暗室〉のもとで、私はあの青年に途と中ちゆうまで還命の儀ぎ式しきを施しています。だから、私のいったとおり彼は亡なき骸がらではなく発見されたでしょう？」

　いぶかるリーアンに伝えられたのは、アンセルの体はすでに生身と変わらない状態であり、いまはとても不安定な状じよう況きようだということだった。

「ですから、いまこそ『還命の書』の秘術を完かん璧ぺきに施すことができましたなら、魂が失われた時間までの甦りが可能なのです」

「……それは、アルフリート王子として命を落としたところまで遡さかのぼると、そういう意味なのか？」

　クレメンスは自信たっぷりにうなずいてみせると、リーアンに手を差し出してみせた。




　それは魔ま物ものの手を握るような心境にさせられる、身み震ぶるいしたくなる選せん択たくだったとリーアンは表情を曇くもらせた。

「クレメンスなどにふたりの身柄をまかせるのは、ひどく迷ったんだが……グレンに相談したうえで、試ためしてみることにしたんだ」

「そんな、グレンはそのことについてはぜんぜん……」

　どうして自分に教えてくれなかったのかとミリセントは眉をひそめたが、リーアンがとりなすように口にする。

「すまない。彼には私から口止めしていたんだ。アンセルの記憶のこともあったし、状況が落ち着くまでようすをみるつもりだった。そのうち君の帰国が決まって、今日のパーティの予定も押していたから、動どう揺ようさせないほうがいいと判断したんだ」

　確かに帰国直前から今日までのめまぐるしさを思えば、グレンが秘密にしていたのも無理はなかったかもしれない。

　もしミリセントが事実を知ってしまえば、気になってなにも手につかなかっただろう。

　ミリセントは改めて、寄り添そうように立っている兄妹きようだいのふたりを見た。

　いまも自分とリーアン王子の会話を耳にしているはずなのに、アンセルはどこか遠い目でテラスの外を眺ながめているだけだ。

「それに、彼は目を覚まして以来、ひとことも声を発していない。こちらのいうことに首を振ふって意思表示はするし、医師の診察でも喉のどに異常はないというだけに、精神的なものだろうと診断されてる。君に再会させれば、執しつ事じのアンセルだった頃ころの記憶が戻らないかと期待してもいたんだが……」

　こうなる以前のアンセルを知っているだけに、リーアン王子も痛ましいような複雑な気持ちなのだろう。

　ミリセントはもうひとつの気がかりを口にした。

「あの、記憶がないっていうのは、やっぱりティーハニー……いえ、フィーラメイア王女も『還命の書』を使って同じ状態なんでしょうか？」

　肖しよう像ぞう画がより少しだけ大人びた銀ぎん髪ぱつの王女は、兄を守るようにその腕うでを支えている。

　いまだ警けい戒かいをゆるめない視線の少女に、彼女が記憶を失っているからこそ、いま自分の前にいてくれるのかもしれないとミリセントは悟さとった。

　彼らの魂がローズグレイブホールに留め置かれてきたことで、彼女もまた長く苦しんできたのだ。リーアンはため息とともにうなずく。

「彼女の記憶も同じようだな。アルフリート王子の心残りである妹姫ひめの存在については、グレンから事情を聞いていた。だからラズウィックにあるリンウッドテラス卿の屋や敷しきを捜索させて、妹姫のことも捜さがし出したんだ。フィーラメイア王女と再会が叶かなえば、アルフリート王子も声ぐらいは戻るかもしれないとね」

　どうやら記憶のないアンセルの身柄について、リーアンもあれこれ手を尽つくそうとしてくれていたらしい。

「それは、王女もユスカリスの一族だから『還命の書』の効果が及んだと、そういうお話なんですね。じゃあ、いまのアルは生きてるってことなんですか？　普ふ通つうの人と変わらず？」

　ミリセントには、いまだに目の前の光景が信じられなかった。

　しかしあの〈大暗室〉が永きにわたって探し求めてきた『還命の書』だ。常人には考えも及ばない力が宿っていてもおかしくはない。

「信じがたいという気持ちには私も同感だな。それでもクレメンスに言わせれば、アルフリート王子の肉体は生身の人と変わらないそうだ。だが、この先がどうなるかまでは保証できないらしい」

　少しだけ憂ゆう鬱うつそうな視線でアンセルを見たリーアン王子は、苦い声でこう告げる。

「……個人的に、人の命を弄もてあそぶことには反対だ。だが、彼の行動や、さまようきっかけとなった心残りの件を聞いてしまうとね……」

　ミリセントの心に、かつて視みた過去の数々が棘とげのような記き憶おくとなって甦る。

「アルフリート王子は、ずっと助けられなかった妹姫のことを悔くいていただけなんです。決して、王家への復ふく讐しゆうが目的ではありませんでした」

　真しん剣けんに言い募つのるミリセントに、リーアンもそれは疑っていないというようにうなずく。

「そうだな。だからこそ私も、彼の命を取り戻すだけじゃなく、その決断を下した彼の記憶ごと甦って欲しかった。ファネル嬢じよう、君と過ごしてきた時間が彼にあの選択をさせたんだ」

　その言葉はミリセントの心にじわりと痛みを呼び起こす。

　こうして本人を目の前にしているのに、アンセルと過ごした大切な日々や約束が失われてしまうのかという、焦あせりと悲しみがわいてきた。

「でも、記憶だなんて……どうすれば」

　ミリセントが知っていた頃より、何年も時を遡ってしまったアンセルを見れば、失われたものの大きさを実感させられる。

　それでも確かに目の前の青年は、しっとりとした高貴さを身にまとい、なつかしい面おも影かげが感じられた。

　嬉うれしくて駆かけ寄りたいのに、どこかそれを許さない、人を拒こばむような気配がある。

　リーアン王子の言うように、声を発しないというのも気になった。

「それに、これからふたりはどうなるんでしょうか？」

　それはミリセントが最も気にかかるところだった。

　彼らはこの世界に存在を許されるはずのない身であり、その正体が世に知られればさらなる混乱を招くだろう。

　しかし、リーアン王子はすでにそのあたりのことにも手を回しているようだ。

「彼らの治ち療りようや今後のことは、あくまでも私と父上が内密に進めている。クレメンスも永久に牢から生きて出す予定はないし、あの男は研究さえつづけられれば場所はいとわぬようだ。ふたりの身み柄がらについては、王家に縁ゆかりのある人物として、身分や住まいは用意させた。一応、王室の目が届く場所にはいてもらうことになるだろうね」

　ぬかりないリーアン王子の対処に、ミリセントもほっとしてうなずく。

　なにより、いまはそうした環かん境きようのほうが安全だろう。再び〈大暗室〉のような存在が彼らのことを嗅かぎつけても、すぐ感知できるはずだ。

　残る不安について、ミリセントは口にした。

「リーアン様、いまのお話ですと『還かん命めいの書』はまだ王室に？　あれは人の手にあるにはあまりにも危険なものです」

　人の命を呼び戻もどしてしまうような秘ひ蹟せきは、利権や争いを何度でも生むに違ちがいない。

「その点なら大だい丈じよう夫ぶだ」

　ふいに背後からかかった低い声に、ミリセントは驚おどろき振りむくとほっとした。

「グレン……」

「すまなかったな。君にこのことを知らせないまま、こうした形での再会になってしまって」

　それはもう仕方のないことだと、ミリセントは首をふってみせた。

「『還命の書』については、王族以外には効果が及およばないとわかった。いまのリュイシャム国であれば、リーアン様と陛下のおふたりだけってことになる。アンセルや王女については、前王室直系の魂たましいだったからこそ成功したんだろう」

　グレンの言葉をついで、リーアン王子はどこか得意げに口をひらく。

「もちろん、私も『還命の書』の処分やその方法については考えた。陛下にも許可をいただいて、しかるべき人物に確実な手法で投とう棄きしてもらってある。うん、我ながらあれは名案だったと思うぞ」

　どこかへ隠かくしたところで意味がないというのか、自信たっぷりのリーアンにグレンがわずかに顔をしかめて説明をくれる。

「あれはな、ディンセル侯こう爵しやくが南洋に遠えん征せいされるとき一いつ緒しよに運んでもらったんだ。潮流で荒あれる深い海かい溝こうに捨ててきてもらった」

「侯爵様に!?」

　思わぬ人物の名前に、ミリセントも思わず声が高くなり、慌あわてて口を押さえた。

　リーアン王子はどこか楽しげに教えてくる。

「あぁ、無論それがなんであるかは侯爵に伝えていないがね。私の想おもいがつまった特別な品で、永久に決別する必要があるのだと切々と訴うつたえておいた。これで、あれがどこにあるのかは、私も陛下も知るところではなくなった。だろう？」

　確かにディンセル侯爵ならばそうしたポイントに詳くわしいうえ、男の浪ろ漫まんを理解する人物だ。

　王子の願いをどう受け止めたかはわからないが、紳しん士しの名に恥はじぬ誠実さで適切に計画を完かん遂すいしてくれたはずだと想像できる。

　そのことを想像して、ミリセントは「あぁぁっ!!」と声をあげてしまい、再び自分の口をふさぐ。

「なんだ、ミリセント」

　突とつ然ぜんの悲鳴に思わず一歩あとずさったグレンに、ミリセントは「ごめんなさい」と謝りながら、動揺したまま告げた。

「だって……ペンダント捨てちゃったってことは……アスワドは？」

　フィリグラーナに留学している間にも、失ったペンダントやアスワドのことは何度か思い出していた。だが、それが『還命の書』というとんでもない秘密を持ったものであるとわかった以上、もはや自分の手に戻ることはないのだろうと諦あきらめがあったのも確かだ。

　だが、ペンダントごと海深くへ投棄されてしまったと聞けば、心こころ穏おだやかではない。

　光も届かない海底にアスワドを追いやってしまったのかと、ミリセントは青ざめる。

「いや、その件については、俺もクレメンスと面会したときに確かく認にんしている。やっぱりアスワドはあの『還命の書』の番人としての役割を持っていたみたいだな……奴やつは『還命の書』を使用するにあたって、番人は排はい除じよしたといってたんだ」

「……排除？　それってどういうこと、まさか消しよう滅めつしちゃったの」

　急に心細くなったミリセントに、グレンが慌てたように言葉を継いだ。

「いや、俺にも詳しくはわからないんだが、あいつのいうことを信じるなら『追い出した』って表現が近いように思う」

　眉み間けんにシワを寄せつつ必死に言葉を選ぶグレンは、ごまかしや嘘うそを口にしているつもりはなさそうだ。

　なにより現実主義者のグレンは、ヘタな慰なぐさめは口にしない性格だとわかっている。

　しばらく考えたミリセントは、自分たちと少し距きよ離りを置いて立っているアンセルとティーハニーを見つめてから、リーアン王子に向き直った。

「リーアン様、お願いがあるんです。彼らふたりと一緒に、ローズグレイブホールにいってみたいのですが」

　ミリセントが留学するのを機に、ローズグレイブホールは再び王室が管理することになっていた。

　ミリセント自身、これからしばらくは仕事のため王都で暮らすことになり、今後あの屋や敷しきで暮らす日がくるのかどうかもわからない。

　なにより、そこで思い出を突つきつけられるのがつらかったのだ。

　それでもいまは、もう一度あの屋敷へいく必要があるのだとミリセントも感じていた。

「わかった。なるべく早くに日時を決めて手配しよう。でもそろそろ君は、フロアに戻らないとな。なにしろ今日は、正式に鑑かん定てい士しとなった君のための宴うたげなんだから」

　突然の頼たのみにもかかわらず、快く応じてくれたリーアン王子にミリセントは「ありがとうございます」と会え釈しやくすると、差し出されるグレンの腕うでをとった。

　室内に踏ふみ込もうとしたとたん、背中に視線を感じてミリセントはふり返る。

　先ほどまでは、どこか心ここにあらずといったようすだったアンセルの菫すみれ色いろの瞳ひとみが、じっとこちらに向けられていた。

　まるで硝子ガラスのように感情が見えない瞳と、うつろな表情にミリセントの胸が痛む。

　その視線を振ふり切るようにして、再び夜会のフロアへと踏み出した。
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　それから三日後。リーアン王子は約束どおり、ミリセントとグレンそれぞれの許もとへ迎むかえの馬車をよこしてくれた。

　馬車は郊こう外がいを走り、なつかしいローズグレイブホールが見えてくると、王子の近この衛えであるスターナイツの兵士が正門を開き迎えいれてくれた。

　なかにはすでに、燕つばめの紋もん章しようがついた馬車があり、リーアン王子がじきじきに、記き憶おくのないふたりをここまで連れてきてくれたのだとわかる。

「ご公務で多た忙ぼうだとうかがっておりますのに、ありがとうございます」

　恐きよう縮しゆくするミリセントに、リーアンは後ろにつづくふたりをふり返り苦く笑しようする。

「いや、これもある意味公務ともいえるかもな。彼らの件については、私もきちんと見届けたいんだ」

　そう告げるリーアン王子も、この不思議な過去からの友人たちを心配しているのだろう。

　その傍かたわらにたたずむアンセルは、じっと屋敷の外観を眺ながめている。ミリセントも二年ぶりに見るなつかしい庭や建物に胸がぎゅっとなった。

　ここを去る前には、屋敷に残された思い出や気配ばかりを追っていた。離はなれがたい気持ちと、ローズグレイブホールを出なければという気持ちに、ずいぶん惑まどわされもしたのだ。

　ミリセントは今日も腰こしにつけてきた、『薔ば薇ら封ふうじ』にそっと手をやると、リーアン王子に提案する。

「あの、いまからアルとふたりで庭を歩いてみていいですか？　私は子供の頃ころ、彼と一緒に庭にいることが多かったんです」

　そう申し出たものの、兄に寄りそうように立っている銀ぎん髪ぱつの少女を見れば、離れることに不安はないだろうかと心配にもなる。

　ミリセントの視線に、王女は瞳に警けい戒かいの色を浮うかべたが、かすかにうなずくとアンセルの手を放した。

「私も、このお屋敷のなかに入ってみたい」

　アンセルと同じく、ローズグレイブホールをじっとみていた王女の思わぬ発言に、ミリセントとグレンも顔を見合わせる。

　かつてクッキーの姿を借りてこの屋敷でさまよっていた少女も、中を歩いてみれば記憶を取り戻すことがあるかもしれないとミリセントはうなずいた。

「では、騎き士し団の者は正門前に待機させよう。思えば私も、この屋敷のなかに入ったことはないんだ。グレン、案内してくれるか？」

　興味深そうにそれぞれをみつめていたリーアン王子の提案を、グレンが断れるはずもなかった。

　心配そうにミリセントとアンセルを見たあと、うなずいてみせ屋敷へ向かって歩き出す。

「さぁ、あなたはこっちよ」

　ミリセントが手を差し出すと、アンセルは少し戸と惑まどったようすでそっと手を取ってくれた。

「今日、この場所でだけあなたのことを『アル』って呼んでもいい？」

　その問いかけにも、アンセルは感情の見えない瞳でじっとミリセントを見つめ返すばかりだ。

　今日ここへ来た理由も、自分が取り戻もどした命と引き換かえに失った時間があることも、リーアン王子から聞かされてはいるはずだが、やはりその表情からアンセルの気持ちは読みとれない。

　ミリセントは迷ったが、ここまできて躊ちゆう躇ちよはすまいと、アンセルの手を引いて庭の小道へと入っていく。

「私たち、ずっと親しかったのよ。私はここで生まれ育って、アルはずっとそれを見守ってくれてたの。思い出せない？」

　ゆっくりと、ひとつひとつの言葉をかみ締しめるように口にして、ミリセントはアンセルと庭を歩きつづけた。

　並んで歩いてみると、アンセルの背せ丈たけは自分よりほんの少し高いだけなのだとわかる。

　──いまのアルは十七歳ぐらいだって聞いてるけど、私より年下になっちゃったのね。アルがこの年ぐらいのときも一緒にいたはずだけど、でも、そのときは私がもっと小さかったわけだし、なんか変な感じ。

　春を迎えたばかりの庭は、庭木や花の蕾つぼみをぼんやりとにじませるようにやわらかな光に満ちていた。

「私が、初めてアルと出会ったのは、薔薇がたくさん咲さいてる頃よ」

　出会った日は、日差しの強い初夏の季節だったと思いだす。

　留守にしていた二年の間にも、手入れがされていたのだろう。

　薔薇の葉蔓づるが綺き麗れいに絡からんだトンネルを歩いて抜ぬけ、庭の中央近くに置かれたベンチにふたりは腰こし掛かけた。ミリセントは、そっと隣となりをうかがうように見た。

「アルが話せないのは、どこか痛むの？　それとも、言葉がでてこない？」

　その問いかけにも、アンセルはただじっとミリセントの顔を凝ぎよう視しするように見つめ返すだけだ。まるで野生の動物に話しかけるように手ごたえがなく、意い思し疎そ通つうができない。

　──言葉は、通じてるはずよね？　でも、アルだって困ってるのかも。

　見知らぬ相手とこうして知らない庭を歩かされても、普ふ通つうは困こん惑わくするだけだろう。

　ミリセントは今日ここへくるまでにも、何度か考えたが答えがでなかったことがある。

　──ここへ一いつ緒しよにきたら、アルも昔のことを思い出せるかもしれないって思ったんだけど、それはほんとにアルのためになるのかな？　いまはティーハニーも側そばにいるんだし、それに私と出会ってからの記憶が戻れば、〈大暗室〉に関係したことまで思い出すことになる。

　思い出さないほうがいいのかもしれないと、ミリセントが弱気になったとき、ふっとアンセルが腰を浮かせるのがわかった。

　その視線は、なにかを追うように庭のなかをさまよい動いている。

　さらにミリセントは自分が身につけてきた『薔薇封じ』にも異変が起きていることに気づいた。

「飾かざりが……」

　飾り鎖シヤトレーヌの留め具にもなっている、薔薇細工の部分がほんのり色づいている。

　この屋敷を離れてからは、飾り鎖もただの装そう飾しよく品としての役目しか果たさず沈ちん黙もくしていたのだ。

　薔薇の留め具が水すい晶しようのように輝かがやきを増しているようすは、ミリセントが初めて『薔薇封じ』の力に触ふれた時と同じだ。

　ふたりが座るベンチから少し離れた生いけ垣がきの上を、霧きりのようなもやが流れてくると、おぼろげな像を結び音をつれてくる。

　聞こえるのは、かすかな足音と小さな笑い声。

　ミリセントは耳を澄すまして、「そうよ……覚えてる」とつぶやいた。

　幼い少女ははずむような笑い声をあげる。この頃ころは、屋敷に仲の良い家族がいて、にぎやかな幽ゆう霊れいたちが暮らし、誰だれより誠実な執しつ事じが側にいてくれた。




　目の前にあらわれた幼い日のミリセントは、執事のアンセルに、庭に出されたテーブルでお茶をしたいとねだったようだ。

　銀盆ぼんに茶器やお菓か子しの一式を揃そろえたアンセルは、小さな背中を見守りながらテーブルの支し度たくをしていく。

　ちょこんと腰を下ろしたミリセントは、カップに注がれる紅茶をじっとみつめると、その香かおりに嬉うれしそうな笑えみを浮かべた。

　傍らに立つ青年を振ふり仰あおいで、はしゃいだ声で話しかける。

「ねぇ、アル。お庭でお茶を飲むのって素す敵てきでしょう？」

「そうですね、今日みたいに晴天であれば素敵です」

「だから晴れるっていったじゃない。でも、雨の日にはまた花の匂においが変わるから、やっぱり楽しいと思うな」

「そのときは、薔薇のトンネルにまいりましょうか」

　落ち着いた声で提案するアンセルに、ミリセントはこっくりとうなずく。

「ほんとはね、アルがお茶をいれてくれるのが一番大事なの──」




「……お天気なんて二の次よ」

　過去の幻げん影えいのような自分が口にしたはずの言葉を、ミリセントはつぶやいていた。

　耳にする、アンセルの声の抑よく揚ようまで、ただ恋こいしくてなつかしく、胸に突つき刺ささって苦しい。

　気づかぬまにミリセントの頬ほおを涙なみだが伝っていた。

　あふれる温かいものに、目の前がいっそうぼやけてはっきりしない。

「ミリセ……ト様」

　かすれた声が耳にとどき、ミリセントは驚おどろいて隣を見た。

　紫むらさきの瞳ひとみから透すき通とおった涙があふれ、こぼれおちる。

「アル……私が、誰なのかわかる？」

　自分の涙に戸惑うようにアンセルは何度かまたたくと、小さくうなずいた。

　ミリセントはその涙に指で触れて、そっと口をひらいた。

「おかえりなさい、アンセル」

　最後の記き憶おくにあるより、少しだけ線の細くなった肩かたをぎゅっと抱だきしめる。
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　アンセルの腕うでもミリセントの背を抱き返した。

「おかえりなさいませ、ミリセント様」

　涙に震ふるえる声で伝えられた言葉に、ミリセントは声もだせずにただうなずく。

　ふたりは寄り添そったまま、庭にあらわれてはかすんで消える残像のような思い出をたどりつづけた。




　そして日も傾かたむきかけたころ、庭へと戻ってきたグレンはベンチに並んで座るふたりの表情に事態を理解したらしい。

　安あん堵どの息をつきながら、どこか不ふ機き嫌げんそうな表情のグレンは、その傍かたわらにフィーラメイア王女をエスコートしている。

　その少女の足取りは、どこかこれまでと違ちがい、輝く瞳にも力強さが加わったようだ。

　銀の髪かみの少女は、じろりとミリセントをにらみつけた。

「ティー……フィーラメイア様？」

　ミリセントは口をひらきかけて、いつまでも以前の名で呼びかけられては、相手が混乱するだけかもしれないと躊躇する。

　しかし銀ぎん髪ぱつの王女は、見たこともないような、鋭するどく愛らしい笑みを浮うかべてみせた。

「ほんっと、相変わらずどんくさいのね。いいわよ、あんたに限っては、名前のことだって呼びやすいほうにしなさい。どっちだって許してあげるわ」

　記憶とともに、勝ち気さまで取り戻したらしいその言葉は、なにより最後の部分を伝えたかったのだとミリセントにもわかった。

「ティーハニー……思い出したの？」

　自分との時間を思い出してくれたことや、かけられた言葉に嬉しくなったミリセントは、少女に手を伸のばしたもののあっさりとかわされる。

　軽かろやかにドレスを揺ゆらして身をひるがえしたティーハニーは、ミリセントの立っている反対側にまわりアンセルの腕をとった。

「でも、もうお兄様は使用人じゃないんだから、勝手に甘えないでちょうだい」

　兄を独どく占せんするそのふるまいに、ミリセントも苦く笑しようしながらうなずき返す。

　──そうよね。ティーハニーもずっと自分の立場を明かせなかったんだもの。お兄さんの側にいたのに、甘えられなかったんだわ。

　なによりも強い兄を想おもう気持ちには、とても敵かなうものではない。

　やがてリーアン王子も建物から出てくると、記憶を取り戻もどしたふたりのようすに満足げにほほえんだ。

「驚いたよ、中にはいったら王女は迷わず台所へ向かっていったからね。小麦の袋ふくろだとか蜂はち蜜みつの壺つぼをのぞいてるうちに記憶が戻ったみたいだね」

　その言葉に、ティーハニーもまたこの屋や敷しきにある過去を、残像としてみたのかもしれないとミリセントは思いあたった。

「これからが、彼らにとって新しい時間のはじまりだな。王宮へ戻ったら具体的に今後のことを話し合いたいが、いいだろうか？」

　その言葉に、ミリセントの傍らに立つアンセルが深々と頭を下げた。

「これからも、リュイシャム国の民たみであることをお許しいただけるのであれば、リーアン様のご温情を胸に刻み、ここに在りたいと思います」

　アンセルのすっきりと力強い表情に、時間は再び流れ出したのだとミリセントは確信できた。

　少し印象の変わったアンセルをじっと見つめていると、グレンが声をかけてくれる。

「ミリセント、帰るぞ。部屋まで送ろう」

　王都でミリセントが暮らす予定のアパートメントまで、どうやら送ってくれるつもりらしい。

　リーアン王子と王宮へ戻ることになったアンセルは、妹姫ひめに手をひかれながら声をあげる。

「ミリセント様、また王都でお訪ねしてもよろしいですか？」

　やわらかな物もの腰ごしの、なつかしい声。

　外見が少し幼くなっていても、それはまごうかたなきアンセルの呼びかけだった。

　ミリセントはふりむくと、笑顔でうなずいた。

「もちろん、楽しみにしてるわ」

　隣となりで小さくグレンが咳せき払ばらいすると、ミリセントの腕を取ったまま足早に歩き出す。

「そのときは、俺も同席させてもらおう」

「？　そうね、これからグレンとも仕事でほとんど一いつ緒しよだし……」

　ミリセントは答えかけて、見上げたグレンの横顔が少しだけ不機嫌そうなことに気づく。

　それがささやかな焼きもちなのだと気づくと、こっそり苦笑した。
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　ミリセントが王都で本格的に仕事をはじめて半年が過ぎた頃ころ。

　ローズグレイブホールの庭園では、鑑かん定てい士しふたりの婚こん約やくパーティが開かれていた。

　今日のパーティ会場は野外に設営されており、庭のそこかしこにテーブルや椅子いすが置かれている。

　夏のさかりも終わりかけの、濃こい緑があふれる庭にはすでに幾いく人かの招待客の姿があった。

　いまや王都でも新しん進しん気き鋭えいの若手として知られることになった、ミリセントとグレンの婚約の話題は多くの関係者に祝福されることになった。

　それでも今日の催もよおしは、ディンセル侯こう爵しやく夫妻やマクミラン伯はく爵しやく夫妻といった、ごく近しい間あいだ柄がらの人間が参加するこぢんまりとしたものだ。

　ディンセル侯爵は、年月を経た建物の外観はもちろん、内装にまで興味を抑えきれないようだ。

「ミリーが暮らしてた屋敷に招かれるのは初めてだよ。やはり雰ふん囲い気きのあるところだねぇ」

　ディンセル侯爵が感心している一方で、侯爵夫人のアメリアはドレッシングルームでせわしなく立ち動いている。

　本日の主役である未来の花はな嫁よめを、いかにふさわしく着き飾かざらせるかに情熱を注いでいるのだ。

「ミリー。ミリーったら、コサージュはやっぱり生花のほうがいいわ。せっかく外なんですもの、こっちのほうが映はえるわ」

　そんなアメリアを横目に、普ふ段だんは女性の装いを生業なりわいとしているアンジェリカのほうが、果実酒のグラスを傾けゆったりとほほ笑えんでいる。

「そうね、みずみずしいふたりの門かど出でにぴったりよ。いいわねぇ、花嫁の母って心境？　私のところは息子むすこばかりだもの、せめて今日は未来の義は母はとして楽しませていただくわ。そういえば、うちの堅かた物ぶつ息子はどこかしら？」

　もう一方の主役であるグレンは、すでに庭へ出ており正門前で思わぬ団体客を出で迎むかえていた。

　金の房ふさで飾かざられた白馬が引く荷車を従えてあらわれたのは、王子付きの近この衛え兵団、スターナイツの面々だ。全員が近衛の礼服を着用している眺ながめは、なかなか圧巻でもある。

「イニアス……」

「婚約おめでとーう、グレン!!　ようやくお前にもこの日がきたな。もうどんだけ予定を決めても流れていくから、このままじゃ奥方は仕事と結ばれちまうかと心配してたんだぞ！」

　勢いづいたイニアスの口調や、やや赤らんだ頬ほおからもすでにいくらか祝いの酒を飲んできてしまったとわかる。

　そんなイニアスは嬉うれしくて仕方がないといった笑顔で、馬車ごと庭に乗り込んできた。

　そのあとを、自分たちで荷車も引けるだろうと思わせる、むくつけき近衛兵たちが、えっほえっほとつづいてあらわれる。

「隊長、我らスターナイツ特製樽たる酒ざけによる『星の騎き士し』タワーはどこに設置いたしましょう！」

「うむ、そうだな。もっとも華はな々ばなしい場を捜そう索さく検討し、我らスターナイツの名にふさわしく優ゆう雅がに飾りつけろよ」

　イニアスのもったいぶった号令に、浮かれた足取りの兵士たちは、両りよう肩かたにそれぞれ樽たるを担かついで庭へ行進していく。

「……まぁ、いいけどな」

　今日の主役はグレンとミリセントではあるが、近しい人々を招いて楽しんでもらうためのパーティなのだ。




　一方、熱心なアメリアから解放され、ようやくミリセントが庭に出ると、生いけ垣がきの側そばに女騎士の姿がある。

「シルヴィアさん！」

「まぁ、ミリセント様。すっごく綺き麗れい!!」

　淡あわいクリーム色のドレスに、白の紗しやを重ねて製作された衣装はアンジェリカの力作だ。

「マクミラン様とのご婚約おめでとうございます。私、ほんとうにこの日を楽しみにしていましたわ」

　もはや姉のような心境なのか、うっすらと涙なみだぐんだシルヴィアは可愛かわいらしいブーケを贈おくってくれた。

「ありがとうございます。騎士団の人たちにもきてもらえて、今日はほんとに嬉しいです」

　すでに庭の一角に積み上げられはじめた樽酒は、無骨な印象を隠かくそうというのか真っ白に塗ぬられた樽に、星の絵が描えがかれている。

　きれいな弧こを描くリボンがかけられていくのを見て、「私も手伝ったんですのよ」とシルヴィアがほほ笑んだ。

「いまは、セラフィナさんはこのお屋敷に？」

　シルヴィアに尋たずねられ、ミリセントも庭をみまわす。

「えぇ。いまちょうど中で、アルとティーハニーの支し度たくを手伝ってるはずだけど」

「本当に、事情が事情ですし仕方ありませんけど、あれほどできるメイドはもうみつからないと思いますの」

　シルヴィアが残念そうに口にするのも無理はなかった。

　せっかく騎士団支部で仕事に馴な染じんだ頃、リーアン王子の命によって、セラフィナは再びこのローズグレイブホールのメイドにと引き抜ぬかれてしまったのだ。

　申し訳ないと思いつつも、ミリセントはほっとしてもいた。

「リーアン様がアルたちの住まいにここを選んでくださってよかったわ。それにセラフィナなら屋敷にも慣れてるし、アルたちのこともわかってるから」

「まさか……まだここには幽ゆう霊れいがでるんですの？」

　おびえたように屋敷に目をやったシルヴィアに、ミリセントは小さくかぶりを振ふる。

「いえ、幽霊っていうより残像っていうのか。ときどき影かげみたいなものが見えたり、気配があるような感じらしいです。そういうのって気にする人には働きづらいでしょう？」

　いまはもう、以前のようににぎやかな住人たちの姿はない。

　それを少し寂さびしく思う自分も妙みようなものだ。けれど、アンセルやティーハニーがここで暮らすことを、かつての住人たちも嬉しく思っているような気がしてならなかった。

「ミリセント、そろそろ乾かん杯ぱいだぞ」

　にぎやかに笑い声があがる道の先からグレンが近づいてくる。

　姿が見えないと思っていたら、どうやら樽酒タワーの設営につきあわされていたらしい。

　今日は濃い茶ちや褐かつ色しよくの上下に、明るい緑のタイをつけ、日差しの下で髪かみが金色に輝かがやいてみえた。

　互たがいにめかしこんだ姿に、まぶしいような照れくさいような気持ちになりながら、ミリセントはグレンにエスコートされ、招待客の前へと向かった。

　ふたりの登場に、拍はく手しゆが沸わき起こると、こうした場によく慣れたアンジェリカが、誇ほこらしげな表情で杯さかずきを掲かかげる。

「さぁ、今日の婚約パーティはお客様にも天気にもじつに恵めぐまれたわ。若いふたりの鑑定士の未来と仕事に、幸多からんことを願って。公私ともに後こう援えん者である私からも祝福を」

　シャンパングラスを高く掲げたアンジェリカの横で、並んだふたりが会え釈しやくすると庭中から拍手がおこり、祝福の声があがった。

　たくさんの花や言葉を贈られたミリセントの手を引いて、招待客ひとりひとりに挨あい拶さつに回ったあと、グレンは噴ふん水すいを通りぬけ、静かな場所へと歩いていく。

「少しだけ、休きゆう憩けいしよう。あそこにいたら、いくら酒を飲んでも注がれちまう」

　今日のために主しゆ催さい者しやとして奔ほん走そうしてくれたグレンに感謝しながら、ミリセントもうなずく。

「こんなに大おお掛がかりに、お祝いしてもらえるなんて。嬉しいけどびっくり」

　ミリセントの言葉になにをのんきにと言いたげに、グレンが苦く笑しようする。

「そりゃ……君が仕事が落ち着くまでとかいって、なかなか事が進まないから。いつまでたっても教師じゃ駄だ目めだろって、ずいぶん俺が心配されるハメになったんだぞ」

「そうよね。ほんとごめんなさい」

　思い返せばグレンと一いつ緒しよに過ごす時間は多くあったが、その半分は仕事がらみのことだった気もしてミリセントも苦笑する。

「今日は、俺からも渡わたしたいものがあるんだ」

　そういってグレンが懐ふところから差し出したのは小さな箱だ。宝ほう飾しよく品ひんが入っているとおもわしき布張りの小箱に、ミリセントは首を傾かしげる。

　──そういえば、以前アンジェリカ様の依い頼らいのどさくさで、ずいぶん立派なリガードの首くび飾かざりをいただいたことがあったわよね。

「それを君に渡すべきかどうか、個人的にはすごく迷った。いや、かなり悩なやんだんだが……」

　重々しいグレンの声は、どこか苦いものをかみ締しめるようでもある。不思議に思いながらも、ミリセントは箱にかけられたリボンをほどいた。

「あけてみてもいい？」

　うなずくグレンの前で小箱を開くと、なかに収まっているのは青味を帯びた深い緑の金緑石アレキサンドライトの指輪だ。

「すごく綺麗。これってたしか色が変わるのよね」

　指輪を手にとったミリセントが、石を日に透すかそうとすると、その手にグレンが触ふれる。

　そのままミリセントが手にした指輪を、耳に近づけるようにした。

「グレン？　なに、どうして耳に……」

　突とつ然ぜん、ここにはいないはずの人の声が耳元に響ひびく。

「よぅ、ミリー。俺たちの感動の再会じゃないか？　感かん涙るいにむせんでもいいぞ」

　尊大で生意気ななつかしい声に、ミリセントは驚おどろいて周囲を見回す。

「えっ……いまのって、まさか、この指輪!?」

　慌あわてて宝石をのぞきこむと、宝石がもつ色は深緑と紫むらさきが混じりあうように溶とけ合いその色合いを変えていく。

　そこにあらわれたのは、金を凝ぎよう縮しゆくしたような琥こ珀はくの瞳ひとみをきらめかせる、褐かつ色しよくの肌はだの少年だった。

「アスワド！　いままでどこにいたの」

　驚きと嬉しさで涙目になるミリセントに、後ろの小道から近づいてくる影がある。

「グレン。もう未来の奥方を泣かせてるのか？　誓ちかいもまだだというのに、そんなことではどうかと思うぞ」

　あきらかにからかいを含ふくんだ言葉を口にしたのは、お忍しのびであらわれたリーアン王子だ。

　その隣となりには、年の近い友人のように黒の上下の衣装に身を包んだアンセルが立っている。

　まばゆい光を思わせるリーアン王子と並ぶと、アンセルはしっとりと注ぐ月光にも似て、まるで一いつ対ついのような印象を与あたえた。

「アスワド……彼も戻もどってきたんですか？」

　アンセルが興味深そうにミリセントの手元に顔を近づけると、今度は宝石のなかにいたアスワドが目を丸くした。

「なんだ？　ちょっとみない間に、お前若くなってんなぁ。ま、俺もようやくお役やく御ご免めんってことだからな。好きにするぞ」

　相変わらずのようすのアスワドに、ミリセントはくすっと笑った。

「ありがとうグレン。最高のプレゼントよ、つけてくれる？」

　大切な記念の指輪だからと手を差し出すと、グレンは照れているのかやや無ぶ愛あい想そうな表情で、そっとミリセントの指に指輪をはめた。

　楽団が到とう着ちやくしたのか、にぎやかな音楽が風に乗ってここまで流れてくる。

　庭の中央で、これからダンスが始まるのだ。

　そしてリーアン王子についで生いけ垣がきのむこうからあらわれたのは、ラズウィックから駆かけつけたグレンの義あ兄にのジーンの姿だった。

「主役がふたりともいないと思ったら、こんなところに大勢でなにをしてるんだい？」

　黒くろ髪かみをゆったりと結ゆわえたジーンは、今日も完かん璧ぺきにクラヴァトを巻き、その装いにも隙すきがない。

　ちらりとリーアン王子に視線むけると、「今日は思わぬ来客の多いことだな」とすましてつぶやく。

　相手が王子といえども、お忍びである以上、特別な敬意を払はらうつもりはないらしい。

　だが、そのときアンセルの背後に立っていた少女が、前へ踏ふみ出すとジーンをじっとみあげた。

「君は……？」

　明るい薄うす水色のドレスをまとったティーハニーは、庭先に迷い込んだ精せい霊れいのような美しさだ。

　その澄すんだ菫すみれの瞳を、悪戯いたずらっぽく輝かせると、ジーンに向かって手を差しだす。

「ダンスのお相手を、一番にしてさしあげますわ」

[image: ]

　高貴なるレディに突とつ如じよそう告げられたジーンは、じつに面おも白しろそうに瞳を輝かせ、楽しげな笑えみを浮うかべた。

　そのままティーハニーの前にひざまずくと、恭うやうやしく手を取り告げる。

「じつに、光栄なことですレディ。ぜひ、お名前をうかがいたい」

　なにをしでかす気なのかと、リーアン王子以外の全員が視線をあわせて困こん惑わくしたが、思わぬ悪戯めいた再会にミリセントも楽しくなった。

　小さな貴婦人レデイをエスコートするジーンの背につづいて、一行も会場へと歩きだす。

　会場では果実酒である『星の騎き士し』がふるまわれ、誰だれもが楽しげに花々の咲さく庭でさざめいている。

　昼の光にふさわしい軽快な音楽に乗って、兵士たちはステップを踏むと、給きゆう仕じにきていたメイドたちを誘さそって踊おどりだした。

　楽しげなダンスの輪に、次々とみんなが入っていくなか、ミリセントの前でアンセルが軽く膝を折ったかと思うと、すいっと手を差し出した。

「祝いの日です。どうか一曲」

　まっすぐな視線には、以前より少しだけ強い光がある。

　それは少しだけ年若くなった外見の鋭するどさだけではなく、過去も現在いまも受け入れたアンセルの、心のせいかもしれないとミリセントは感じていた。

「今日だからこそ、ちょっとは遠えん慮りよしようって気はないのか」

　ミリセントが返事をするより早くグレンが負けじと立ちふさがり、ふたりはほぼ変わらぬ目線でにらみ合った。

　アンセルは以前もグレンにしていたように、丁てい寧ねいながら冷ややかな口調で告げる。

「私もそろそろ、仕事につくのも楽しいかと思いましてね。ミリセント様の事務所で助手を募集しゆうしておられるとか」

「たとえ、募集があったとしても、執しつ事じ経験者を募つのってるわけじゃないんでね！」

「おや、それは雇やとい主ぬしの彼女が判断されることでしょう？」

　ギリギリと噛かみつかんばかりの形相のふたりに、なつかしさを覚えてミリセントは吹ふきだしてしまった。

「そんなに話がはずむなら、ふたりで踊ったらいいじゃない。今日の最初のダンスは、ディンセル侯こう爵しやく様ともう約束してるの」

　ミリセントが踊りの輪に駆け出すと、慌ててふたりもあとにつづいた。

　ふわりとあたたかな風が頬ほおに吹きつける。

　鼻先で香かおった薔ば薇らの香りに誘われるように、ミリセントは屋や敷しきをふり返ってささやいた。

「ただいま、これからもよろしくね」

　音楽は空へとのぼり、幸せな笑い声と新しい約束が、ローズグレイブホールに刻まれていく。
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『ミリセントと薔ば薇らの約束』完結巻です。

　たどり着く場所へきたのだなと、しみじみ思います。ここまでおつきあいくださった読者様には感謝の気持ちでいっぱいです。

　作者としては物語や彼らを見送りつつ、ほっとするような寂さびしいようなそんな心境です。

　ネタバレしてはいけませんので、キャラクターの到とう着ちやく点については語りませんが、このあとも彼らにはいろいろありそうです。色んな意味で（笑）。

　この作品では、グレンとアンセルのどちらにもそれぞれに応おう援えんしていますという声が半分ずつほどあった印象で、それもまた楽しく書かせていただきました。




　そもそもは、『幽ゆう霊れいが出てくる話が書きたい』という、作者の趣しゆ味み丸出しなポイントで思いついたこのお話。少女向けとして楽しんでもらうにはどうすればいいだろうと、いつも課題でありチャレンジであり、面おも白しろいことでもありました。

　舞ぶ台たいのベースにさせてもらった国や時代がちょうどオカルト最さい盛せい期きだったこともあり、自分も映画なんかで親しんだ部分だっただけに助けられました。

『フロム・ヘル』『プレステージ』『アザーズ』あたり、恐こわすぎないのでおすすめです！

　恐いのを語りだしたら、止まらないので自じ粛しゆくいたします……。




　完結にあたっては、この物語の世界を華か麗れいに彩いろどってくださった椋本先生には本当に感謝しております。時代独特の重じゆう厚こう感を漂ただよわせつつも、あでやかなキャラクターが息づくイラストに、魅み了りようされっぱなしでした！

　趣味が暴走しがちな私めを導いてくださった前担当者様、シリーズ完結にあたって多くのご助力をいただいた現担当者様にも感謝を。なにより、おつきあいくださる読者様のおかげで、こうして物語の終着を見届けることができました。




　寒い季節のただなか、今年はウイルスの脅きよう威いもあるなか、予防接種はもちろん受けたのですが、生しよう姜が湯をお供に暮らしております。すでにコタツ虫にもなっていますが、風か邪ぜを拾わないためなら手段はえらばないぜ！　そんな覚かく悟ごで冬を過ごしている数年です。

　最近、運動不足にうんざりして歩数計を買ってみたのですが、自分がどれだけ歩いていないのかを思い知らされ、うなだれたりしています。

　本書はちょうど年の変わり目をまたぐ頃ころに発売となりますが、体を大事にしつつ良い年末年始をお過ごしください。




　また新しい年に、新しい物語で再会できることを願っております！


月本　ナシオ　　
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